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建築工事請負規程一部改正ノ件
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減叉ノ、精算ノ、官事者及ヒ監督技師協議ノ上之ヲ決定見ルモノ トス
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第 4 闘杭州 o T手慈寺境内、杭

!1'i'1防 衛 司 令 部 諜 報 分 署 入 口

L よ主〈こ/ 手 吋

第77悶杭州。第六公圏内民衆

教育用 公共防空濠貨物大模型
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第98闘抗; i'l o 資 石 山{ 制限浴

下公共防空濠内換 気 装 置

第 31園南京。気象蓋

下防空司令所換是正孔



第 52園南京。交遁部首都電

話線、局地 階防 空 深 へ の 雨。樋

を刺周し fこる換気設備

第 108園南京。大陸銀行内

コシクリー ト主主防空濠入口
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第84回 杭州 。市 内 道路

に沿 ひ1: る公共 防 空 濠

第 73闘i杭 州、|。 中山公園内民

衆 教育用 公共防空事長入



第 112闘 杭州。資石山保倣塔下公共防

空 濠 右側入口上部のアンペラの{ 匂袋

第 88闘 杭州。邸 ; ¥¥; 宅内公共防空濠( 被

穏の土が除かれて、 プランの形が推定

せ られ る。突出し1: るは換系装置〉
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第 136闘賞燐焼実現爆をま

の' I ! ( 験( 爆授の利那〉



Effi$ tf 1r司有夜軒 】

阪 紳 図 這 魚 崎 附 ; ' ' 1の浸 水

阪 紳 国 道 西 灘 附 近 ・埋 設 し れ 電 車

阪紳 聞道灘 中祭校新I停留所の大石と大木

阪紳図道署長附近 ・塩! 波し 1: ト ラック

本誌掲il 売の阪示11
1地方水容 認民は

昭和 13年 7 月 5 日，本協合に於

で撮影しにものである。
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本 山 村 田 中 l U ! ， の 内
本 111 村問中i I ! J ， の 内

同 上
同

住 吉 村 字 反 高 林 長 谷 川 佳 平 氏 邸 の倒総 本 山 村 附 近 の 線 路

本 山 村 野 寄
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本 山 村 野 寄 進 路 上 の 濁 7/(

本 山 村 野 苦 言 附 近

同 上

同 _t  

住 吉 村 字 反 雨 林 附 近

住 吉 村 字 反 高 林 附 近

同 上

同 上
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住 吉 村 字 J j . 高 林 附 近

住 吉 川 上 流 ( 約 6 米塩波〉

甲 南 筆 校

甲 南 小 事 校 教 室
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本 山村問中中間尾勇雄氏邸の浸水
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甲 南 高 等 女 筆 校 甲 商 高 等 女 豊 島 校 講ー堂 内 同

同 教 室 内 へ の 濁 水

同 講 堂 内 へ の 濁 水

甲 南 小 製 校 甲 南 小 慾 校 教 室
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省 線 住 吉 畷 附 近 同 同

本 山 村 附 近 本 山 村 附 近 の 0 0線 路
同

阪 念 本 山 村 附 近 の 軌 道 住吉村附近の0 0軌道の埋波
同

V JI 1、2



本山村野寄附近塀の埋波
本 野 寄 本山村野寄大日女写力Ijl 祉

本 山 村 岡 中 附 近
同 住 吉 川 上 流 崖 属 国 れ

住 吉 村 字 反 高 林 本 山 村 野 寄 同
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住 吉 村 字 反 高 林

住 吉 駿 附 近

住吉村字反高林住友邸

庭園入口内の埋波

VI J  1 4  

住 吉 村 園 這 附 近

本 山 村 問 中 池 の 内 磯 村 勇 氏 邸

( 卒家〉壁を破って逃げれ穴

住 吉 窮 附 近 の 工 場

住 吉 村 字 反 高 林
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紳戸阪市' "三 宮 窮 地 F銭入口の浸 水及土砂塑波

踊 中 戸 加 納 町 交 叉 皐占

市11
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時 局 と 建 築 界 の 諸 国 樫 の 問 題

竹- 腰

此度の FI支事援は我聞にとっては有史以? ! < : の大ZM Iーであって ，J束+lri作作戸一J千，

健

-' l ヒ

1旦

め、此事鑓の完全なる f針i古を求むる汚には 、我凶此は如何なる域内ごを初1¥つでも 、最後まで

戦はねばならない事は勿論である。澗り直接共事に拡はる軍人、政治家のみならす¥ 我陣l

IIH五? の有ゆる層を網羅して、事鑓 lこt - . J - 虚すべきであって、我々建築界に身を投十るものも

亦 Ｎ 此 ｊｉ ｾ 常時にｼ 探 し て 、 共事門的知識を以って凶次に奉仕するの充分の党問を持＿こねばな

らな いのである。

今日産業界の各層が陣|家の 円的? こる聖戦量産行のnめ、政治、粧簡の諸IIi] ｾ岨に釘 して 、 也

接↑:n接に闘民として なすべき奉仕をな し、 非常時に 庇する 日本|或11-1.':とし ての貰鍛を 見せて

居る のに 、我建築界は如何なる働きを 見せて居るであら うか。 j目、ひを悲に致す 時にま1喋 家

Tこるもの果 して自 ら顧みて' l : H: 悦? こるものがな いであら うか。

j 肝〈云へば主で、 建築家が愛同心に乏しいと A ] ，、のでは以とし てな いo J { 従米極々の問符

から建築界の或層が翠に自己主? 守る に汲々として、ギ仕的な料!iil iJ ll lこi1ot ぐる雌がある篤めに

不統ー となり 、|羽目豊的な i'?i 動力に乏し く、 来いては| 覇鰭はイf 在しでも nlt " 0: r も時局に|捺して

同家に諜し得べき有力なる ｉｾ 曜として認識せ子、 ＱＢ 刻家的爪動の呼外に放置せらる〉の結果、

今円の如き iV，態となれるものであって、姐: 築家として遺憾此J-_ もない事と考へるのであ

る。

近代戦は非常に 多量の資材の泊費を要する 。是れが鴬めに 、戦守の j品中に ある閣は物資

の昧乏を 米し、索いては軍押す以外の産業 に劃して材料 の統制 を必要とする に至る事は、交

戦闘にあ っ ては ｬ ｬＺ￙Ｇ を得ない蹄 結である。今 次Ｇの戦守 ｬ Ｇ に於ても ｊｾ ｻ￝ ｉｊ に辿れ子 、 我閣 に於て

も建築材料に封する強力なる統制が資金調整法とか 、 餓ｾｊ￮ｬ ｩｬ 工作物 築造規定とか 、 種々の ｪｬ 手

で法令として顕れて米Tこ。更に進んでは鋼、釧の fT金の建築物に封する佼TI J制限も川来、

近〈は又木材アルミニューム等 ｬ こ Ｑ 討する制限も ｈｾ 来ようとして 居 る。

此等の.j lll j限が爆開の如〈突如と して顕れTこ時、 建築界は非常な衝撃を受り 、建築家は時

然と して殆ど錆すべき術 ｾ Ｙ［ Ｑｉ らや 、 只徒ちに ＯＱ 宣 々詩々と し て共不備に封して持を大にして

攻撃するか 、叉は共A安和方を?';f; 局に陳情する に過ぎ なかっ fこのである。今日の建築界の機

構は極めて復雑であって、建築界に身を投する者にあってすら、持全貌を把握する 事は存

易な事でな い。況んや門外者 には共複雑なる機刷の 一端をすら鏡ふ事は困難である。従っ

て此等の法令も決して完全なものではな し、。幾多漁期せざる &1助lにH' ，介し、建築界ひいて

はii c t : 合全般の秩序を筒Lし混乱に陥るる幾多の不備な拡が見出される。話局も 'dF共完全でな

1  VJ I  



し、事は認めて居るのである。勿論、銃後の経怖を混乱に陥れる事は錆政者主 しでも極力illi

〈べかりしものと jEふが、建築界の智識を容れる事な〈してJ折〈の如き爆弾的な法令を I:H

ささ' るを得さ' る様lこ立五ら しめに罪は何鹿lこめるか。私は是れを建築界全般の不統一 し

経桝界の一機構 主して祉千? に1討する奉仕的国瞳概念の荷. きが需めに生す・る祉合的弱力に基

因するのではな いか主恩」、。 即 ち建築界自轄の罪であると思五、のである。

勿論我建築界にも、 技術者と して、賓際家主 して、叉は撃者主 して、 有T誌の土が多数め

るには遼ひない。然し祉併を封象主し、限界ｾｾＱｬｩ ¥して是れを見る時に、単に 此等の人々

が存在すると云ふ事のみでは、建築界はj 毛利: 令的存在の認識を強める事は出来なし、。建築

界のみに於て如何に有力であっても・是れはE各党ヂ|二中の蛙に等 しいのである。建築界が耐:

併に確固? こる地位を占め、共枇子? 的存在に強力なる認識を得なとすれば、国間的に生々と

し? こ活動を必要とするのである 。我建築界は果して今日迄、一致国結 しfこる圏惜のブj を以

てliLt合的に活動して31dこで あらうか。叉賀利: 千? を基調主 し? こ建築界全韓の 向上殻展に盟、ひ

を致し、図韓 t しての制: 令奉仕に前j査な運動をして来fこであらうか。

今日我建築界には建築撃令を初めとして、日本建築協向、建築士合、建築業協合若手々各

種の園髄が存在して居るが、此等の園暗は、非常時tこ際合して岡家が建築に闘する資材の

統制を企図する場合、 i改良の方; 主主? 見出す矯めの諮問機閣としで信頼するに足る強力なも

のと祉令的に認識せらる〉丈の準備と自信を具備して居るであらうか口徒らに象牙の l苔に

立寄129 ，荊き Tこ賓刑: 千? を超越して過つに自己陶昨tこ陥るとか、自己の職業の保強にのみ汲

々として、恥令に ｾｦ する建築界の地位とか云五、事ｾ考へなかっ ｦ こ事はないであらうか。

今日の如き建築界のイミ統一 と内部の相削とそ来 し、 11¥1: 併を相手ーとし ての強力なる国瞳に・

献りて居る様な結果は虫n向7よる断固によるかを考へて比るし護術家の i覇惜の統ーが困難

である主同じ様に 、建築家が共職業の持つ特異性から 与j ( る製iにも Jま閃するかも ):11れないが

一 つには現在の建築 ｾｍ 係の諸国睦が、建築界 の ｉｅ しい Ｑ 故業 的区分 ｬ こ基礎を置いて分類せら

れに諸国韓で・な ｌ 、からではあるまゐかとｽｾ，［、 ｯ J:!f J ち、我凶最古の建築家の園髄であり、最

も多数の合員を有する建築撃合が共官; 初の固韓紡成の企¥i ，品lか ら援態的な傾向を辿つ fこ10め

に強力な統一力引決ぐに至り、自史的叉は非自 : WII . J に之に満足せざる粁、叉は肇令の斯〈

の如き趨向から取残されに脅が) 務乎 lこ各々或る円的を以て困髄を作・り、各々孤立して私在

して居り、 然も j折〈随時に結成せられに医| 鰭は、建築外を正しく分類して国髄を作ると云

五、概念 lこ:1，主礎を世か十、只j漫然と其生る〉が( 般に f子せ f二信に、統ーが囚刻l となっ? このでは

あるまゐか。新しIE しい自然な分類によって各種の闇慌が川ボで，F ，iHこならば、北れぞ総括

しに中心となる国髄の生す' る車、又は jと等諸国植の lJx7I"1); 、自然に中心的性質を帯びるに

至るも容 易ではなかっ Tこかと考へる のである。

建築 と云」、生き? こ賓際方 l白{ の部| つが一つの園謹として結成せられるには、今日の建築は

飴りに複雑であり 進歩して居る。自然幾つかの園躍に分離するであらう。そして; ; J : t分自! T. は
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何庭に基礎を? 世いて分自igす べ き か と 云 ふ し 建 築 の fj -j-，!t1j から完成に至るまでの之れに批は

るもの〉職務の区別によって数障の図韓が1:1' ，ぅk るのが自然であると 盟、ふのである。 即 ち位

築の設計ーと 工事のl; 走行の倣賀を分推する建築 上、アー キテク トのl事l臨し施工. 方而そ分略

する 請負業粁の国間との二つの主Tこる園謹となるのが自然であると考へるのでゐる。誌に

建築士と云ふ言葉を使つ? こが、 日本建築土子? と 云」、主主築士の立l床ではない。ア 戸キテク ト

の和語であるロ勿論 此外にｾ 築 に闘する術進、機械 、 Ｇｩ ｈ 瓶 、 化墜 、 ｪ ｬｑＧｾ二 、 断基 Ｚ 等々の賀際

建築設計施工のJ; l;礎 t なる感術方l師の園韓や、砧築に| 制する電気、機 械、iiii 搬系統、材料

干J'i X1方 IHi 等々の各種の園臨が建築の進歩 主複雑化に従って生れて来る 4:Ji: は有り作べき ::-nで

あって、又建築界のtt めに も悦ぶべき 事に珪ひな いのであるが、建築界の主流岡臆が主主築

-l:  ￨ 施工脅と のＭつであると云」 、 事は動かせな いとｽｾ， ｾ 、 のである。 以上 の虫ｦｉ ｾ＠ ＩＮｾｉ 避 の詐 ｬ こ

建築の諸国艦カ q-I¥来? こならば、各専門的の事頃のJfx扱ひは此 等諸国間に任せて、えy ; 築界全

般の事を粧術的、同家的に i限界を姉 〈して研究し、辿築に携はるものが隊|家;111: 併の- -il と

して共 責務を果すべき有力なる綜合的の固髄が察幼に ＯＱＧ， 米得るのでは ＱＡＡｾ からうか。勿論此

代表的国髄は此等の諸国鰹のl隣介閤瞳でも よりれば、叉此等諸国鰭に属する者ーによって結

成されに澗立し7こ国閣であっても差支はあるま L、。

練って我凶の建築界を見る l二、現t ! k は如何であるか。控築界の園韓としては何と云つで

も、8695人の合[ l を有し、うO年の係史を有する建築皐千? を先づ検討せねばならぬ。建築事

作の機関r1f誌である建築雑誌の衣紙の哀I師を見るし T he Journal of the Insti tut e  of ]apanese 

Architects と記しである。赴れを邦持する と 「日本辿築 |二合雑誌」 と云ふ事になる。 1りj治の

ＱＱｾ Ｑ 明建築接合が生れに時には 、 主主築 ｌ の千＿と し て企 Ｑ［［［ ［Ｑ せられ＿こ ものであると犯は間 ｌ 、て居

る。叉附米文 化 の ｬ 汲 ｊｉｘ 時代でめる訪 日寺の英 語が ｊ ｾＮ む 仰を ｬ ｩｦｊに物語って居る。然し今日の建

築製合はv. として建築士の合ではない。墜合が創立世; 初の立| 砧lの釘1く、建築士千? と して健全

な護速をしてゥk -rこならば、今日の n本建築士千? と 云ふものは生れなかっ fこ? ごらう 。そ して

岡家として最も必 要であると ｩ ｬｈＺ 併の名府が認めて Ｉ ｾｉ ｦ る 、 建築 ー ｼ法 案の議内通過が阻 ま れる

が如き醜態は生れなかっ? こに主主ひな い。

今日の昼晃子? は共名は喜喜子? でめるが、主主築の皐術- - 似りに主主築の嬰術と云ふものがめる

ｍ 限定 し てｾの囲髄＿こらむとして遂げ子 、 況んや制立首 ｬ ［ｊ｝ の企 ｬｩｬ ， Ｇ､ の虫ｦｉさえｊｴ築 ー Ｑ Ｚ の併でも

ない。更に有力な建築界全般の ｴ［ｾ 介園閣では勿論ｻｉＺり作な ｌ 、。貨に 、 担 ｦ 峨此Ｍｲ ｾＱＨｬ￯ 明石＿猷〈

「鵡」の如き| 羽臨と化し去っ? このであるが、斯〈の，I l f I き拡ー態{ f 帯」くるに五つ? こ粧路を少し

く辿って見ょう 。今 川の建築と云ふものには賄ど総てのや| 製が係り入れられて)1'1- るのであ

る。 即 ち的ど総ての干:1皐が主主築のj 忘礎どなる皐川であるとも云へょう。従って建築と云ふ

ものは 、此 勾［の事 ｐ ｕ の賃際 ＱＧ Ｑ Ｇ ，Ｉ の ｍ｜ 川 てめる詰め主主築の製体Ｇｩと云」 、 事 ｬ こ釘 し てはｾ ｾ 一部 分の

外は、些か1 i YJi然 k しない慮がある。 此製o' i が墜併が今 日の 11叫J ｾ Ｑ Ｂｊ ｪ 伏態となっ＿こ 根似で はあ

るまいか 口又 建 築製作が生 れに ＱＱｊ ｩ 時 、即ちｾ Ｂ 政米 の 文化 ｬ 放牧時代にめつては以 ｬ 家は 建 築 界に
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も亦 Ｉｗｾｉｾ 西洋建築を採り入る〉鎮め 、 有ｾの土をして之れを製ば し め に 。回洋建築術の幼

手 ｪ Ｈｾ な時代にあっては 、 此れ等の人々は設計宥であり 、 施工の指導者であり 、 且同時に事 附

に於げる後進の養成- : ( i ' であっ fこのである。爾来星掃を閲する事50年、世態の鑓化著し し

建築界も幾稜濯を米し、世界的な科製的進歩、我闘勢の限延t と共に 、建築界も非常な進歩

護法を来し、設計 、施工の賢際的方面に於て色 、皐術方面に於ても各々共の専門的『決勝の

綿に添ょ、て進歩し、複雑化して来て、今日に於ては科の共l倣務の1:日に明確なるw; : 別がH¥長k

少数有需の人が設計、施工、後進の養成を粂ねて居7こvcyrr - 建築の揺.11，正時代は遥かなる夢の

如き時代となってしまっ fこのである。然るに共首時の人々によって組織されTこ建築撃合は

此建築界の大慶謹に従って此等の分岐して行< ，岐路の何れに添ふて行つ fこかと云ふと、時

代によって多少の鑓化はあるとして色 、大韓に於て墜千? と云ふヂ; に捕はれて、感術の方 l自[

に重きを置 くに 王 り、 然も f古I倒立首初の企| 函lである建築士の千? と :Ld 、事に も多少の未練 を

有し 、 施工の指導を し て用イこ ＵＰ 年 前 の ＵＲ ゆ〉らも醒めきれな ｾＧ｜ Ｑ 殴 ｾ な Ａ ｉ ｊ｜態で漫然 と 進み米

つ ＿ このである。最も斯〈の虫 ｮｾ 経過を辿る事 に つ い ては ー 而 ・ のｬￆ ｬ ｊｉ もあると 思 はれる ｯ f1I J  

ち最近まで千? の指導脅或は建築界の引力手fe 云ふものは多 〈は撃校の教授であっ ?こ。感校

の卒業生は此等の有力者によって臓を求め 、又は自己の J肢を舵保 し. 持傘下に集る者は臓

を ｾ［ ｫ むるに易かつ ＿こ 桜な時代であっ＿こ ｯ ｾ析の如 き 時代に於て 、 共主 主宰 ｆ す る 墜ヂ 合＿ が製 術 第 Ｍ .  

己キド

然 し時代は鎚鐙. つて司朱"-1仁こ、建築界の皐術以外の純に添よ、て進む宜ー| 際家: b  ¥経済界の設民と

J 与に技術的にも 経 附的 にも非常・に椛Wl 1こる 地tTーを占む るに至 り、後並t養成の皐I(.f も共散を

ｊ せ し て来 ｦ こ。 今日で は畢生の就 ｉ｛ ，Ｚｾ 口 の ｉ ｬｉＺ ｊ 有を最も多 くＱＭＱ ｜ オ Ｔ る数民・カ ヘ ｩ 武も 人 気がある様な

時代となり 、卒業期前には喜怒校教授が卒業生のf f j ・jーに懸命になる様な i時代 となって来fこ。

私は皐者が自ら高 〈持ーする事なき此有様を1れ こ苦 々 し く12、ってf . i ' ; 1 このである。従つで昔 日

の如 く共傘下に集る徒輩の地位 も碓貨でな くなって米? こし、建築家は撃校の教授によらす・

とも自 riJに 1[，伎を求め、特搬する肢になっ て来?このである。従って建築界の l唯一の指導的闘

間としで自ら侍u' で' f ，i ' ; 1: 建築製併に も膝下から警鐘を鳴らす者・が11' ，る桜な時代になり米つ

?このである。

ｾｭＭ < 云へば とて、 勿論私は純梓な る意味 iこ於ける製術岡踏のイiミずlうを否定する のではな

い 。我凶建築界の詩にも 、 又 ｻￓｾ く 人 類枇令の篤めにも 、 建築のＩ ， ｾ礎智識の進歩の 上 ｉ こ も 、

斯〈の如事国誼の健全且強固なる存在を希望するものであり 、時外の芥ではあっても共進

展に釘してー皆の力を惜なものではな ぃ。現 住の肇界が共名の虫n< 、象二羽: の搭の 中に話'1' 韮!

なる基礎智識の研績に精進す るべ き合である事ぞ明確にし、l度・昧脱糊?こる 現在の風貌を舟

てる事が1:1'，来?こ ならば、ヂ11家の魚め建築界の矯め 、如何に陸到すべき事であ らう か。勿論

持合員は製術 研究を 1[，法務とす る者のみを以てするの要はな し、。J 61代 建 築界各方商の貫際上

の仕事 に批は る者に して法礎製研究に興味 を有す る者は大に之れを? 援助 す べ し 向 付 も 共
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資;絡を自 rll にして 、現在の如 く正員の資絡を定め 、技術的の能力が公に認定せらる〉が如

町長をi l l : 人iこg1it ふる事などは避〈べきであると汚へるのである。

建築昼喜子? の外に日本建築協令がある。 此令は}o'( <建築界れ方聞の技術者を集め 、Ijii :令的

ｦ ｒ 動を 主 ｦｬ ｒＺとする併である が 、 共ｾＷ｛員は主として ｬ 妨 ｊｖ ｾ 方面に限られ我岡建築界の全 指導力

となる如き強力なものとはヱミひ得ない。且前にも述べ? こ様に 、斯〈の如き組括的| 弱踏のイf

花の必要は言を侠? こないのであるが、建築界の根本をなすご主流闘謹の結成を臥L ぎ、共 支

援なき斯 〈の如き総括的闘腫は強力とはなり得なし、。 n. 現下. : t も必要とするのは全閥的の

ｩｪｬｬＺ 合的に深〈認識せられ＿こる強力なる建築家の闘謹であるＺｑ ￳Ｚ をｾへねばならぬのである。

共他に日本建築士合がある。共イ長在は建築界に於げるご主流園理のーとして最も :む義あ

るべき筈であるが、刊に遺憾ながら微々として振はない。共原閃は何であらうか。勿論建

築撃内の不魚、(，1閃なるイげ日も共原因の 一つであると考へるが。 現 {r:の 日本建築二lJ ?の態度に

も些か扇狭なものがある矯めではな いであらうか。

建築界の 二大主流医u豊のーと して、在、の述べて米Tこ建築士の圏謹 と云 ふ 意味は、今日

の建築 士 ｬＺ 合 の如きものとは些か赴を異にして居るのでゐって 、 ｉ ￌＯＡ［Ｍ負業に射してｬＡＡ［ 築の設 ｾ ｉ Ｇ

ｾｩｾｦｩ Ｇ ｻ 干の職務 ｬ こ従 Ｑ ｊｉ ーして出る建 築技術者 、 責務に経 験ある者・全韓の園韓を 指すものであり 、

従って諸官雌の建築技術者? こると 、諸合nU: の技師fこると 、乃至は前負業者の 一部門として

の設計蛇 ＧＱ 予の捨 Ｇｉｾ ｾ ［ -:xーとしての建築技術者寸こる とを問はす¥ 有も荊枇千? にありて設計監行を

Ｑｉ 法 務とする脅全盟主ｾむ味するものであり 、民 Ｑ Ｑ｜ Ｑ に あって設計監 Ｇ Ｑ 千 を業務と す るものも Ｚｊｌれ

に属すべき ＺＩＺ ｽｾは論を快＿こないのである 。訪 れ 設がイ ｪ ・ Ｉ ｊ なる設 ｊ 十 抗告 ｉ Ｂｊ を 保有し て 、 設 ， Ｑ ＢＱＢ 施工ー

を ｾ ｉ ，Ｚ位する特殊 のｾｔＭ Ｇ ｨ｜ｪ にある現 下 の我聞の ［ Ｑ た態にｾ Ｚｴし て 、 Ｍ ＧＱ｜ｩ ｜ ＮｌＨｉｩ ｜Ｑ 建 築士の設計を業務 と

するものは 、 共業務の性質の総本 ＨＺＱ Ｇ Ｉ に封筒ーすべき ＧｉＧｊＺ 質のあるの， ｾＡＧｉ ｻ･ 以 て 、 ｕｾ 一 義的 ｬ こ之れ

に釘抗せんとするものもあるが 、 ｾこれはＮｦｕＱ論とし てはＭｲＧ ￮ ｩＧｪ せられるが、永い Ｑ Ｑ｜ Ｑ に土庁はれに

風初は 一 樹 ｬ こして赴正し得べくもないのであって 、此 黙とｾ 築 ー Ｑ Ｚ が共同 し て制Ｚ合 的に建 築

の進歩と健全なる登記ーを埠〈鴬めに図謹的に |あ) J するとえ」、事とは別問題として lf j ( . 抜って

良いと忠ふのである。 即 ち現伐の虚では市1:令の現株主? 北礎としての建築士の園輯があって

然るべき ではないか。然る後に以1: ¥1の設計監，1千を来的とするもの も自己の品伎と技術の向

上を1¥1' ¥J ｜ 現 ｩｬＩｾ を 打似し て Ｎ建 築界を ｝ Ｑ ミ道に導〈事にう手ブ ｊ するべきであると巧へるのであ

る。請負業の設計令官 川役 営に釘すると同様に 、 行 �Ｎｾ｜ の建築技術ＭＨＧ￭Ｇ等に封しでもＡｗ ｲ￬ｬＧ ｪ 内 Ｑ ｛ ，践と

して自 己の[ 法務以外の設計監>1千をなし、] E 'J::j に凶杭のfl 婚をなして営業するよ込山の控粂設

計民主任の業務に従事するＺｘ Ｇｾｾｉ ｾ 辿すると云ふものも あるが 、 北れ ｬ 二割しでも自分は少しく

異つ ｔ こｾそ持ってｽ ， ｉ ｾ Ｇ る。 立 ｰ ち建築の設 ｪｩＧ Ｈ 立或製 ｬｩ に於て開 ＨＺｉＯ ｩ に似て昂る。持ＨＺ， ￸ が ｊ ｾ 近 組又は

共続しい友人に信頼されて州以の際に診療をする場介、共階(: IOが1/)(令開業して居な 〈ても

是れを拒￹Ｇ事は閑 ｾＡ￭ Ｏ である般に 、 建 築の設計に於ても 同 様であると ｽＯ，Ａ Ｎ ｬ 、 。故 によ止れは単に

質 し 景 色 、 之 れ に 批はる 人の人絡の問題であって、 自己の木公の職務に些かにでも影響
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ｾ及 ｬ ますが虫ｦｉ草場合は、共人自身に於て考慮すべきものであると思ふのである。況んやＱ｜

公吏である建築技術者ーにあっては行克服務規定があって、官公吏である建築家自身も自制

する事であらうし、度を? 超ゑ? こ仕事に従事して居る人は. 決して自ら快 くはないに泣いな

L  、。寧ろ憐むべき心境にあると思ふ。叉"'i i然として之を10すに悌らないものは天は自然に

共人を吉ij する事と思ふのである。何れにしても大局から見れば極めて微々にるものであっ

て歯牙にかくるに足らぬものではあるまゐか。. L I ! ; I i 'dの建築設計監督の業務を替なものが、

此等末梢的 な駄に草きを世主 、大局を忘れて建築界主流 l鍋嘘の護連を阻害する事があつに

ならば、建築界は永久に ￱ ￬｛Ｚ介組織の亜大 ｔ よる役口を果すＺｴｰ，Ｚ ￞［ｉＫｾ 米今、岡家としても、枇介

としても、之れを疎外するに至るであらう事は II J j かでめる。反之一旦強力なる此等建築技

術者の| 到来J冶凡、賞品土子? を基調とし? こる建築技術者・として、岡家『止命に童話しての奉仕に努

力するな らば、今日の如き踊1:令的認識の微弱さを弘; 正する 事 が出来るであらうと }11!，}. 、ので

ある。

建築士法案は幾度か帝岡議併に提出せられ? こが、今日向共通過賞施を見ない。是れは何

を意味するであらうか。今日間家としても 、問民主しでも、必要と認なるものは民11¥1の建

築設計監作を業務とするもの〉保護ではな〈て、生命を符托すべき建築の技術の進歩護達

複雑化に作ふて生す ･ る安全保殺を ＱｩＱＱｻｾ ‘すべき技術的資格の認定である。盤印 ｬｩ に盤的 ｩ 法あり

蹄護士に部i護士法あり、合計士にも併計士法がある o 濁り生命の安全を保すべき. 最も重大

なる建築の設計11主将を職務とする建築士に共資格を認定すべき法案のないのは同家主しで

も非常なる矛盾であるが、事責は未? ごl司法の賓胞を凡ないのである。自分の; J i 5 としては現

欣の依では永久に辺過の望がないのではないかと思ふ。問家としては同法の成楽の緊要な

るを充分に認識して居るに泣ひなし、。荒し同法案が今日まで全然議内に提出せられて居な

かっ?こな らば、 lj' ・〈既に建築技術者ーの資格認定と云よ、万: 味に於て成立して居? このではない

かとさへ考へられるのである。此立味から云つでも腕い立味の建築設計監作を職務とする

もの〉有力な闘謹が結成せられ、枇合の深い理解と認識に基き建築技術者が閥家に奉公を

すべきであると考へる。建築設計監督の職務に従事する汗の図謹の姉妹囲酷である施工者

側の園瞳は阪に結成せられ、極めて強力化されつ〉あれ且枇合的の認識も得て非常時に

於て岡家に奉公の貫主? 星告げて居る。建築士に於て此黙に於て快け今日に於ては普〈共必要

を認識されて居る建築士l : 法の成立さへ阻まれて居る現勢に劃しては賄嘆措〈能はぎるもの

があるのでゐる。

之れを要するに 、建築の諸国簡は今回の非常時局に劃して何等積極的に邦家に奉仕する

事が向来す¥刑:合的の認識は蒋しr . t 之突如として殻せらる〉諸統!Iilj 案に封しでも徒らに

持を大にして其不備を鳴らすに JI: ＱＩ、悉〈共不統 Ｍｾ弱 力とを暴露し＿このである。共原肉

は極々ゐらうが要するに正常なる分類の許に図韓が1-1-'，来て居す¥ 従って此等を綜合 し7こる

建築界全躍を統 ー して爪動をする機闘が/1' ，来なかっ? こ事に北悶するのであると }11!，}. 、のであ
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る。不宵私も建築製件、 円本建築協合、日 本建築士合仁川; を述ぬるも禍何等; 需す無〈 、共

今日ある責任の一端を ｬｾｬ ふべきものと 思 考するものであるが、建築界多数の Ｑ Ｚ が 此 Ａ際現［伏

を冷静に捻討 し、 官i来の行が〉りや感情を? 拾て、建築界全開を. i E しき軌道に来ぜて再組織

し、建築界の総ての智識と経験 とを以て、|刻家を して非常時に際し共進路を誤ら Y らしむ

る犠奉仕すべきであると考へるのである。私の; J 5を卒直に 云は しむれば、建築の施工方日li

を捨常する国臨は既に{ 住金なる組成の途上 lこめると巧へるから暫〈措 L 日本建築士合は

主 として 哲 米の行 懸 りを拍て 、 共 職務 ＿こると 業務 ｔ こるとを問はす｜建 築の設計Ａ，ｩ ｾ ［ ｬ 干の方 ｬ 首 ｛

に携はる全建築技術者の国間 として、建築士資格を 認定する 建築士法案の通過に努め、強

力なる建築界の ー主要因謹 とする事に努力すべきであると考へる。又建築墜合は今日とな

っては旗臓をf f . tl l
切にして、建築界に必要 とする純粋なる墜術研究者の園盟として俗座制此

し、共墜術の研究に専念するの外あるまし 、。共他に. 建築に|銅する通信、! 照明、機械、運

搬、積算、材料等々の諸国韓の存在 し、 或は生る〉事は更に悦ぶべき現象であって、斯 〈

して分貯が五常なる軌道に立直れば、之れを綜介し? こ強力なる建築界全踏の図盟も容易に

成立 し、 ￱￭ ｬＺ令的の 認識を深め 、防ｼ 家有事の際 に は技術を 以て 君ｾｉ，Ｈ ｉｉ こ 奉公の 道を 輩 す事カ ［ ＯＱＧ ，

来ると ｩｾｾ <伝ーす' るものである。
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中 支 方 面 の 防 空 施 設 覗 察 報 告

I  はしが き一 一行複

E  中x: 方 面の防空施設に 幸せする内地一般の

概 念

E  中支方面の防空施設の賀際

Ｑ は ｌｾＧ き

3 月22 日 ( 火〉晴

午後 10時 7 分大阪援霊堂。

5 月23日 (7! <)川

午後 3 時長崎着宿泊。

3  月24 日 ( 木〉 日青

中 津 誠 一 郎

情 水 柴

新 名 種 夫

凹 爆強に依る建築物破嘆の状態

y  ｾ発夷惚爆を ま の Ｇｬｻ験見皐

VI 結 び

午前 ＱＰ 時長崎丸 に で長崎山積。同 Ｈ ｾＡ￬船中にて泊。波庇し。

5 月初日 ( 金) 11青

午後 311寺上海日本郵船耳切1に者。 J勾歳nir に宿泊。

3 月26 日 ( 土〉会

午前 9 時宿 {e rJ l 習を。手: の各月rt ' 訪問叉[ 工面見察する。

i ! l 司令市、 ヒ海市政府 、ｼ 品 ｊｾｴＪ 氾公宵｝官ｦＮ Ｑ ｾ 授 、 0 0部隊( 講話〉 、失t松砲 撃. 軍幹務部、商 務印曜日官

以布l芯i: !?館. 愛国女数、油公司 、特志望持院。

附官官後 ｴ 海領事官官北村氏の ［ｾｩｩ￭ ｩ Ｈｩ ｢ 1) 0 同従 fi ，1'i; 歳官官に宿泊。

5  月27 日 ( 日〉日青

午前 9 時30分宿 {e III 聖堂。

三義里方面、銭路管塊局 、凶行1M庫、南市 、江南兵器局、 江南;i t船 所、 。 悶紡績 ( 講話〉 、火曜Hiit

江湾競馬場、 日n紡続。

V I 1 8  

I't. i歳 鈴に宿泊。

5 月28 日 ( 月) s青

午前 6 時30分肉歳官官 IHをま。 8 時ヒ海」凶白停車努表。午後 4 時杭州 者。

帽初 ｪ 飯 ｬ 古の軍兵坊主日に携併品を ｾｭ り ｴＺＧＨ 去 、 火華飯占 、 ｩ 祈江省政 ｉｈｩｬｬ 設限内 ｲｳ 軍舟 ｩ ー を＿訪問 。

丙湖仮志の軍兵姑昔日に宿泊。

3 月29 日 ( 火) 11青

午前 Ｙ 時宿を ｈ ｾ 官室。



ｙ 乎慈寺内坑州ｼ的空司令部 ｩ￬ｾ｜ 報分号号 、 ｾ ＱＱ＠ 111公園内の防議室質物大の模型辺、 同公圏内閲古官官、保似培ド

公共防空程表、 第六公園内公共l功宅波及同貨物大の模湾. 0 0飛行努 ( 0 0大尉及。。准刷の講話〉牧

をま軍機貼機所 、 ｲｬ Ｑ 閣閣民 ｾｾ￼ 桁江省 ＲＴｌ 部 、 軍司令官宿合 Ｈ司令官の 訓 示 Ｉ Ｐ つ 防空取品ｩ，，ＱｊＮＩｩ ｊｪ Ｍｯ

西湖仮定に宿泊。

5 月30日 ( 7k) 11古

午前 9 時 10分杭州 停車場一霊堂。午後 6 時30分上海北劫倖車場から民議官官に蹄着投宿。

同 7 時30分. J : : 'tJ: 自然科製研究所を訪問。新城博士の講話を聴く。

5 月31日 ( 木) a青

午前 7 時30分、 U! 利回白停車場授。途中称州 、 ?刑判 ( 武准〉銀江等を経て午後 3 時30分南京ド闘停

車場着。

宣撫理E綴 s替の主主事を官官 L元東方飯庖〉 に投宿。

4 月 l 日 ( 金〕公

午前 8 時50分m!e ｮｾＱ をま。

0 0本 j}s 、 首都飯J6. Ｐ Ｐ 祁 Ｑ 滋 Ｈ ＰＰ 少佐の講話〕 、 最高法院 、 闘立中央研先院 、 同ｾ象研究所附

近I坊空司令所、気象研究所、 大隊銀行、凶民政府財政官Y、 凶民政府 . 0 0 部 隊 ( 同部隊長講話〕

午後 7 時蓬来館に持者。

4 月 2 日 ( 士〉盛時々小雨

午前 B時20分より宿にて南京舟脅民 合令長須藤珂助氏の講演を? 跡、〈。

同 9 時宿合z . Hl 後。

捌民政府、 ｆ 除 ｉ 停車星 ｾ Ｍ 江 口栄始 、 ー Ｑ Ｚ 隙 ｊ 告を 電 磁Ｈ昔前古 Ｉ .  1色; 江門南 111俺 i依潔 ( 龍 池 庵 ) . rl 1111磁波、

除草寧官星第校 . 惇;設 111:11最高司令 1iRJi' li ihH葉、交i盈1m首都' i f t 話線、局。

夜、司令官の招宴に翠む。

4 月 5 日 ( t l ) 雨

午前 9 時宿z . H'，をま。

際軍軍官製校教 ｩ 射身、隊にて支那寧の使用してゐ ＱＺ 資燐 燐 Ｚ＿ｊｾｬ ｩｬ の 爆習を質検を 見 る。

国民革命軍陣亡将士記念塔、革命 記念3官、正気堂、 中山段、 明孝段、 中111門、光禁門、防空製校o 再

ij I(  Ｉ 、 ＰＰ 飛行ｾＨ講演 Ｉ . 金Fを兵て廠、 中華門、主rr街 μ 燈電所. 陳干長元邸宅内防議室。

4 J'l 4 日 ( 月) 11背

午前 6 時30分宿舎慈来館を H' .表。 7 時20分一ド隙I停車場設. タ主1) 卜.海着、 最初か らの宿肉歳官官に宿る

4 月 5 日 ( 火) 11青

ケ 11ir lt 土産物全求むる匁呉f松E寄金歩く o iELt 長崎丸に茶船、 12日間滞荘の支那大慨に 別れ を' 告げ る

一 一一以 上 が 日本 建築 協 介から 派 遣 せ られ ＿ こ我 々 の ｉ ｉｊ 文方 断同 然 ｊａｾ 行 の行程であつに 。

この行 税 lこ於 げ る我 々の 日科は これ を要約 す る と、

1. ｉ Ｍ ｉ ｊ 支に於 りる 各 地 の ｾｍ［ｾ 施 設の ｩｊｩ 見 後
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2. 爆部に依る建築物般廃

紙態の視察

3.現地に於げる、防空 に

闘する講演の聴講と質

験の見事

守; であっ ?こ。

但、今回硯き誌の主要円 的

は中支方[ 酎 lこ於ける支那側

の防空施設の ｗｩ ｾ 併にあっ＿こ

から 、以上の行程の 中. 上海

方面には防空施設の見る べ

きものは l つもなく 、且こ

の方面の予知Hに依 る建築物

{波撲の制作は、先に本協 F7

より仮遣せられに巴) 1二、八

木、松井の諸氏が既に報告

げfであるから 、ヌト; 陥に はこ

れを省略することとする口

行程にも見 られる 虫n<、

杭州と南京と が本間察放行

」主主」000 同

メ

第 1[ 罰 南 京 市 街 略 悶

の主要な 円的地で あっ 7こから、この報告書も亦、杭ナ|、! と南京と が中心で ある。

ヌ ド硯祭 ［政 行の需に一方ならぬ御配 ｬ 伝を賜つ＿こ本協合 ｊｉ 同作長、東部 ｾＩｪ 術司令部木原少佐

ｩｊ ｾ Ｑ Ｇ ｪ ｦ｜防衛司令部奥野大尉、立立に現地に於げる平岱局の方々に封し、誌に吏めて深甚 の謝［止

を表して本稿の ｩ￭ｩＺｾ 執ることとする。

E  中支方面の防空施設に封する内地一般の概念

Ｑ Ｚ ＱＧ 支方 ｩ 古ｻの支那ＨｦＡｬ ｊｾ ｊｩＲ谷崎設に就いては、戦況の進展と ｊ 七に、新聞ｾｾ誌等に断Ｉ Ｚ￯ ＧｉＧｾ に報道

せられ、それに幾多の想像力 Z加味せられて、何時しか彼地の防本 J泡設に判寸る脱げな概念

が我々の頭の中に j l三つげられてゐ? こ。

その 内森は、従って、支那への閥心の深J弘 前書力の科度王者: に依って科人名様であるが

似めて大掴みに人々の考へてゐる内等を要約すれば、

1.  ｟ｉＭＮ海には 飛行場 、高射砲除等、軍隊 の杭倒 的防ｾ施 設がめつにことは ＴＱ Ｑ Ｇ 出 ｬ こ ＩＮ Ｚ ＱＱ られて

ゐるが 、そ の 他 のあらゆる 消倒的防安施 設に就いては 、 Ｍ Ｍｦｬｬ 立に全く Ｑｈｾ 知識である。

2. 南京には組めて大規模の防安施設がれ所に設り られ、我"I ' t の燥幣の j主にA . に利用せら

れにと - ; 般に考へられてゐる。
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i明 舌

第 2 凶 杭 州 市 聞 各 闘

A  ｲ ，ｪｦ Ｇ ｩ 強寺境内。杭州防衛司令部諜報分ｾ Ｎ

B  保倣滋r : 公共防空濠

3. その他の地方に闘しては勿論

防安施設に| 制しては、杭ナ|、|も

全く内地の人々の附心の外に

ある。

これ等の概念は 、前にも述べ fこ

如〈、 人々の智識の源泉が賄んど

新聞や雑誌の記事 lこ恭〈ものであ

る徐に、 それ等の報道の精疏が、

直 に人々 の概念の精疏となって反

映するのである。

南京の防空施t設に就いては、新

聞紙にも度々体へられ、近〈は阪

急Ｚ酉 ｽ ｙｾ こ於ける大朝主 Ｑｗ の「聖戦

博」にしその代表的なものは校

型が，'-(1，品せられてゐ fこから、南京

には大きな防益施設が相首に設け

"  られてゐるといふこと力、少〈と

ED b?:1酬 級 の 人 々 に は 織 と な っ

てm1)， ｾｉｾ には賓 ｉｾ 以上の ｅ 大な

ｾＩｪ 室施設を想像してゐる向も少く

ない様であるが、県して何の目的

で如何なる ｾＩ ｪ 益施設が施工せられてゐ ｦ ごかといム詳利 ｩｉ な 内 苓に至つては 、 その 知 識は極め

て漠然ヴこるものに過 ぎない。

上海 に 防空施設のなかっ ＿ こことは事質であるが、南京の日 ｖ ｪ Ｕｾ 施設が過 ｫ に考へられてゐ

るのに反 し、 杭州その 他 南京以外の 地 方の ｾＩｪ ｚＧｾ 施設に就いては 、 それにますする寸立の ＱｾｊＺ ＱＱ

識は、何時しかそれ等の地方に防空的施設なしといよ、考へにまで袋、化 し、我々も亦それに

近い想像の ｾ ｉ ｾ に枕州へ行事、その防空施設の質際にー篤を喚しにものであっ＿こ。

ｾ ｉＧ 支の防空 Ｑ 砲設に Ｑ 討する 一 寸般のこうし ｦ こ誤謬ｻｴ＾ :il:: i ピし、 これに正 しい認識を興へるとい

ふことも 、 この腕祭放行の l つの門的であつに。

E  中支方面の防空施設の賓際

便宜上防，空施設を次の様に分類して説明石? 進めることとする。

1. 軍 防 空

a. 軍の杭倒的防空施設

b. 軍閥係の消極的防安施設

1  1  VI I  



第 3 悶 杭州、l。南 扉 山河 怒 寺 111門

第 6閥 抗 チ1'10 i乎慈寺境 内杭州 防衛 司 令部 B珠

幸ｾ分 署出入口 銭ｊＣ ｃ 外商を え す 〉

員 ｾＸ 悶 杭 州 。浮 慾 寺 境内杭介l防衛 司 令 部 諜

報 分 署 内 換是正用ダク ト

VI I  1  2  

第う 図 抗州、10 i乎怒寺境 内抗州防衛 司 令部 諜

報 分署入口

第 7 閥 抗州、10 i手怒寺境 内抗小1'1防 衛司令部 諜

報分箸 廊下 の滋ｩｊｩｾ ( 内i1ii {f示す〉

*9闘 杭州‘10 i乎;答寺境 内杭州 防衛 司令 部 諜

幸草分箸 内毒 :m; 斯 総 画



a  

⑦ 
H  H  

i・40. .:..j. IS_

t ta; a.-o. 

立

且

晶

4

t

E

4

 

第10悶 抗州、10 南 J}f lli ii 在i字悠寺境内抗州防衛司令 部n果報分箸/p. 商創

2. 't '1' T.!!:¥¥防本

3.  l¥: ｾｽｪ＠ どさ

4. 偶装、迷彩色遮flh

Ｑ の軍 ｾＩｪ 出の中、 ｡ は飛行場のￖￍｩＡ，設、

ｲｬ 主 ｪｾ ・ ｪ 他陣地の楠成、Ａ泣 叫ＱｉｊＡ￬制 の配備等軍

隊の ｩ 寸る攻ｾ的設備を意味し、我々の今

|口!の腕祭放行の直接のます象ではなかっ fこ

( 現地作成の原闘に依る )

"'i
li 

J再
=，、 車量 I!'> ｃ＼ｈイ止Ｏ丸ｾ

(1柄 引'; 1. U t -l， t . ユ

tf 毛' い 1. I  rc・→・

ふ ーJ L...l ' 情玄

第 II 閥 抗州ifj I 主主寺境内抗州‘ Il ijr.包司 令官1¥，;佐報

分署 ｾｾ ｂ 入口ｷｩ｜取付詳細

から 、 この報告書にはそ れを符附する。

I の b は防広司令部その他、五| 剣係施設の主艇に到する防護設備を指 し、これも必、軍隊

のぱ｝る所ではあるが 、 その設備の技術的方而は、我々のｼ幼児処する ｈ ￞Ｎ Ｈｴ ｩ， ｾＩｪ 出及 ｬｾｾｊｪ 市と全く

川掠であり、単に ｾＩｪ 京司令部等をも官脱のＡっ ｫ 角 ｦ 何事する場合には、これ も亦 、行 脚 ｜ ｾＩ ｪ 出

の Ｑ っと考へられないこともないから、この方 ｬ 白ｻに持 ｌ 、ては Ｒ の宵雌 ｾＩｪ 犯と ｽｉｾ に防付税裂

を行つに。

5 のh wnさは、ilil . c として うが建築技術者主し て、我々 のl' 止も多〈闘心をイイする所のもの

であるから、この方面のl! i 鬼家は我々 の政行の目的の: ! t k - ) ( なるものであつに。

4 は上 の 3 つのあらゆる場合に沙って Jll ひられる防岱のー乎段であるが、便宜 1-. 全部こ

の項目の 中に纏め ておく。

以下この分類の順序に従ってi硯祭の結果を報告することとする 。

1、軍関係の消極的防空施設

A 、 杭 州

a. t手慈寺境内杭州防空司令部諜報分署

凶湖南方の ＱＱＱＺ ， Ｑ 寺浮慈手ＩＧの裏 山、 南 ｉｬｦ 山慌に ある陛迅式の ｾＩｪ 宰［濠で 、ｩｊ 11  Ｂｊ を人り ミ ｉｊＺ ｾ 抜り

ると その一方の入口に述する。 寺の方の入口の上部 lこは針金 を張つに鴎些が施されてゐる

1  3  VI I  



入口は 2 つあり 、今 l つのものは海慈寺境内以外に ある 。

￬ｦｲ￼Ｚ 省 保安 鹿目 ｊ ｦｽ 誌の防定司令部で 、 Ｑｾ 闘 ＲＵ 年 Ｖ 月 Ｈ昭和 ｊｊ ｱ 三Ｉの起工と栴せられるがぶ

ピ未完成である 。

内部設備の大要を禦げると、

電策設備一一照明通信の設備。

換気及防苛設備一一換気用ダク ト及協l歯k それ等の切換装置、扉ーには策特i設備を施すD

給水、 排水設備ー- 7 M昔、 ポンフ・及鉛管の設備o

以上の全ての設備に要する電力は、全部政棲竜廠より供給を受げる議定なりし如し。

B 、南京

b. 富貴山最高司令部

宮古山は軍官接校J付近の丘陵であるが、そこに 陛泊

を穿っ て、 その両側の要所に 多数の部屋を設け ?こもの

で、約 l 筒師闘牛の人民を牧察 し得る主栴せられる E

大な掩蔽壕である。

工事 Ｗ 分所の未完 成の も の であるが 、 接的 ｩ の附ｾ、 ｔ こ

大きな桂などを建てて、域工すれば堂々にる永久的の

施設となっ Tこものと想像せられる。

今岡の事費には相官に伎はれにものらし し 水筒、

益の蛾討 、 防 Ｗ 年マスク、書事Ａ＿ 、 制カプ ト、 手柄 ｾＧｩ ｩ ｬ 塁手が

一商 に散ｾしし てゐ＿こ 。

設備主 して は、電f夜、泊伝、給水、 tJl o7K、包:詰lt の防}! :

ι 占 ' 第 12闘 南京。' 良質山最高司令部総

装置等があっ? こo 蔽様入口

｢ Ｎ 把江 門 南 山掩ｾ 長 ｬ 来ｃ￬ ｴｉｔ 他府〉

Ｑｾｴ｛ 門を入つ仁丹 ｦｲ にある ｊ￭ Ｚ の 地下に 設げられ 、 各 所に入口 ｴ 銃 ｉ ｉｊｾ と を持つ に 緩和極まり

ない掩蔽壕である。

日本軍は下側方泊[から攻め入るとの想定の下に作られに、寧ろ地下嬰巡とA 5 へ?こ方が泊

Ｇ ｩ ｾ ，Ｎ であら う 。

j モの rl :'1J I北路に雨{ し?二部分には、各般の1d#j. 文や! 前背を婦げに塀を廻らし、堺よ りJ -.部

に現はれ仁科聞には 、 張芝の中に石Ｃｾを以て「忠 孝 Ｑ :愛イ'-; tｾ長寿 ＱＱ Ｔ ｩＮ ｊ と同民政府の新生前運

動の標語を表は して、 J俗前記f去のイf 在を カム フラーヂユしてゐる 。

設 備とし ては 、 電 ［ 殿 、 通信 、給水、排水 等のほかに ｩ ｬＮ｀画に 依 る ｾｊ ｪ ぷ 装世がある 。

ノトヨタくの事縫には!if iんど使則されなかっ? こと 言はれる。

ｃ Ｎ 気象研究所附近 ｾＩＯｳＺＭ［ 司令所

2 箇所あり、下情11防術司令部主栴せら れて居る鶏11. 1 . る寺の裏側にあるものの方が設備高端

VI I  1 4  
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第 13翻 南京o 信江門南山 f(1t 似援略幽 ( 現地作成の原因に依る〉

m l 5調 南 京 。 抱江門市 111俺

蔽濠入口及銃H艮

第 14園 南京 o 1r J 江門南 111j{1t必濠

入口及銃E艮
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第 ＱＶ 園南京 ｯ 抱江門南山掩蔽濠 ｾｈ 入口の ｌ つ 第 17園 南 京o 抱江門南山持政語表出入口の l つ

完全である。この方は民間21年( 昭和 7 年) に着工し、同24年( 昭和 10年〉に完成しにも

ので、入口は J i : . の両側に各 l 箇所設けられ、何れも j 主の中腹に建てられfこ小さな刷の棋な

建物の扉を聞くと地下へ通す・る様になってゐる。

電策、通信、換気、防毒( 描画使用) 、給水、排水等の諸設備が完全に備つてゐる。

丘の上部 lこは不完全な換気塔 と避難口が各! 箇所ある。

今 l つのものは、前者 lこ比べてプランが非常に簡単で、部屋としては事務告主電話交換

室 2 室主のほかは、 11住長 い廊下があるにけであるが、設備には換気装世、手押ポムプ附 ilst

曲、冷凍装置及竜策、通信、給水、排水等の諸設備がある。

d. 共 他

その他南京市外雨花台には地下要望星があ

り、金陵兵工廠からそれに過す・る地下道ら

しいものが工事中で、兵工廠内にてその地

下道の入口は見られにが、雨花台の地下要

主主は途 lこ見る機合を持? こなかっ ?こ。

軍予J星第校内閣育館のプ - }レ に土砂を充損

して、そ の下附 ｾｾＩ ｪ 設室に 利用し ｔ こも の 、

防空謬校内の既設の妹! 瓦造建築をz t . ili 所防

毒室に利川し?こものなどし消極的軍防空

施設 と考へて し、 L、であ らう。

2、官腰、防空施設

軍側係の防益施設が、以上の虫11 <ノk 久的

I I V 1 6  

第 18闘 南 京 。 抱 江 門 南 llit.flt 蔽濠外商に石畳

にで設はされれ新生活運動標語



南京。首都防衛司令部卒面

図( 現地作成 の原因 に依る〉
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南京。首都防術司令部ーカの入口

1 7  

南京。首都防衛司令部内部廊下

第 21悶

第23園

第 20闘

第22園 南 京 。 首 都 防 衛 司 令 部 の 内 部 餓扉



第24闘 南京。 首都防衛司令部 内部廊 1--

第26闘 南京。首都防衛 司令部避 難 口

第 25潤 南京 。首都防衛司令 部W. 入口防毒扉

第27闘 南京。首都防衛司令官1、換 糸 孔
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第 28箇 気象研究所附近防空司令) i J r掩 蔽域間各卒商闘

( 現地作成の画 面に依る 〉
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第 29週 南京。糸魚研究所附近[ 坊さE司令JiJ i

出入口

第 32闘 南京。軍官製校骨量育倣

、、ー，・w

， 

uno悶 南 .h.!.o 系容量研究所 附近防空司令所

nll 入口

第 33回 南京 。 年Ｚ官皐校ｾＮＺＡ育館内 Ｗ ・ ー ルに土

砂金詰めその1、階を防護室に利用 す

第34闘 南ぶ。|坊主主豊島校内の| 坊主長室
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第 35週 杭州、i。流行江省政 J! - f 建設際正門

、

湾

、，.‘

第 36閥抗州、l。社li 江省政府建設総内防空濠

第 37悶 杭'''1'1。刊[ r 江省政府主住吉生脳内防空i家
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第40;;11 南京。閣民政府内 地 ドl坊議室の入 口



第 41岡 南京。 園民政府地 ド防後室入口 ;第42到 南京。国民政府主I t 築物語i の i妨級官史的

に考へられTこ大規模のものなるに閥ら子、行臓の防空施設はそ れに比べて一般に非常に不

完全である 。

我隣|の都市の建築の!m<地下! 本 を有すれば、少し〈 それに手を 加1へる ことに依って、キ手

易に賀現し得る 科良ーのも のす らその (y1J をづL ることが少なかっ Tこ様に足Ls、。

A 、杭ナ|・|

殊に杭ナト|に於ては この例は一層少 な し 'r:・!!(.t(のわ町内に 設けら れに ものも 、1j ¥かにその勤

務者 の一時的避1引を11的とし、 T!i)j :に設けられに公共防不安の松 l主ーを_ '(レも 11¥てゐなL、。

a. 杭州十Yr i Ｑ Ｚ 行政 ｉＨＮｦ 建 設 ［Ａｦｾ ｴ 内 ｾＩｪ ｾ 出 家

B 、南京

｡ Ｎ 岡民政府 地下 防護ｾ

同民政府の最も奥の方に 餓筋コン ク リート浩の事務宇. の建 築 が あ れ その前前[の廻! 郎の

一部の扉を開〈と 、 そこにこ の地下京に下る入円が設けら れてゐる 。

入口 の部分の建物( 俄筋コン クリート 辿 〕の屋 卜J こは杭樹 の偶装を行ってゐる 。

｢Ｎ 最高法Ａ ｾ Ｇ￩州， ［ ｲ ＢＧ ｊ の 防空壕

地下を保護する震であらう 、地卜. に餓筋コ ンクリート 迭 の上家を設げ、そ の下に或程度

土を躍り .1-，げ、その1Lnから監視孔がl i J J i いてゐる 。

室内 には 3 段の板段が設けられ、府台に利川 される議定? ごつ? こらしく探せられる o

m入ロカ ; 1miNi しかないのはこのHI の設 j'l・として 一大f決型!} jであら う。

c、 交通部首都電話線局の地附防空桜

l 附床下を基礎まで掘り下げ、 l  附 J;jC_卜.に は土喪主?白比べてi;人浩の地下防謎安を作り 、

電話線営地下 lこ導いて、空襲 下にも 電話通信事務 を或程度まで地下で行ひ得る様に工夫 し

2 1  VI I  



第 43園 南 京 。 最 高 法 院 内防空濠の地_c古11分 第 44薗 南 京 。 最 高 法 院 内 防 空 濠 の地 k部分

第 45函 南京。最高法院内防空濠の地七部分 第 46悶 南京。最高法院 内 防ｾｾ 援 の 地 上部分

第 47図
第48函 南京。 最高法院内防空濠内部

VI 1 2 2  



てゐる。

簡単な防市設備 、 ｉ ［ｾ 樋を利Ｉ 11 し? こ換叙設備、千仰のフ イゴ式換気装置等がある。

屋j てlこは白黒まにらの迷彩を施す。

d、 金陵兵こr"J必

ィ、工場の弁僚の端に 、j先l面所とし てfii られ? こらしいノド地li 仔があり 、そのタト11，' 1: の主主の

令官分に餓阪を常て、更にその外側に3餓』琉:X}肝「汁}をを，伐 1.. けげ，て2: 迂造;のi挫l目世i主以以:ヨ功1iイ引作11

ある。

口、 煉瓦造及鍛筋コンク リ { ト造の永久的地下防護* - の.1".事 中のものがある 。

D、下側護竜廠

イ、 護電接世の保護設備

第49週 南 京 。 最 高 法 溌 内 防 空 濠 の 段 級 孔

第 51悶 南京。 交活昔日首都電話総局地階防空

濠 入口
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第 53;司 南 京。 交遁部首都電話線、局地階I坊ZF

濠 への雨樋を利用し 1: る換 気 設 備
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第 54園 南 京。 交遁昔[1首都震話線、局地階防空

濠 へ導かれれ電 話 線

第 55画 l南京。 兵工廠の窓、の防音建設備( 銭板

又はJ板をめて餓府{ t > 積み上ぐ〉

ｾＢｩ Ｕ ｓ 割 南点。 兵工廠内 の牟 地 階を利用しれ
第 57闘 南京。兵工廠内工事中の餓筋コ Y ク

め後室
リー ト造防 空 濠

5  'l'JiiI x  20m!すーの板を 58岡の様に組合せ? こ附肢を殻竜装置の周回に廻らし、窓の部

分も同様の ｪ 疫を内外から＿主てて 、 何れも ｾ ｉ Ｎ ｉ に砂 を詰め 、 夜電装置を保護しゃうと

試み にもので、説明によれば、 この方法は樹逸式fごそ うであるが、附近に孫も fこ

爆開の破片をillt りるには充分効果があるらし〈考へられる。

口、 工場 建物内のillii 難室

鍛筋コンク リー ト造、従業員の痛に設げ られに極めて小規模のものD

e、 新筒 口費 電所の設備

V I 1 2 4  

ィ、謎電装置の保護方法は下開設電廠 と同桜。

口、 従 業目の避ｾ Ａ￭ｉ 設備 ｩ 出羽 ｩ 川ー は屋 ｬ 入 Ａ と屋外とに設げられ 、 屋 内 のものは 建物監績の ー

官官を? 利月 j し- 71官は土嚢を杭んrｾＮもの 、 屋 外 のものは 建物 の裏 側 ｬ こ 設げ られ 、 板を ＿



ｾＱ［ ＵＸ 闘 南京。兵工廠内繊1iJi 及燥 ヨミ併 用の防

空濠入口( 未完成〉

物 i …J 協

第 ＶＱ ｾ 南京。 下関霊堂電廠窓 l妨官建設備

第 Ｖ Ｐ 函 南 京。 ｦｭ ｈｾ Ｇｩ白紙 窓の｛坊Ｚ活 設備Ｎ

第59翻 南京。下側室主電

廠の[ 妨謎技 術

第 62園 南京 。 下関 畿電織内の後包 装置 防 諮

施設 ( 防諮墜〉

2 5  VI I  



〈ユι

第 63画 商点 。 ド ｾｉｊ 霊堂電廠をま電装置紡絞殺 ｪ 前

上 京 ｩｊｾ 銑 ｾｪ 主主要停車場に設けられ＿こ

Ｔ 佐主主白日 ｊ ｪ ｾ 主宰Ｎ

ｾｬ ＧＺｴ紡コンク リー ト匙又は木造で何れも

大 同小異のフb ランと防75挫世とを持っ

てゐる。 Ｒ Ｎ Ｓ の 例 ぞ Ｎ ｾぐ 司 れば 、

南京下Mf，J停車場桃内防 護 空 ( 木造 )

古け1' 1 ( 武巡) 停車場織 内防 護 常 ( 木造)

組んで、その 中に 土をヲセ l貨し? こもの

を壁謹 とし、 屋根も) .'，(さ 5 糎 位の

ｈｸｾｬｴ の ー ト ーに ｼ ーをも Ｑ Ｑ む古賀Ｚｪ ｩ ーになって

ゐる。

鑓 電所 の 建物 には世間i 円 カ; 2  i;1;jJ.i) i  

ｾｸ けられてゐ ｔ こ。

第M闘 南京 。 ｉ 、際 ｩ 霊堂電磁をま包装置防放言 党 ｾｉ ｩ￬

蘇一 州 停 車場柿 内 防護 ｾＨ 餓筋コンク リー ト辿Ｉ

3、民 防 空

r ，Ui  

日 J "I 叶 傘 '. ・，

q・し可開，雌畠島田r ーー

盆 入 0• 
1) '1:1:J. " " l J. 

在 宅 菅

P S鼠 | 川

防 努 窃 初 、主 ＢｾＢ，ｾ，， v vー - 1

l付 却t <5! I  

Eヨ 帯;; ｾヨ ま ｉｕ吐

ｾ＠ 防雪F町

1/ . 'ヲ -

止措

t  

よ.

ふ

第 65毘 南京。新街口機 ｾ 所均禦焔設 (  ｉ 郎各省調察週Ｈ 乍 Ｍ Ｑ［Ｎの ｾ ｪ 百に 依 る〉

VI J  2 6  



第 66[割 南京。新街口 豊富司l:!iJi

漣革It 仁

dヒロ

v
w
b
ι
 

f

l

i

-

-

ω

1

1

1

1

L

 

A、 杭州

杭ナ|・|に於ては、 一舟立民衆への防主知識の普及立体は

相常以*j か ら行はれて，，11- 1こらしい我々が抗州の保安

底を訪れ ＿ こ ｼ 際 、 その 建物 の ｱｬ から防 ｲ ｾ Ｇｩ［方法 の 各項 Ｑ Ｑ }J IJ 

に表紙を色分りにしに、防本会11識普及 川のパンフレツ

トが無駄に護見せられに( 多分後で述べる南京のもの

と|司ーのものであらう)

市内の円抜の場所には、防本思想普及の目的を以て

燥抑の枝型が各所に作られてゐるら しく 、我々の僅か

Ａ日 の ｬ 視察の中にも、 ｕｾ 六公閑と ＰＰ 飛行場の入 口と

の 2ilii 所にこれが見トP，せられfこ。

叉、公共防空壕の質物大の脱型が、西湖沼j告の中 山

ロ 目

指

主

義

i

ロ
ロ

ー
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造木

f
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濠
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ら

防
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に
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車
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。
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左
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(
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京
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第

第

公閑に ｬ 問所、 ｾ ｮ 六公閑に Ｒ 問 所見ｾｐ，され

?こが、これはその柿出及川法を ー111僚然? こ

らしめその設置を普及J附ゆする伐の、討は

ば民衆数育T l Jのものであ らう。

a  、公共 ｾｽ ｪ ＵｅＺｦＺ宗

抗州に於て 、 ｦ［Ｍ Ｎｪ， くの ｾ ｈ 唆 に首って立さにイノド

られ1: 公共肋;5f 接・は大韓781日l、791前lの如き

もので、南京のものよりプランは制緩雑で

はあるが、柿浩その他南京のもの と大同小異

である。

政紡コンク リ ート浩公 ｽ ｉ ， Ｚ ｾｽｪ笠原は、杭州に 第 69，箇 南京 。 下 ｾｉｬ 停車場構内 ｷｊｪ 空主張

2. 7  VII 



第 70週 南京。下闘停車務構内防空E震を 一般の

腕界からi ! f f i る竹垣(紙，色のペ y キ塗〉

第7三到杭判。10 減外0 0飛行場入口トーチカ

と防空思惣普及の銭の爆強模型( 背

訟は民家風のト ーチカ〉

第 75潤 杭'1十l。中 山公園内 民衆教育用公共l坊

空草 炭貨 物大模弐ｾ ( 外部屋恨の構造 li

i1iif!>示す〉

V I 1 2 8  

第 71悶 杭小i'I 。西初j 々回干の防空思想宣( 専用燥

51¥1模型

第 74薗 杭州、10 中1]1公園内民衆教育用公共防

空濠l ! r 物大模割

J.， 1主

ト ｬＮ ｏ ＫＭｾ ι ← ＲＰＱ ← Ｒ Ｐ Ｑ Ｑ よ

ベ時1 ，. -1-

第 76濁 杭 州 o rl' ＱＱＱ 公 翻内教育周防空濠ｾ物
大模塑Ｈｾｾ筋コ ｹ ク リート 訟のもの

の模型〕外墜に外部分の材料大さ等

の記入あり

l 例 屋 機 泌 土80公分、乾 沙60公分、

政石25公分、四木25公分.

鍋筋7k訂635公分、剣 彼 l 公

分〈註公分 = c m)



第78閥 抗 州 。 第六公園内民

衆数育用公共防空淡

貨物大模型内部

於ては 、我々の硯祭の範囲では殻見せられなかっ? こ。

馬民は杭ナ1'1に於ける急: 造公共防空壕の 2. 3 の例であ

る。

b. 賓 石山保淑塔下公共防空壕

南京にも見蛍らなかっ七、非常に大規棋な防空壕で

ある。

費石山に 制〈丘の rl-I!J ii の治ii止を 〈り抜いに洞捕の防

空壕で、壕への入口山 JVLの露山しに部分には草色の彩

迷が施しである。

地|品iで見ると、この附近には非常に洞痛が多い様で

あるから 、既イf のi同月市営防空壕に利川しにも のであら

うといよ、設もある。

設備と しては、換気装世のほか見るべきものはな い

2. 000 人位の牧容力はあるであらうが、今回の事抵では極めて少数の人々が利用しTこに

過ぎないといふ。

c、 既イ了ー地 下室の利用

杭ナi ' ¥では、 今次の事鑓に首っ て、

市中の建築物に地下室: のあるも のを

調在し 、 そのイ長在を ｾ ｉ 明示して空襲の

際防護室に利fl J することを考へ? ごら

しく、民家の戸口に 971笛|の様に 室 主

書いに紙J: ーが貼り附げられ、その建

物の中に地下宅のあることを表はし

にものがあっ Tこ( 砂は防火HHi 少の備

附あるを示す o ほかに井 の字を貼り

出しに家ーがあっ fこが、これはその家

に井戸 のあ ることを泣l¥，. j えするも ので

あらう)

b、南京

南京に於ては、民同24年 ( 昭和 10

年) に初めて防益展胞子? を山n 、 そ

の際 ｾＩ ｪ さ さ 宣 体 要項といふものを決定

して、防益方法の項目 別に、 主lとん色

の縫っ? こパン フレツトにじIl刷 し、行

‘' 

... ... ... -4ト

ゆ

4.. ｾ““ ｕＢＢ 叫 ｺＮＮ _ ， 

lZ f" ' " O; ' f ; ; ; ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' '  ，，， .，， ，，， ，， ，，，， ，，Uf Uhj ノ以I//// A

貫 ｜ ＷＹ 制 抗 州 。 第 六 公 ｾｩ 内公 共 Ａ坊 空 濠卒 商

ム印 は換系孔 の位置

第80箇 杭州、l。第六公圏内公共防空濠断面

2 9  VI I  



第81随1 杭 州、l。防空濠のペンチレ ー

ター繍型

1町 内 円

;Jt 邸宅内のもの( 木治〉第六公園の L の( 木

巡) HJi 江省政JH産量殺総内のもの ( 織斜)

第 83悶' 杭州 。第六公閣内公共 l坊空事長入口

第86図 抗 州 。 采邸 宅 内 公共 防 空 濠

VI I  3 0  

第82園 i! 杭州、10 第 六公圏内公共防空濠

第 85罰 杭 チ'i'I 。市内 の空地 の未完成公共 防 空 濠

第 87回 j 杭州。 来 邸 宅 内公共 防 空 濠



第89箇 中/山l。来邸宅内公共1坊主主濠( 背面土
第91 Ji.;; 1 杭州 。来邸宅内公共防空白

を採取し? 二めとの大穴〉 深 :H入口

3色 1且 >t凋 ・ム，.fi: *，，1' ト }

;，r.; 90幽 :l'A列。l。来邸宅内公共 防空i禁( 構慌を
*，92凶 fJ'i } I'I"  ; J 長邸宅内公共l坊主没千百脳

ff; す未完成部分〉

政機納又は凶Ｎｌ ｾＩ｜ｾｾ｜ｪｬｾ 辿じて寸文に ｾｬｦｩ 布し ｦ このが、政 ｪ山ＨＮ“Ｚリ ｪ カが ｺ 雨

初 fピご主 言 はれる o

ヲたいで民凶25年 ( 昭 和 11年) Ｕ 月から Ｒ 箇月 Ｑ Ｑ ｜ＱＧ 庁公ｾに防空教育を施し 、 特に ｾｽￍＧｉ ｾｦ に闘

しては、 一方 に於て防rJ 方 法の宜伸数育を行ふと 1，，) 時 lこ、 他方南京に於ける臨f:ll iの居所 姓

名等を 印刷し て一先立に配布し、各家庭ーには日i )j ーなJ:I -J柴 lRI のセットを準備することを奨附j しTこ

日本の防昼前習の新聞記事等は車/ 11):: 漏さす' 鶴諜せられて 、 防空のすそ料に似 せられてゐ ?こ

とし、ふ。

今回の事 主主に ￭ｾ［ ｾ ・ つては 、ｊｬＧ ｆ 1I l{;:f 1  I  12年の 8 丹 、 相 官 町iU: 勾: は勿論、 一官立のみ〈庭にも 必す'

防護室 ｬ 但 ｩ 所 を備へよと命令ｾｉｩ ｜ すと同時に 、 交通の要所々々には政府の乎で多数の公共

肋室壕が設りられに。

a、 公 Ｉ ｾｾＩｪ 室後

杭ナ1'1のもの と同抜に、主と して木造に土を泊り あげて立さ作り の ものでめ るが、析に餓筋

3 1  VI I  
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第94園杭州。貧石山保倣塔下公共防空濠

( 現地作成の図面に 依る〉

第 93閥抗州、l。采邸宅内防空濠断面

第96闘 杭州。貸石山保倣塔下公共防空濠" ，

央出入口

y l )  3 2  

第95飼 杭州。寝石山保淑塔下公共防空滋肉

って左側l入口

... 

第97園 杭州。 資石山保仮塔下公共防空濠右

領IJ 入口上部アンペラの錫袋



コンク リ{ ト : i E のものもある c 但 、餓筋コンク リート浩の ものは大部分工事の途中で未完

成である。

「公共νj益後第七十六批」と いよ、のがあっ fこから 、充分に制二lt すれば恐 ら < J  00 白川ー以

上 のものが南京市中に 設けられてゐるものと推定せられる。

我々の調1 f に於て、木造の公共防主主壕で地 下 ! 米 以 i二抑込んにも のカ; J つ も見詰 らなか

っ? このは、南京の( 杭州に於ても同様) 地下常7K簡が比較的出』い況 に、 それ以上主n込なと

7Kが滑って避難に差支へるからであらう。

南京攻 ＱＱ 俗に従つに将校 のＺｊｩに 依れは、南京 の 危 険をｾ ｦｪＱーく から後 ｊｴｩｊ して、 ｲ ｬ Ｍ ｴ 流以 ｬ 二の大多

数はダff ど市外へ逃げ去っ fこから 、公共防室長tを利II J しにも のは、下層階級の極めて少数に

過ぎなかっ? こといふ。

b、 民| 間合祉の防空 壕

大陸銀行 に その一例を見ることが出来? こ。主として従業 日のill :l J4( j ) ; 円的であらう。

ｬ つ は餓筋コンク リート 治で未 Ｑ ｾ Ｇ 工事中のものであるが 、 ｊ 二部はアンペラで ｩ 活設せられ

てゐ? こ口

今 ｬ つは木造に土を雌つにもので 、 公共 ｾｽｪＷＮ ｾＴ 者の州ｩＱｴ ￨ 経りはない ｯ

c 、 111i 1人11:宅の防出境

{ 官伽例|肺附百川l人の{位七宅 l

7元乙とい iふ、富富. 豪 q句司邸宅のもので、 一先立家庭IIJ として設けられにものは、我 々の叫討さの範圏内

では見首らなかっ fこ。

4、備襲、越影

A、杭ナ1'1

備装は 、 浮慈寺境内の防虫司令部入白 の ｊ 二を針金で協装 しにも のと 、 保似ｊＩ，干下公共 ｾＩｪ 主

第99函 杭チ1'1 0 民家の，I. B入口に貼 C，れに防空

資材の三白i1照合示 す 文字

ｽｾ・の ｬ つの入 口 ー ｉ Ｍｊｾ ｩ｜ にアンペラを 川 ひ ｔ こもの

とのほか、枕ナ1' 1に於ては 'i fiんと 比 るべきもの

はなかっ Tこが、迷彩のブJ はI"lf I 次徹底的に 行 は

れて居 Tこ。

応民や紛薬害に {i{ る我々の7象備) ，'11識では、

杭州と 背へは、 有名な阿1M]の 風光をSf み、

紛糾与 の 反りのめる ｬｩｾ 般を蚊い＿こ 内 丹ＨＺの 主 誌を想

像してゐ? こも ので tちるが、今は何れの主11物 も

全て ＱＱ｛ ＱＧＯＺＩＨ 色に ｾ Ｑｬ ｾ＠ i l ' i - され、制作の錫仰と桃花

とのみ徒にイドの防に輝いてゐるに過ぎなかっ

1: 。

師に -!Ji j の_I --.tfii :斗i-もさの lI' !j に塗つ に上を 、史に
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第 100剖 杭州、l。第99]11民家庭内の地 ド室入口

第 ＱＰ Ｓ 週南京。餓筋 コ ｾ ｾリート ｩｬｩ 公共防空

濠 の 例 ( 永完成〕

第 101凶 公共防空滋鴎i i I 百悶

第 102岡 南 京。 中111 ｾ告の空 地 に工事

中の鍛筋 コy クリー卜 造{ 釣

ｾｩ 濠略国

VI 134  
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今回上塗 りし?こら し し 全 <l ii武氏的 にみ〈色迷彩 の1] 1であっ fこ。枕ナ1'1が! :'二製に到してi 5T成真

剣に徐備 を整へてゐ?こl つの液燥であると) 5へ る。

その 他 に我々 の 円 に つ いに もの に、前 にも述べ仁 、 ｩ 公似 ｊ 芥 川 ｖ ｪ Ｇ ＧＧＩｾ 誌 の 孫 ＯｉＧ ， ｾ ＧＺ Ｇ ｲ Ｚ ， ｈ こ施され

に草色迷彩 があ る。

B、 南京

報 告 に依れ ば 、 南京には今 ｾ Ｈ の 事 もきの 琵生と共に 、 強 Ｚ ｉ ［ ｉ ｊ 的に迷彩を行 は し め にそ う であ

るが、 主要な建物 に備法及迷彩の 2，3 の例が見 られに のみで 、枕ナ1' 1の徹 底振 りに は遣に劣

って ゐ?こ*1¥こ思ふ。

偶装とし ては 、 中山 陵 、 金 ｬ 法兵 工 ＧｈｩＧｾ 、 交通部 ￬ Ｏ ｲ ｻ｜ ｉ ｉ 電 話線局 ｊ ｾ 他 ｗ ｱ Ｎ Ｑ の ｲｬｾｪ J，ii の屋 J-_など に

丸竹を編 んで建築物 を被覆し て 協 袋 方 法 ( この協法は的んど効- *がなかっTこと討さ れてゐ

る〉が施，されてあっ?こ ほか、 ll h?に縫っ ?こ方法 も殻見せら れなかっ ?こ。

迷彩では下 ｬ 持 Ａ 停車場 上 家の 屋 根 、 Ｑ Ｎ Ｑ Ｎ Ｑ 山 陵石 ｪ ｩ ｩ 等の 三 色 迷彩 、 交泊 ｝ｾ ｩｬ ￬ Ｏ ｦ お ｾ ｉ 竜 話総局屋 上 の

黒白まにらの迷彩 . 筑 象研究所下建物屋根の柿色 くよ也商の赤土色に似せに もの〉 、京 象研究

。

。

第 ＱＰ ｓ ｾ 南京。大限銀行J i.f公共防空主張

第 ＱＰＴ 園南京。餓筋 コンクリ ー ト ｾ 公 共 ｩ 坊 空

濠の例( 未完成〉

平市副

第 106函 南京。 大陵銀行内コンク リート 治防空 ｽｬ ｾ＠ 107幽 南京o 火除銀行内俄筋 コンク リート

己反( 未完成 、 アンペラの; g由民を右す ) m防 空 汲 ( 永完成〉
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第 109園 南 京o 大陸銀行内土l l I 防空壕入口

第 110国 元隙慌元広宅内防護室略闘

A、 杭 ナ |‘|

所主主物の23色、i"r(，11飯 1，;; の火色、中山陵参

道 の 拙遊間と ｬ リ ｪ Ｚ＾Ｎ 告陵参 ｬｬｩ 削ｦＡＡｉ｝石 像との ｉ ，ｾ じ

〈淡緑色の迷彩塁手力 ;f告げられやう 。

ＨＢｊ れも イ ｾ ￭ 耐えであり 、 大しにま Ｑ Ｑ 県を護れ ｉＨ

し件にりとは巧へら れないものが多し、。

5. 遮 蔽

股火ｩＧ ｩ Ｇ ［ｪ ｩｬ ｝ 川 ｾｦｩ￺ｩ 佐世に就いては 、杭什ｼ の

ifJ ii f: 行政 I(正ill;; 立] 似内の主li 物 乃扉に 、J災以川

のガラ リカ;x竹';j日jJ ll 遮 fli¥i 装位として，f : fjllJ せ

られる棋になっ? こものがあっ? こ。

南京では、 下附設竜廠の窓に遮fil!( 装世と

してアン ペラを使川してゐ ?こ。

その他 は窓にしても、街頭にしても諜

イIJ を川ひ仁和三度ー以 1-. のものを殻児し得な

かっ? こ。それも多分持って逃げにのであ

らうか、五n物 に取附けられて残ってゐ? こ

ものは側めて少なかっ仁枝に ｽｊＡ， ｾ 、。

lY 爆弾に依る建築物破

墳の状態

杭ナ1'1に於ては、 0 0飛行場の絡納H[ 爆撃のあ とを見fこ。

特 納 I，j[ 2 棟 が (μ] れも Ir40: 'I'I :の限。1111営受けて 、Ij1A長はヲ|をひ' 、志のスチ ール ・サッシユは外

部に膨み 川 し 、 Ｑｩ ￭Ｇ￬了・は全 ＱＢ［ＱＱＩＱ 日立して ｾｪｬ｜Ｉ ｉ ｾ も

時してゐな ｌ 、 。 恐 ら 〈絡納し てあっ ｦ こ Ｚ ｊＱｾｾ j  

機も燥風のＱ，［ｩ ［ に全部吹き ｪ ｬ ｾ ばされにことで

あらう。

111、 コンクリ ー 1・の情調と H二1(lj に( Hf i ど

(μj の被存も認められなかっに。

ｊｉｾＱ＠ t場には多数の: Uf o . .J'il が/({. fーし て、 jんどiぐ，γノJ'

力が;喉f七ニれてゐ? 仁こそうでめる力が; 、叫に修復せ

られ て跡、もなかっ? こ。

B、 南 京

，Iii;;-i 後相官; に昨日カ: 東iiJ!&し、探検のゐと

VI I  3 6  

第 111出i 杭 什10 j 'fr 必寺崎内杭州 防衛司令部，泌

幸担分老人口上官li の針金を周ひ7こ{ 隠袋



第 113幽 I菊五 ( 0 ｬ｜ Ｇ ｉｉｉ ｾ ＱｩＺ主主宅

第 114困 l南五 ( 0 ，1' 1111伎の俗袋

第 115:，尚南点。. 11地内側 お1161日，1 1哲点。 '1' 111伐 の俗袋

第 117闘| 南京。中山陵石垣 の三 色 迷 彩 第 118岡 南京。兵工廠 の俗袋
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第 122;;ill 南 京。新街 口市f廷の商庖の屋上錫袋の l 例

杭 'J'i'l c. iI}r 江省 政 J(，f 建設惚内 ii 物扉の

j岳山Hf 考服、 に加へ t: る換泉周ガラリ



も ｭ 要な部分は既に修復せられて 、 ｉｬＡｴ ｈｾ かに

ＱＷＳ 時 の ｊｉｊｾＡ｀Ｎ {f 想像するに過ぎないも のが多カ ・

つfこが、副主そのilJJ 月llLを刈? 己すると 、

a、 Id，ll(: 政 1(. 1'

本ii!i の脚下足以その他 ! ￭ ［ｩ Ｚｪｊ 列に命 ｲ ｬ ヘ ｦＭｴ ｗｾ

{f lTi Wし? こにけでほかに被害少かりし 111、令

部修f 11l.i-r';。

b、 下院/;l f1電脳

えJl物 lま'Tl. 組織紡コンクリ ート述、煉瓦の カ

ーテン ・ウオ ーJ レ。

第 125溜 南京。凶民政JH内庭電燈の il 主蔽

ff'! '昭和 12年 9 月25 日に; 爆仰の話配電燃と 電

話常と を破滅せら れ、護電装世の運帥を' 1-
1
11 ｾ＠

しにといふが、その部分は琵電装置も建物も全て修J ' l ¥¥せ られ A且伐の時i似表されfこ付れこ焼

ってゐ＿このは 、 琵 電 本外 の尾 根及窓 の刊 ｬ と イ ＨｾｴＺ Ｚ ｱ 工場 Ｈｬ ｴ ｗｾ ヵＺ全壊寸〉とでめっ ＱＺ 。

c 、t li: IJ_U火1( 1'財1改ff刊

骨組は銚防コンクリ ート 土 Ｖ 、 煉瓦のカ ー テン ・ ウオール 、 Ｓ ｾｪｈ ｴ ｯ 111謹 教 j交じ依れば2i: 引

所に煤 ｾＧｦ￯ｬ 命中 の ＱＱＱ 、 大 ￭￭ｩ えす 口

d、 交油部抗告1¥電話線局| ; 付近

爆柿が多数附近に孫下し? こことが報背せ られてゐるが、附近は直廷によく整 l顕せられてゐ

て、その痕跡i が琵見/ 1'，*':な かっ 1: 。

e  、 0 0飛 行 場

ィ、 ｩ 格納 ｗＵ 棟 の ｉｾｉ 2 棟 lこ爆弾力 Z命中してゐる 。その 中餓i l J j コy クリ{ ト迭の方は、

孫下し? こ部分の屋叙スラブのみに火力 :n:J ｾ、 て 、 その 他 の屋 根部分は知事でゐる ｯ

{II 、窓は全令官{ 政壊されてゐる 。

餓仕の方は、屋糾被 ｪ 車部地盤に ｪｾ ｪ れ 、 窓も全 Ｍ ，｜ ， Ｚ ｉ ｜ ￭ 波壊してゐる。

口、 工場建物Ｈ訂正 ｩ 置付 ｩ 瓦造 、 尾桜 Ｑｬｾ 伝Ｇ浩Ｉは全氏。

ハ、 iVl謹鍛坊コンク リー ト造、 小屋組 木 造の工場は 、 1  ｾ｜￯ｬ に依 って 小 用 組 Ｑ ｩｪ 長 ＱＱ ｜Ｑ 分 Ｑｾ

付金利 ｜ｗｾ 壊 。

=、 飛 行 場:股J也には多数のlip痕ありし 山なるも 、' 日・時肢に全部修復li可であっ fこD

L  下側 ｦ［［ｾＺ }-I-[ 場

十ｽ車場建物 の Ｍ Ｑ Ｇ ｬ 刊に爆弾命 中Ｈ ｩｌｾ壊す 。

V  支那軍の; 愛用してゐた黄燐壊夷揮爆禁の寅駿見畢

0 0部隊長の灯ー:色; に依って見撃し得仁、支那軍使mの黄燐焼夷弾の爆護賓' 倹は、我んの

今 回の親 祭政行の 中爆弾に釘する 認識を深め? こ賠で非常に有主主であっ Tこ様 に思 i 、。

3 9  VII  



第 126鍋 杭仰10 0 0飛行もあ格納

原 爆撃のめと

第 130函 南京 。下関君主官Z廠屋根 の爆 弾 痕

VJ I  4 0  

第 I27闘 南点。 1'-開設定 政壁惚

爆撃のめ と

第 129湖 南 京 o T 開設定 廠屋根

爆警のめと

第 131随1南京。下跡I霊安定 綴 の爆当H' 受り t: 屋

根 の 下



ｾＱ［＠ 132闘i # 京。 1ご闘をま電脳内修

総工場の雌墜に依る破

訟のめと

Ｔ 月 Ｓ 日 陸軍 ｬ ｪｊ ＺＧｲＺＧＡｾＮＱ 校教導線除練兵拐の 中央に、支

那賀燐焼夷弾を航へ、口火 rt 川ひて それに黙火爆強せ

しめに口

宜ー Ａ般に 使用し ｦ こ文秀 Ｑｉ 員ｾｽｾ［ｴ ｪｧ ［［ｊ ｾｾｖｾ の大さ［ｪ ，くのｊｪ｟ｦｩ でーあ る

全: t H: Jil 

全 長

最 大1' j- [1ι 伺

16Jti; 

ＶＷＵｾ モ

140N:  

粉末ピクリン肢の火薬草 Ｍ ｾ Ｚ 7TtT; 

(  1' 1.'に黄燐入の管約 100 本 を離す)

ｦｩｬ ｬ ｔ メ ｌ を ｊ 也 ｛白 ｉ に ｦ ｬＧｾＱ こへでの賀ｾｾ［ｾＡであるから 、質際投下

の場イ? とは "fJ 制打兵力 Zゐることは悲lt象せら れるが、爆

殻の品11f 県民燐の張火 し?こ故大の 距却を i!II J5とすると 143

1;;，;1の如〈である。

この結果から推定するに、少くとも也何 ＵＰ 氷 の ｡ｲ Ｈｪ聞には、賞燐は散高 ｌｾ 火するであらう

而も爆琵後 2，3分は II 限 がDq濯を包み、 それが漸〈白散し? こ頃には 100 筒の黄燐ば各所

に散乱獲火し? こあとでゐるから 、 1  :設の黄燐t;[ 必Ij¥ilrt 消火するにも 、多数の人一致と組織的

な訓練とを必要とする ことが想像せられる。

主主燐燃焼の湘 ｊ 立は出氏 約 Ｑ ， ＰＰＰ 度と ｦ￭ ｾ せられ 、燃 焼総統 時 ｉｬ ｜ｬ はＱＧ ＱＧ 心 部 に於て ＳＰ 分以上、

散 乱部に於ても 15分以上であっ 7こから、木造の骨組に紙やイli 地を 配し?こ我闘の建築は、黄

燐焼夷聞に取って、全〈絶好 の獲物 fごと 言 は F るを得な い。

今日では、 予定燐焼夷)1jt などは、既に1'1式の1¥11頒に属する と言は れるか ら、況や更に進歩

し? こ焼夷仰に於ておやである。

v [ 結 び

以 上でm見814の大111持を終るのであるが、こ の被告を経るに営って我々は次の様に考へる 。

中文方面の防空地設に就いては、所前市防l係 の防空施設はか常に努力が抑はれてゐ? こo

恐ら〈前[の上海事鑓以来 i jf 備 が進められてゐ? こものではなから うか。

同 Ｑｾｾ 火山の主 ｊｈ｜｜Ｑｩｾ はその抗日政策を以てすれば、ＭＧ￯ ＧＮＱ 兇ノト日の事もきが護生するであらうこ

とをゲf象期 して、前端の準備を整へてゐ? こものと想像せられる。( 1441尚lよ り 1501吋ま で参

J!(¥) 

これに封して、Ｑｦ雌 防 ＧｉＮＧＺｾ 、 Ｑｾ 川 ｾｽ ｪ Ｕｾ の施設が 、 大部分 今岡の 事縫が始つＺ てからのな遣で

あ り、従って餓筋コンク リート迭のものなど、我々の硯祭の純国では、同民政府の地下防

護室と南京最高法院の防護室とを除けば、ダffんと・未完成のj伏態であっ Tこの は、政府が直接

的な 寧防空 lこ忙し〈 て、こ の方面に釘する恒久的施設にまで千が廻らなかっにからでもあ

らうか。
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第 133園南京。財政部盈築物爆破のあと

VII 4 2  

第 135111 支那 賀 燐焼 夷型車

第 Ｑ ＳＶ 調支那賀燐 焼 夷 ￬ｬｩｬ 燥をまのｾ験

( 爆をま後約10分の状況〕

第 ＱＳＴ 闘ｼ防 毒 ｾ Ｎ［［ ｯ 支 那賀 燐焼 夷磁及 型 正副

第 137闘 支那 賀燐 焼夷甥爆音ま の'It験

( 爆をま の衣の場 開 〕

第 139;副 支那 賀 燐焼夷磁燥授賞馬食

( 燥草堂後約20分の状況〕



第 1401軍 支 那 賀 燐焼 夷磁 爆 授 賞 験 ( 燥をま約10分 l 第 14.1燈1 .文那 賀 燐焼 夷弼織をまの質検( 燃焼終

後 に 於 げ る 散筒L w燐 1f国の燃焼状況 〉 湾前 の状況〉

併しながら、防会思想、の普及1主体の儒 lこ、 政府の初Il つてゐ fこ努力の非常なものであつに

ことは、前婦の幾多の貰例がこれを物折ってゐる 。

杭州では、日 ［Ｉｪ Ｖｾ 地設の普及と主製にますするｊ｟Ｈ米の貰ー際的訓練に ｭ 貼を置き、南京では ｼ 羽

民政府の新生j円運動とが; ぴ若げて、根本的 lこ、同Wj l こまJ する凶| 民fj! j' iri lll の改革から/ 1¥殻 し、

そ れ ｬ こ依って ー 鳴立凶民の ｾＩｪ 宗思想の強化を計らうとしてゐ＿ここと、 一 及び そ れカ［ J n;:;' な異例

さを以て行はれてゐ fこことが、雨都市の多〈のよ立引物から推定せられる。

間者の行方に多少の相異はあるが、政府の; ; : 体方法の周到にして徹底してゐ? ここと、及

び今次の事境、に際して岡民自髄が多〈の犠牧の下に、ます宅裂の備へにうぜ力しにこと等が充

分に看取せられることは、我々にとって最も注円に値する黙であると思ふ。

款に爆撃に依る建築物被符のあとを見るに、前述のff 例は何れも建築物の被害を受げ? 二

部分のみを摘/ 1 ¥し? こものであって、 その他の

部分は大器安全で被害を受げてゐなし、。

耐火椛迭にますする燥 ｾＧｦＧ ｩＡの威力が、我々 の期

作より起をかに腕小であることは、本誌 3 月日記

の上出調子F一報告の 11-
1
にも 書かれであるし、我

々も亦充分 そ れに ｾｪＡ さである 。

抑も支那の建物は公共建築か ら民家に王る

まで、壁謹は少〈とも坤瓦迂iであるから、燥

持、焼夷弾［ｊｾにその効果を火災にまで張反せ

じめることカ: 非常に同期であって、現地で宜ー

際爆撃に従事しに将校もこの駄を?強調してゐ

る白

第 Ｑ ＴＲ 図文那武燐焼夷ｾの破片 Ｈ Ｔ 分の ｬ 片〉

4 3- VI I  



昏

レ

品

岬

枕

意

ハ

掴

年

'

e

h
a
z

世

六

A

-

f

1

ι

4

4

A

 

昔

日

比

セ

志

宜

圭

-

a

u

z

会

主

宍

屯

級

五

員

バ

巧

h

'

?

払

菅

的

7

J

4

入

[

 
E

T

E

 

第 144闘 南京。防空豊島校建物のゲ ープルに猫か

れ? こ各凶軍用飛行機の教育用見取図

6 0
H  

E

円

m

支那軍使用 Ｇ ［ｬｬ 燐焼夷弧の燥首 ｩ Ｇ￭ＧＨ ｾ世

→?刊

第 143闘

第 146悶 南京。防空夢校内防空寛徳標語

第 147図 柄京 o I 、一開 成j兵附近の建築物の塀と

見せカ 1t1 f :常設の トーチカ

第 145湖 南京。防空穆杉t注物のゲ ープル に捕か

れに各図軍用飛行機の数育用見 取品
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第 148園南京。下側証書双の産物援に汲め設げ

られ1: 銃 H艮

貫工 Ｑｾ ， Ｙ 週 Ｑ 有点。 ｆ 闘停車坊のト ー チ力

激戦を交へす' して陥落し? こ杭ナ1' ¥は別として、質際、上海、 南京共に 、被害の惨恰fこるも

のは、爆撃に依るものよりも迭に火災に依るものであつに。

煉瓦迭を主とする支那の建築物にして然り、況んや 9 't IJ 以上の木造建築を有する我い|の

都市は、防火の貼から背へば全〈累卯の危き lこあるといよ、ほかはない。

あの防u↓Ck民の時に起つに火災も 、 その広{閃は約70岱iNj' の火元からであると吉はれる。

同様な事賓が、 ｾ ［ｾｴｊｍに依って、我凶の今 ｈ の Ｑ ｭ ｾ＠ *ii!Xi li ¥i に起り得ないと誰が保設し得

ゃう。

空襲に釘して都i!i を安全ならしめるには、建築物の全てを耐火仏法fこらしめるにあると

いふことは、我々の常に ＱＱ 日へ米つ＿ゴリ＿であるが、今 回の副 ＲＴ の市 ｊ［ 月ｾＨこ於ても 、吏 めてこれ

を『呈 ｾ ｊｬ ｊ しなげれば ｊ ならない。

粧 ｩｲｾｦ 川題はこの ＩＺＱＱＧ ，屯Ａの賓現を別 ｬｩｬ ーする ｾ￬［ Ｇｾｬｩ Ａ ｽＭ で あるが 、こ の Ａｻ ［ＺｮｩＧ 十を起えてｻ￭ Ｑｉ￯Ａ ｩ を 改造 し 、

やがて主襲に封して良に安全な者jli!i を造り もトー

げる !Jj{ 動 j J( ;i 、ー に行以の熱fJ と毘剣さに懸

ってゐる。

防空にＡｾ討する限り、支那を凡て我々は大に

反省する所ーがあらねばな らぬ。

，第 150函 南京。下闘停車場のト ーチカ

4 5  V Il 



武 装 都 市 建 設 方 法 に 就 て

古 塚 正 治

Ｍ Ｍ ＮｩＧｬ Ｔ 年前都市の ｾｍ 主要進化論を提 ＱＱＱＱ して、お ￟ 司 ｩ は杭極的に犬れ自身 ｰｽ ｪ 室 施設を完備し、

一抄l有事の際敵機の遁入を無からしめ之れを徹底的に繋減して 一機 fこりとも共上空に委を

現はきしめない丈げの 設 備 が欲 しいと 云』 、私の持 論を 提Ａｊ日しに 課であ って、 ｾｍ 主演習は遊

し都市 ｾＩｪ 益準備としては 、第 二義 的乃 至 ｕ ｾ 三義 的な工作であり、それは長人日本民族の克

も不得手な方隔であると論じ＿このが Ｇ ｉ ｾＧ 時の私見でＭあつに口

ＱＱＧＱＧ今 我が ｪ 毎陸空軍の ｱｾ 南支攻略戦 に於ける快報を 参 ＡＡｈ するとき、花見の如〈都市の杭極

的防空婆塞化施設が如何に焦眉の，ｾ Ｚ務 であるかを痛切に諒承せられにこ ｵ ごろう主信じて

ゐる。

本論は先き ｬ こ提 ＱＱ 日し＿こる都 ￯ｬｩｾＩｪ 主要塞 化論に附随するものであって、如何にして我閥都

i li を可及的速かに防空武装化せようとするかの J¥強的: f 1，築を抗: 1J t: するものである。

燃え易レ建物が揃比集成して構成してゐる我凶都市が一度主製から受ける惨禍の献を?想

像 して見るとき 、それが如何に過大なものであるかは査し想像以上のもの であるに遠ひな

い0 ・… 悠う云つ fこ言葉は世上砂なからさ' るに不拘共損害佐如何にして最少限度の被害に

ＮＱ Ｑ Ｍ Ｍ め得るかと 云ふ鮎に就て 賀川化し 得ると云ふ似る名案と 思はるる ｊ ｾ 開 案の一 向に提示せ

られないのが不思議でならない。

‘ 似りに或る設をなすものは不燃質柿iit 即ち、餓筋コンクリ戸トに 一 日も早〈都市建築物

を改浩せよと云よ、運動である。誠に ｾｕ｟ 恕としてはキ併件これに過ぎる案はな し、 。げ れ共 若し

此の理想渠を大阪市に迫要するとせば何 うなるか。

f限定的に大阪市を 二旦 ( 4. 32011¥1) 千方 と見て此のTIニ政 18，662，400Tli となり、此の内道

路、向 ＱＱ Ｑ 、公園 ＡｻｉＨ 場空 地及師 ［武不燃賀 村 ｩ 浩物等の ￯ｾ ｲ￯ｗ を共 Ｔ Ｇ［ ｉＭ ［ ｉｊ と慨算して控除せば Ｑ ＱＮ 197. 

400J;<f となり了り易〈 三}5へれば約一千荷主|ニの建呼がある詩である o ｾ￞ｪ ｩ 二 ￯ ＧＳＧ闘 と見れば此

の建築技二十億闘 となり 二附建てを千均と見れば四十億/ う王11: 十億回!と 云ょ、驚〈可き 支餅

を要することとなり 、i lTJ_1!; 二百商人一人常り 二千五百四と云」、英大なる負婚 となるもので

ある。恨りに之れを賀現するとせば閤ブJ をE告げて改造するとしても 一大阪市のみで早〈て

数年を要する詩であって、これを全閣主要都市に押し} 6 ' ゅようとは所設五人 等・の人生では

川'..{、可 〈もない罫想論 と云はなけ ればならない。

まに或 るー設では都市の消防施設の: 1e賀を 叫ぴ、 一両には市民の協力一致防護に詰る可

しと 云 ｩ 、 Ｔ 呈度である。此 の論は 勿論［止が Ｇｽ ｉ ｾ でなさなげればならない協力 Ｉ 致工作であって

"11 1 4 6  



事貨に直l白1せば恐らく日本氏肢は老若! J J J c のi瓦日 IJ Ｑｾ＠ < 進んで やる Tごろうこ主は想像するに

雌〈はなし、。けれ ＩＱｾＱＱ Ｚｘりに 一 時に百ケ所の火元が勃設し仁左考へて見る色き現ず ｲＺ の大阪市・

の有する消化施設が能〈共機tm{f 珪ド1 I して完竪Tこりと誰れが確信を以て答え得るや否や。

消火機能の充賓と同時に建物夫れ自身が延焼の範同を可及的に市m少する工作をなし、消

火質! 焔に使ならしむる t来最少限度の技 flJ を以て故 i止とまでは行〈まいが火:占胞設を，苫: がな

げればならないのでは無し 、かと想ふ口 斯の提案こそ‘今出ち ｬ こ質現に診して効果的な ｾｽｪ 火 工

作としな りればな らなし、。正に此の提案こそ技術的併決に作つ可きもので世人建築専門技

術家のrf:姉E上からムつでも J 1: 韓来を提示 して凶民諸賢の不安をー帰し防空都i!i の完壁を不

す義傍がめ らうと伝子る 。 それはjill 疑遼巡5・昆義研究の時機ではない、正に賓施の時機に入

ってゐる、 :或は% へ校によっては日暮れて泊i去しの感がある。

よlって凶!湾千九百十四、五年頃の英国建築雑誌には防Q建築施設として陸屋棋上へ砂襲

五?並べるとか、スプリングを装備しに餓梁なり木梁なりを架げ渡して砂嚢を並べ、そのJ 二

に芝を貼りつけにらと云つ fこ綾な極々なfi lj 案が記載せられてゐにのを記憶してゐる。これ

宅の案も相訪有効適切な上に極めて簡単な要を得Tこものと考へられ るが特異性を持つ我岡

都市の線、ての建物に肱用する己主は難かしい。木造の建物はこの過大な荷重に耐え得ぺ 〈

は ＱＡＡｾ ぃ、所詮は木造建物は空爆から完全に保護し得るものでは無い主云ふ こ主に蹄 着 する

げれＩｾ工夫によっては可及的に共被害を或る程度低下し得られない筈がな い 。私の手近な

れIJ 案は木造桁集家屋は五十代均二) '; 玉三 百坪HI こ墜に仕切ろうと云ふのである。つ まり防火壁

を? 設置する築である。この防火肢も餓筋コンクリート浩とするにはーケ所に二階建てに有

効な程度にやろうとするにはｾ少限度卜 ＰＰＰ 回の究ｊＭｩｊがいる。前設せる大阪市の例ｻｦＡＺっ

て 見 る し 恨 り に ぼ 坪jぷこ ー ケ防? と見て十寓ケ所を要し、此: l HtJ約 1t意固と云ふことにな

り、 l ケ所恨りに 2. 2噸の餓筋を必要左せば22寓噸の鍛筋量となり、全閣六大都市に及lませ

ば円高噸の鋭鋼と五億聞に ｾ ＱＱｾ 品 ・する支餅とを必要と し、 ￭ｦ ， Ｑ 六大都市内外 に必 要な る幾 多の

都i !i も生す' ると見れば此の築もまに、軽々に論争る課には行かな〈なる。然もこれは l{lに

ｾｽｪ 火餓筋世にけの賀 川 の概算であるが 、これ が矯めに生十る ＱＨ ｦＺ ｊ 帯改造工事費を 加 算す ると

せは｜故少制度三十 ｦ ｦＡＺ闘の支術となり ｾｩｩ に防火ｩ｜ｴと云ょ、 ｦ ごけでも二年や三年の ｬ ｩｉｬに完備し

得る と云」、認のものではな し、。悲で今少 し簡易に やる方法を見出さなけれは直ちに賓施に

移すと云ふ課には行かなくなる。

誌にも私案の一つがある 。即ちセメントタイル貼り下地へ「セメント、モルタル」プラ

スタ ー仕上げとする防火壁装備の方法である。 似りにセメント、タイルを特陸に厚一寸〈

nlil 'i i なる鍛鋼を if ! l 入して製造する) に製造し、仕上モルタル厚五分。プラスター! 手五分合

計二寸以上に粧の耐 l師から貼り あげれば何うなるか。私の貨験上 か ら 云 ふ と セ メ ン 九 モ

ルタル ｊＧ 五二寸の肢は普通火災の温度上昇ー皮を概氏七、八ｉＧＮￎ度程度主見て、内部 ｾＴＱ 時 Ｇｉｾ 逃＿こる

水位を燃焼するに到る上昇・温度迄の所要時Illl が約二時l I ¥l と見てゐる D 此壁が軸桂の附 l自iに
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あるから隣家への火災移動は二時Hiυぅ至四時間か〉ると児て好いのであるから 、 これ丈け

の時間に ｩ 射ががあれば消火の手段も方法も ｾ ｉｉ ｊ［せＧられると云ふものである 。 此 の方法によれ

ば附んど銑鋼の使f I J を必要主しないのみなら今、主要。材料 !J; 砂とセメントと云五、課である

から今日からでも賓胞に移して差支へはない、然もーケNi に二三 1'1・悶 fi/.も あれば質施 /1¥米

得る自信がある。大阪i li Ｑ ，よれば全 ￯ｬ￮ に二、 三 千高ｉＱｩ ｬｬｬｬ 皮の ｫＦｾ ＱＨ で或は巡り級によっては 一

ヶ年以内 iこ完成し得る見込みがある。 これが今のところ手近い防火施設ではない fごろ う? 。

規模の大なるビルデングなれば共陸屋根J --_I こ砂護の王子均以ーさニパ以上敷き詰め得るもの

も少〈は ＱＹｾ ぃ。もっと有効な ｾｽｪ 備を施すにはパラ ペ ット 、 Ｑ ＺＱＱＱＱ へスティ ー ｊ レ ・ パイプＨ僅 Ｓ

吋位のもの) を並列して共の上i函へ砂藍を敷き詰めれば、恐 らく今の飛行機から耕す燥1
1
ji

の程度( ー噸もの大きなものは1! ! l i いと見て) なれば陸屋』誌をプチ抜き得る迄でには到らな

いにろうと確信してゐる。これはパラペッ ト上耐と陸屋根上回との11¥1に多 〈はー米突以上

の差があるから恨りにパラペッ ト 上商に架［ｦ ｬｾ せる床版をプ‘チ抜い＿ことしても 、 陸屋根 ｬ 師へ

来る昼隙に於て其のスピ ー ドは組めて減殺せられて共のがよ力が著しく低下することとなる

からである。或は考へ方によれば芭径三寸以上の孟宗竹を二三段に並列するこ主も可成り

tこ有効なる防鴨居 E なし得るにろう。斯{ して三! 奇以上. の館筋コンクリ { ト 建築物は共屋

上面被援の、程度に肱じて i li 民の避難所に流川するを得ば大阪市の如きは現イUするピノレヂン

グの商肢は、一時的には裕に全i li ，Uとを牧容し得る |師的があると者へで充分Tごろうと云ひ得

ょう 。
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一一一i Gi vi l Engi neer i ngJ の併の始 まりカ古都市防空迄一一

I;!:.回、

邑 田秀 君事

土木、建築方l自{の技術- 般を指 して Civi l Engineering 左前ふ。 この ;f fi加を訊〈に、 Civi l  

は Civi lization とか Civics e 同様に文化 をな味してゐるそうである。そうであるならば土

木、建築技術Tごりが何i山こ「千不11的な市民的な技術」とみなりればならなし、かの山来をに

づねに くなる。

化星第、物出、数撃を Civil Engineering の前の持i床から云へば包合されてもよ いと 考へる

と、近来院< . J IJ ひられてゐる Publi c Work の如 い その事業の性質を指 して、il -j . L' 亡公共謀

務 に附するものとみても- } . IQ( うなづげられる。乍然慣川として Civi l Engineeri ng には化皐

物班、 衛生工墜を包合する jd'i 義仁川ひられることはその多< {yl) をみないし、 Publ i c Works 

はー肱この建築、土木を? 指ず場合もあるが、術生工事その他 公共図髄の行五、業務ー般を指

して之 を問ふるのが慣川である。

今この Civi l Engi neer の郁の話泌を にづねて、 rCivi l Engineeri r，gJ を中心に 各時代の「土

木、建築」の御方に就いて考へてみ? こ いと思よ、。

令って Engi neeri ng 一般を Ci vi l とか、 Mi l 山 ry とか前討をHJJII して医日1) する必要の起つ

に時代、何故に土木方市[のみを限定して Civil の郁にあてなければならなかっ 7こか。一面

「技術」の歴史を考へるとき 、 それと不可分である枇合生産様式と併考する必要もある こ

とであるが、 Civi l  Engi neering なる蹄の張生ぞ うなが しに底のものは 、論理的なものと し

てよりも 、むしろ一つの言語表現の街勘とみてもよ いと }!2. 1、。

大古、 他の動物ffi l:千? と較べて優勢を保つ様になりつつある人11¥1祉 作では 、 最も大きい

努力とその全智を働かしにものは 、 矢張り人 ｉｉ｜ｉｾ 脅す動物への午Ｚ闘であり 、 陥ってこの ｾＺｩ ［ｩ ｾｬ

のにめの武器の調達と ｾＩｪ 備法であり 、之 にＱＧ Ｑ な、武器製造技術と ｾＩｪ 備技術は最も大き い 智 力

のまうI象であっ Tこと忠、はれる。後、人川枇令内部での線、ゆる争闘が之に代る続な時代になっ

てからも 、依然としてきF闘とその武器、防備法は最もその岱時の人11¥1のもつ桔1能の働きを

要求してゐ? こことは雌で、話11
1訴にみ ゑるトロイの戦ひにしても如何に午

1

よ、種族は彼らの許

す叫りの頭の ＨＱ ｾ ｽｪ き一一作戦と ｪｬ 止も高き戦ｾＺ技術をＱｴ￭ ｩ けてゐにと体へられてゐる。 トロイ の

堅城は l ililll のなせる者11城 」 とされてゐ?二位、 その工作法は一般人のJ l I¥併し::Yiil 'き技術であっ

＿こ 。 この様 ｬ こ過去向十 Ｑｊ ｬｊＺ｣ＧＮ ｉｉ｜Ｑ 人 ＱＱ｜Ｑ の最高技術は ｉｾｾ ひによって去 現されて、ｼ 凋ひ と技術は不

可分なsM係である御念を興へてき? こ o ｾ［ｑ ｴ ｃ ｮ 練 の最初の ｊｉｊ 注は鍬として 、 火柴の殻 ｉｾｪ は敵地

{ 政壊用として殻注してきに事貨もこの一例とみることカ; /-[-'，司4る。ギ リシヤの化祭者アルキ
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メデスはシラクサカ Zローマの線、f : lt マノレセラスの? こめに攻撃されて投石機を護IVJ し、 或ひは

レンズを刑ひてロ ーマ服除を焼却する装置を考案しに t のilIII It ，f ; 的な伯値の停紀は、如何に

時代のもつ最高技術と作戦とを結1 - 1 ようとする志闘の強さを表現しにもの主みられる。(

落城の後マルセ ラスは敵軍の技術作戦家アルキメデスの技術を惜んで、彼の生命の保安を

計・つに。ロケッ トをI随時 l二月! ひょうとする今日の3夢想、も昔と鑓りはな い〉か 〈して、技術I

u披ひとの歴史は、技術が一歩進めは、、作戦をー鐙せしめ、叉作戦は技術をより高度のも

のに懲想してきに乙とにつき てゐる D

今日では平時の投手! Lj とされてゐる都市計霊できへ、Hans Schotzberger は f Bautechi ni sche

Luft schaft J の緒論に於いて都市計霊史と都市の軍事施設としての城廓史とは制すことの出

来なかっ ?こ 多 〈の賃設を述べてゐる。

それが、軍事的色彩の濃き封建時代から十八世紀に至って、生産を目的とする枇ヂ? に拶

り鑓るにつれ愈々此等の技術は、平正11的な事業に向げられることが多〈なってきにのであ

る。かくして fEngi neerJ が「軍事技術官」の本来の意味合ひから扱大されて、ー骨文の技

術者を含む様になっ? こ如〈、 Engi neering もあながも1 p - 事的なもの t::. 'けを指さな〈て、本米

の立味を徹底 さすに は Mili tary Engineering と制限をつげなければならな〈なってきに。

1529年イスパ ニア技師サーヴエドラは、パナマ海峡に運河を開盤して太平洋と大西洋を

絡ぎ、商業交通に資せようとしにことはこの首時の平和的土木事業勃興を表象する大きい

くわピてであっ? こが、 ぞの首時の技術はこの完成を鷲らす迄には至ってゐなかっ Tこ。後、

レモップスもスヰズ運河完成の飴力をか りで試みにが所期の功を牧め得ないで、途 lこ20-W:

紀に持越され、アメ リカは太平作と大西洋とを結ぶ結ばないが隊| 運を左右するかの級な時

世に 至って始めてパナマiBc J(f との交渉成って完成するを得? このであっ? こ。この頃よ り愈々

工墜は平和の工作者ーとして目佐賀に登場し、エツフエルは 1858年ボルド ーに於いて 1882年カ

ングルに於いて鋼餓橋を架橋し、 1989年の高岡博のエツフエルヰ建設に迄至り、 Civil En_ 

gmeer の名を高揚し、工墜技術は全て文化の建設と不可分なる閥係にじて了つに。詰II[，i か

ら云へば、Engi neering lこCivi l を添加される 機運に至つにのは十七世紀頃かららしく 、オ

ックスフォ ー ドのムレ ーの節典には20種類の多き意味のうちに 、1612年の Sir Anthony の

" Performed  Gr eat Service in a  Ci uill ( Ci vil の語ー原) Course" の川法とか Brace の “ Civil as well 

as Milit ary" はその古い- - f yUである。 18 位紀に 至って攻防に釘して軍事的計霊と梢築を意

味するこ k から医分して用ひ始められにのは上述の. 通りである口“ The Soci et y  of Civil Engi  

neers 'f の名斡のもとで協子? の設立され? このは げ何年 4 月15日のことである。か 〈して工率

技術は平和工作ーのみ専心するかの棋な時代に至り 、土地問護、建設は破壊を意味する戦守l'

lこ封蹴しTこものであるがの棋な J惑を抱かされる棋になっ? こ。乍然このヱj'- ;f ll的事業の代帰者

として土木建築をあでやうと しにこと は単なる 19世紀の恨象に過ぎなかっ? こことが今日掛

らかに されようとしてゐる。列強の軍備は単に 軍事跡! 係に止 まらな. い。最も平不11的事業と
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されてゐ? こ上木、建 築1: Nt ，t も惚，むし、者1¥Tli の市司iイ! ニ' l ; j ，ーに防定化のi武太の f l棋を土木、建 築

にオJ いてゐる ことは Hans Schot zberger 前 f局者その他 にみる如〈である。 19-111: 紀以前ーの土木

建 築 ド11: 備と のIbM係 が、現代におい てその附 !写版し? ことは云へな いが、何らかの11引こ於い

て再び刷聯をもち 11' ，しに事は司王質である。

四隣このｽｪｽ｜勢にあっては 、 ｾｾ［ ｪ 1) 我邦のみが依然と して土木、建築事業への今日迄の考へ

を檎続することが許されなくなっ? こ。物旦I l . ，化撃が軍事的に 、産業に 、行政に空白接なる闘

係 をもち 1-1' ，されて 、岡家の総ゆる機;bM、業 務、l J j (ひは利E裂が一元的に考祭され;肢とする折

から 、 ｾｾ［ ｪ 1) 土木 、 辿 害程カ［ｊＺ ｉｉ ＺＺＺ［ ｊｾ に自術防備に起然＿こることを得な〈なるのは自然な勢と云ふ

べきである。( 昭 13，5. )  
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支 那の 都 市防

本文 の原容は 中華民闘23
1
1主11 Ji 航空委員合 よ りt! '，) 仮せ る ものであ る。著者は

問委員合第 3科長林高卒、原啓名は 「我図今後都市防空準附及佐官官」 と云ひ表

紙 に は 「 機統 、 ｾ ｉ ， r ! ' i 場人不准閲覧」と朱書し末尾には倣撲の後算i_1}及|間表 を添

付せる 40頁の小fVl 子でめる 。設に中古[1防衛司令部良野懇談の御議カにより官総

防空施設調査固と共に中 支7i 商を蹴察し、杭州、l防衛司令部跡に於て抑牧せしも

のであ る。民園 Z3{f- ! ま我図の昭和 9 ｾｦＭ に 営る。未 ｔ ご啓霊長の域を脱せぎる ｌ 之を

今日彼地に於て凡る防空施設のt ( 際と封比して興味 と感悔の深きものがあ る0

Jt二の緒言に於いて Fの虫IJ < 注ベ偲〈闘民の協カを求めてゐるの L見泌がし1J i j h 、

黒占である。

「本科は議 ｬ こ「凶民 ｬ め ｚ ｅ 常識 ｊｾｬｩｬＩ 仮せしと こ ろ各方面より絶大なる設鮮を得せ

られ断凶に i甚へな いo ｩ 日しこれによりて我図民敵撚心の ｬ 庄盛なるを知 り 欣 ｾｾ Ｑ ｔ ｓｩ

く能lまさ' る次第でめる 。然れ共該編に於て主主ベし範囲は僅に都市防空の局音防i} J

f乍に止り m怪的方面に就ては論及してゐなし、。本編 l立準備 と施設に重きを置き

7二る L 米Tご及ばざるところめり 、要 lま賀行に侠つべきのみでめる。惟ムに戦雲

級〈非常時の今日に於て 、I坊空施設の欽〈べからさ' るは言を要しな L、。而して

本工作の完成は民衆と政府の合作に綴るの外な い 政 JHの唱導に賂じ民衆が財

力を提供し各々 ｾｾの分自＿殺 す ｬ 尽に於て始めて防空施設の成果を牧むることがＡ 日

米るのであ る。云々 j

向; 得失に蛍られれる大阪府外事課岩倉氏の苦手に華社して敬なを?表 する次第でみる。

中 海 誠 一 郎

目 次

l 、空襲のfι 筈と防空の重要性 久 都市防空施設工作七の設計

2. 各都市々民 l1策〈防空訓練を受〈ベし 5. 防空兵法々料施設の係当! l

3、防空他殺は政府と民衆の共同責任なり 6. 結 論

1. 空襲の危害と防空の重要性

飛行機はをま明されて以来 、 各閣科 身 在米の研究と製 迭を 経て Ｎ Ｑ， ＹＱＴ 午 、 民 ｫ 洲 Ｚ 践 Ｓｆ に際し 、 初めてｾｬｉｽｉＭｬ

に供せられ? こ。 最初は専ら fr( 終月1にl浪むれてゐ 1: がj新次製造の改良と技術の進歩 b ¥それしれ故 . 3Cの

効能をｽ什 ｊｊ ｉｬ し 、 服用範図カ Ｚ ｩ 若手 ｾｊｗＨ大して き 主 Ｇ Ｑ Ｇ の偵察 、 攻 撃騒逐 、 爆 Ｗ 室 、 等迩 ｽＱＱ 白拍 ｆ ーとなり 、 車.QCj i の) j

式 L これが郊平前日句より立ti.:t o甘に移り 、新に空中戦全生子 に至つ? こ。

1， 9151f- 5片3113 猫遜のツェ 7 ペ リン飛行総が最初、 f命款を? 重量ひ計i の上空に現れれ I時、ルソン紫4舎に

似 ＱＺ 銀 色 の巨惚Ａ￬ｊＱ ｾの磯 上より燥 ｾ Ｑ 歎個ｾ投機し 、 地 上に於てキ目線ぎ ｪ ｾｾ ，然 俳 裂し ＱＺ 然 、 市民は悲耳目な
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叫ぴｾ揚 Ｇｲｦ て布往左往し 、 Ｉｴ の 狼狽せるさまは貨に名状し ｲｲｬￊｾ 、 ｌ のがめつ ＱＺ 。 この時より市民 ｛ 土ツェ

ツペリ y 飛 行 艇の脅威を受りて、恐怖状態に隠つ1: 。

臥洲大「践に就［てみるに尖閣の首 ｊｈ ｦ， 命敦は空襲を受〈ること凡そ ＱＰＰ Ｎｲｵにして死傷者Ｍ ｾ Ｇ Ｎ S() OO名古'::1
1

，し、

例; 閣の首都巴恒はさE援を3をくること凡そ 30数回にして死 傷 2000 名古ナ :H し戦務附近のタンガノレク( 主人口

ｾ Ｚ ｏｏｏ ｏ 人に足じないが別 ｦｬ 建の空襲約 ＲＰ Ｐ 回ｾ滋 ｨ 死 傷 Ｔ Ｎ ＰＰ Ｐ i徐: s に及 I dご。猫逸ライ Y 河畔の工業凶l ， )F

聯合軍飛行機の空襲を?3をくること約503固にして き長大の机失をす召し、 1: 。以上lま専ら物質の損失に就て述

べ ＱＺ のでゐるが空襲により交戦闘の人民にｾふるお扮申上の打綬 ｬ 立文字にて形容し草色、院大なるものが

める。

臥? 州大戦よ り今日 迄 十数年を綬て居 り飛行機の製造は精巧となり耐航力、 搭載量 、速 度、 高度並に

倣t i l : 等作iJh l， 能 不全}脅し 、空襲の威力は従前に比して 100供してゐる 。更に飛行機は濁立作戦の空軍合

編/r X. してゐる の

共闘苦手段 Ｑ 誌の ｵ Ｍｾ ￟Ｂ i，I ト映ブノレド( ま最近次の立11 き談話 oをま支し1:
0

" . " .  f lO年金「!i で守して臥測に若

し大肢が勃をますれば 、 ａ の大部分は ｾＧ ｉＧｲｩ 戎に限 ら ［ＱＧ Ｑ 作戦 に参 ｽｊ ｉ ｉ する飛行機の数は歎仰を ＿ 下 ら す ， 火慌の

最長時間[ ま 121明 白] に過ぎないだ らう」色 。 誠に宜なる仇でめる 。

凶際聞に於て園交が断絶 しれ際絞端開始に 1.&" りて大規模の空認が都市及び 軍事上の要地 合爆裂し陸

海 軍営して交 駁 せきＧる以前に Ｑ 低減せしめ 繁務な都 ￯ｬ￭ Ｑ ま焦土 と化し ｾ ｴ の空襲によ る 被害の無惨なる態｛ま

鍛5益金 以て形容し革Ih、しのがめらう。又最近臥米各国に於ては怪力防空建設を鼓吹し 「 空 に 守 ｾｾＱＱ

H ば園に守 b なく闘に守り無げれば民族なしJ ! :云ふ なnｾ 誇全 期ひてゐ る が 比 の 盟 主需を 以 て Ｉｴ の一斑

を想像 す るこ とが出来るでめ らう。

地下 ｬＧ 燥ｾの目僚は 敵の空 軍 、 陸 軍 、 自ｾ Ｚ￮ 弘治に ｉ 敬 閣の都市 、 要 袋 、 餓 ｩ 賞 、 Ｚ 軍需工業 ｲ ｬ Ｇ 心区域及び飛

行 場 、 空軍根線地等にして ｊｃ の爆ｾの方法は燥 ｾｶＮ を用ひて建築物を破 ｴ 裂し焼夷砲を＿用ひて住居 地 を Ｗ 燦

き扮ひ、武知ri 車を用ひて人25に* 主症を加へる等積 h あり叉各秘を併用する こ とも め る。 近代 の空襲に

於ては多きは ＱＰ Ｐ 基以ヒの飛行機ｾ用ひＩｾの高度並に Ｉｊ 向 を授へて空襲を＿忠行 する を 以 て鍛 符 な る 防空

の設備 Ｑ 尽き時はＧｊＧＨに重大なる ｭｾｾ 完れな い のでみる。

ｾｍ の危害に就てはｉｬＡ￩に ｴ 、込せる遁りでゐる。近Ｊ我閣は隣 Ｕ 虫四ブ Ｑ より怒り 、 蘇申僚は西北を ＿ 侵蝕し

主主例［は西南を＿奴ｩｗｬｬＮし 、 旦比等諸凶｛ま何れ ｌ 優越せる空ｾＱｉ勢力ｾヰ ｦ してゐる故 、 一旦椴争が勃をま す れば

巾心の要地 に到して空襲佐 賀協 す るのでめ し 防空のL I l 要なるはす刻 L猶官民営者Tーさな いのでめる o 最

近 ｸ 長城破 、 ｩ ｦＮ公氾 Ｑ ，戎 に ＱｆＺｴみ るに陸軍の戦士 Ｑ ［ｕ￬ ￭ｲ 線に ｪ 冷てｻｉｽｾ践する ｌ 敵の飛行機 ｬ ま 後方を爆撃 ｅ して人民

ｻｦ ｾｉｾ 毅し家屋を破燥し軍事の不［ｬＧ ｉｊ に鈎しれるは慨嘆に場へ子 、 凶民ｻ 立斯 る 教訓を＿受付深く防空の竜要

性ｾ認 識し ＱＺ 。近ｾと防空部隊の刺 殺を凡 れ る ｌ 未＿ご共の 費量庁長ぞ備へ Ｗ こ るに過ぎす Ｇ 、 Ｚ明野人士の努力と

凶lものtlt 助によりてJ t の完成を匂] 宅し将来再び空襲の計百若を受くることなき政英ム L のでゐ る。

防 空 の 目 的

Ａ 、 最高の週土民は敵機金して我凶土の上空を窺ふこと能はさＧらしめ Ｑ Ｑ￬ Ｑ Ａ ｾ 憾を占め るこ と 。 然［ＱＭ共充質せ

る空軍の ｴ 主力が無げれば比 の 要求に到達 す ることカ ｜ｬＢＧｾ ｺＮＺ な ｌ 、 。

Ｗ ， 烈Ｉ￲ｦミ する 敵機ｾ迎へ之 Ｐｸ 説滅する こ と 。 比 のが ｊ 巣をｊ｜ｘめるには［監 Ｑｾ［ なる空軍の大量と 地 ｬ こ防 空 ｉｭｬｾ

の協力 に侠れねばならぬ。
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3. 空襲の危害を苑れしめる こ と。敵機をして目 標 のを苦見 を困難ならしむれば野へ敵の爆殺を君主 る とL

損 害を減少ならしめることが ｉ ｉ ｈ ｉ ｾ る ｯ 我園の如き状汎の ｬ でに於ては第 ｬ は匁しＡｬｩ ｦｈ 第 Ｒ と ｾ Ｓ は統続

殺 ｊｩｩｩｾ な す 必要がある第 Ｒ は 即 ち松倍防空に し て防空飛行隊応射砲 、 日射機倒産売 、 ｾｊｉＮｾ高鋭感昔話壁 、

照空燈 、 Ｑ ｾ ｬ｟ ｴ 得汽球等合使用し第 Ｓ は ｒ ｪｊ ち消極防空にして務報 、 燈火ＺＺ￭Ｇ・ ｾｦｩ ｬ Ｉ 、 消防 、 救設 、 警備 、 交主 ｅ

聖主主旦逃旬 ｴ 及び鰐袋辿 ｩ 蔽等の立 ｮ きである。 以 上二者は統一せる指揮ｾ受げ緊 符 な る 連 繋 を保持して協

力せる活動をなし各自をして ｾｴ の待色を＿を苦揮せしむれば必子分 、 総合作の効果金ょＦむ る ｌ のでゐる。

2、各都市の市民に童〈防空の訓練を受〈ベし

空襲の惨禍は人のよ〈知れるところにして愛闘の士は異口同首ー1: .皆防空施設を人民訓練、を以て今 日

に於げる唯一の須要計剖とせき' る L のはな L、。 防 空訓練の目的l工会 関民自? 養成して敵の空襲せる時に

採るべ き諸般の動作を充分了解し防空上の要求 に適合せしめ . . f l つ災害を免れしむるにある o RPち敵

機渡来の際防空部隊が など ころに封空戦闘を? なすは勿論のこと . 人民 L 亦消火、 防毒、 消毒、救設等

のill! J作自? 開始し、 日告ヒの者lま一段に行iliJJ 営停止して最寄りの遜難所に急ぎ滋雛し、 ;!t の{ 也危険地特に

める民衆 ｬ ま既定言十輩に従って話主主 ｦｾ すること 。 比の外 、 地方の警備 、 秩序の維持 、 各種の工作勤務等に

附しては ー総蒸れき' る統ーが必要でゐり殊に燈火管古1) F に於て活動に従事する素地を養成しなげれば

ならない。

土、述せる各［［ＺＩｾ項に就きて若し言 ＱＱ 腕力 Ｚ 無き時 ｕＺＮ 大戦開始して敵機の渡来せる場合ｴＨ￬憧 ｴ してよ毛の措置

を訣りそれがfl夜間に及 11 ' す影響lま甚大なる L のがめる 。 試に各都市に就きて観るに火災及び Jt 他の司王

放を量生毎に秩 序 混弱 ｌ して衝突雑踏による死傷失跡 、 盗難ｾ月二じ 、 :J tのm筈lま空襲により i直接受くると

ころに比較して更に大である 。彼 比考究するに敵機襲来して爆開 、 ｾｊｮｾ Ａｊｔｲ Ｎ Ｎ焼夷ｾＱ｜Ｑ等を投下し破媛殺

傷の＿丹羽 ｊ をなす Ｑ 会合 、 ＲｦＭｾ長に於げる訓練が無げれば直接 ｴ ｒ ， ｬ 援に受〈る損害はｮＺに想像以上である。故

に防空訓練は徹底的に研究する必要がめる。

敵f州大戦 rl' Ｑ 術教が最初空襲ｾ受 ｗｦ こ時ｻま人民が未 ＱＺ 訓練を経 Ｕ りし銭其の 損 害Ｈ士主 ｴ ー大であつれが大

戦の末期に至 ｢ ては一般市民力 ［ ｩｬ＿Ｚ［に経験ｾＧｬｩｾみ且つ訓練、ｻ･ ｬ ｊｮへ小皐校の生徒の立 ｩｬ きは先生の一誠令の

ドに弘序整然としてi盤貴闘「に入り 、 聖子報惇逮勤務 L 亦迅漣になり 、啓報を唆して数分を経さ' る内 に路

上の者 ｬ ま ｩ 盛難所に姿を ｾ ｴ 由してゐ ＱＺ 。且つ敵機の鰻返されれ ｌ の は Ｑ ＰＰ 分の Ｗ Ｐ 以ヒに主主しれが人民の訓練

を布すると否とはＩｾの差別空 ｈ ｊ｜Ａの述ひがある ｯ R! l ち我閣の上海戦争の際、 若しｾｾ［局がミｪｬＺ官 ￭ ｲ に堅聞なる

音 ｉＭ ｬｬｬＺｾ有し人民が適常なｩＧ ｊ ｩｉ Ｎ￭ 来を受げて居り且つ ｩ 政府の指導に依って適時逃Ａｬｩ ｦｴ し ＱＺ とすれば Ｚ ｋ の損害は

l I J f < も甚大に穿ーらなかっれであらう o Ｑ 宇都 ｲｬ￮ｫｾ に防空訓練の 忽 にせきＧる秘切望して止 まな ん、 次第で

める。

市長防空訓練の要旨。

防空官R隊カ; 闘家防空教育機闘に於て訓練を統ーするは勿論のこと 、 fキ都市 h 良の防空訪l峨は各慮 l坊

空機刷( 各省防空協舎の刻1し〕に於て之を統轄すべきでめる。而して一般市民やして各種の針空防衛

動作を習熟せしめ敵機礎控による抗告を滅するに務めること 。 各種勤務の施行に狩しでは待に詳細続

殺j なる規定を殺げ 、 ＲｦＭ ｲｲ 寺に於て司 ｩｬ ｗｩどＧｴｻ施ｾ行ひ随時修正を Ｑｭ へて完成制制すべきである。

防空監視の訓練

一般市民をして各種防空の機能を有 せ しめ戦時 に於 て 能 賞 lこizt 腕の任務密主主行せしめ ること。 某の
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ＧｴＱＧＮ施要領ＱｩＺｾｴＡの主 ｬ￭ 9  e  

l 、陸 七防空監ifL-1J . の訓嫌。

省1' 11防空機閥、地方官変、及び自治l誼鐙より 町村長 . 撃校教員 、普察署保衛 l調設 に有知識青年分子

等に約して夫々かl に々 之を召集して訓練せむとす。

2、海ヒ防空段踊の訓練。

省市防空機関及び地方官支より 7kJ:. 公安局商船水産各皐校、魚民船上生活者、海岸住民等 に封レ夫

h 別々に之営召集して訓練すること。

入 補 助防ZEEt 視の訓練。

省市防空機闘より電報局、郵便局の定務政務員及 び製校生徒に ー封し夫々別個に之を召集して訓練す

ること。

燈火管制の訓練

一般市民をして燈火管制の意義及 び共の趣旨を言; ( 解せしめ 、且つ燈火管制の言者法則を習熟せしめる

こと 。ＺｊＺｬｾの Ｇｦ･施要項 Ｚ 左記の遁 ＹＰ

l、車納埋ま火管市IJ の訓練。

省市防空機関及び交主主警察より自動車 . 汽車、電車等の蓮鱒手、車掌、乗務員に劉し夫 々之を? 召集

して［［ ｊｩｉ ｾ来 すること 。

2、船舶底 火管制の訓練。

省市防空機納及び工場職工より海上、内河汽船 、民船等の主主要人員に主主し夫々之を召集して訓練す

ること 。

入 住 民燈火管制の訓練。

省市防空機関及び公安局より主主子軍民間園短等に針し夫々之を召集して訓練すること。

空襲防重勤務の訓練。

一般市民 に空襲: 坊空の意義及び趣旨を徹底せしめ 、 且つ防綾言者法則合習熟せしめ 、 敵機襲来の際適

宜防護動作{ f 採らしむ ること . 英の質施要項左記の遁り 。

l 、防火訓練。

省市防空機m! 反: び公安局消防隊より人民救火令等に封し夫 h 之を召集して訓練する こ 色。

2、防毒及び消毒訓練。

省市防空機関と衛生局より地カ轡師、薬剤師等に艶し夫々之を召集して研究並に訓練合施すこと。

入 救 謎の訓練。

省市防空機測と赤卜字社より瞥院看謎婦等に鈎し夫々之を? 召集して訓練すること 0

4、情報警報の訓練。

省市防空機関 と公安局より遁信機側、民間の調程等に謝し夫々之を召集して訓練すること 0

s. 警備訓練。

省市防空機関より卒時駐在せる軍隊及警察等に霊堂して訓練会加へること 0

6、避難訪l腕。

省市防空機関及び公安局より一般民衆に重きして法難の場所遁過する道路並 に路上の者の逃難等を規
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定し時々 これ，が訓練を? な すこと 。

入 工務の訓練。

省市防空機関及び工務局よ り定燈電 報、電話、水道、道路修理等の職員事事働者に鞠し夫々之を召集

して訓練する こと 。

5、防空地設は政府と人民の責任なり

9. IB事鐙後東北の 1M可は色合攻め 、 泌 i忌叉敵機の政iWJ を受げ? こ。 凶 際情! の風雲金々緊迫し正に ー鯛

ｾ Ａｬ 授の状態にめる。有志の士は痛心し挽救の策を企図せぎ る ものなし 、 且つ敵の空襲 ・ Ｑ 我没慌の戦士

を? 殺害し我笠径を破壊し 、 光華 版糊? こる建築物lま皆; 焦土 と化 す。 これを? 以てi妨空準備は個人の生死問

題 Ｗ こ る を土 ［ｮ り得る 、 依て 防空施 設 は政 Ｏ ｈＡＺ 人民が 共 同して ｾｾの責任を気槍 すべきで める。

全園に偉大なる防空施設を するに は政府 と人民が共 同して共の責任を気捻せねばな ι ぬ。 従来人民

は防空 に謝して無捌心で あ りfι 筈f t > 受げる毎に専ら政/ ( - f の無力並に無言1- 藍 STit めてゐるカ; 斯る建設に

は政府の力のみでは到底達成すること は出来子、 大部分 1. 1 人民の: B . 捻に伐つべきことを 知 らねばなら

ぬo 最近防空施設に就き政府に於ては 3ヶ年内に相官の設舗をなさむことを刻泊三してゐる力、 人民全

慢の賛助がなげればA の効果f t > : i J . み難し。各図の飛行機に就でみるに 、純民伎のも の米闘 11000童英凶

は Ｘ Ｗ Ｐ ｾ 室 、 仮［園 は Ｑ ＵＰ ｾ 霊にして 、 民間飛行士 は米図 ｉ ｂｏ ｏｏ 名 、 英 ＱＹＳ 雨圏各 Ｒ Ｕ Ｐ Ｐ 名 、 ｜ｊ 本は ＴＰ Ｐ 名を右す。

飛行場｛立米関 ＲＰＲｾ Ｎ ケ慮日本 ＱＱ ケ廃ゐ ｨ 叉 日本 は 昭和 ｂｩｊ 三の調査 によると ｬ ヶ年間に於げる ｬ 場民献納の

閤i坊兵器は飛行機74妻 、高射l i {i j 33門、高射機関銃B2挺、 探TI f! 燈聴首機4B基、 情幸H!jj.;毒機m室、防毒而

ＳＱｂ 個 、 並に共他防空兵器 以外 の陸軍 必需 品はま ｅ に掲 げさ Ｇるも ｾｾの数枚記長 に泌がない 、 こ れを以て防空

建設;ま人民と最 L 重要なる闘係含有することを? 設明するに足る o 今日我閣の状f5Gをみ るに精巣 る L の

めり 、空軍建設に主主して圏内の要冬、 交蓮機側、 兵工廠軍隊の[ 坊さE施設立Eに各地飛行場設置は政府の

責任 となし ｊｾ￭ 也各都市防活施設は民間 にて資 金堂ぷ集してなし政府 に於てＱｅにこれが 統 ー を引って理

想的成絞f t ' 牧めなげればな らぬ。

我閣の !<n ｾ 料・塁手が劣り工業が不振であり旦経理撃破産ｦｴ＾ｷＺせる図家に於て防空施設を＿求むる時 こ れが

全責任全政/Hがf f i _ って創設することは至難である。誌に財政. 人材 、組織、 等 1: 1，¥五分して この意義令

国民に徹底せしめて みや うo J'!!lち

I 、財 政 問 題

防空施設分要求するには徐裕のある財政を必要主する然るに現政府の牧入lま専ら税J j X によれるが永

Tご軍司王教育の各' J . ' l . にも足らな いのである 。而して借駄に就てみれば支那は目下莫大なる債務皆有し

幾多の産業は始んど ;11、・の猪保になってゐる故比の上外債 L 借入れて防空施設 1'( に充てることは決し

てtH* ないのでゐ h結局防空施設1'(1ま人民の叉槍に委ねなげればならな い。

防空協設に就ては ( 1) 外図より飛行機高射砲等を購入すること 、( 2) 本闘 に)j をて飛行機、高射砲等

合製作する ことの 2 j J 法があり。 前者は際念の j j 法にして 、後者[ ま根本的緋法でめる o 外凶より購

入する場合該* - 闘に於げる最新式の文好なるもの は決してfz らな いのであり且大誌に附入する こと

は経i努力:許さない 、依って 自ら 工場を設置して製造するに 若くはな い。

俄ふに 我閣 の工業並にイ七穆精続、鋼等は何れ L 永Tこ'完備せすー。防空施設は不可能である故、上記 2

方法f t > 採らなげればならない即ち一面白闘の各種工業保件が具備しな い内は瞥〈外国より購入し 、
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f也面今 日より迅速に各種工業のをま展を言f ' 9 . 短期間に国防工業合完成すれば、 自ら飛行機応射砲等

を製作することが ｲｈ 来る ｯ 政府は人民と共同努力して倒防の大計を完成する秘勾 ｾ ｚｬ して止まない次

第でめる。

駄洲大戦 前に ｊ 於て紛ｾの人民は曾て偉大 ￭ ｩＮ る泉悦を衣現して ￆＺＭ 1) .  19121，1"政府より 、強 l児ををまし

一般国民に航空研究基金を募集しれるに立どころに凶民より 72501おマ ークの巨額五? 献金し忠、誠なる

猫逸人民は凶家報効に奉 L賭踏するところなく Jl の金生命全此民主に 投 /P
1 して途に臥洲大戦 rl .I ｾ濁逸空

軍をして空白ir vノ活躍をなさしめ 、偉大なる獄逸民族は jl t 界 η 以奔するところとなっ1: 。

現下我凶の非常時に際し図民{ 立金生命財産公防空施設の一途に投n'l し、米溺民族の虫11 < 全力を? 皐

げて図家の犠牲となる精紳を持1: れる絞望んで止まな L 、。

人 人 材 問 題

闘防施設は同より財政会以て前提と す る而して人材 し亦飲〈べからぎる 保件である o 若し機械が完

備すると L 之を7操縦する人がなき l時は援物に等し L、。試に U本f t ' 御よ機械の新霊堂明はな いが臥米列

強に何等劣らない 、 こは各人材が完備して舟り歓米先准闘のをま明しに機械は即時研究して之を? 模倣

するか らでめる 。我凶科書長方面の人材( H' r 限必にして科書持者(1多く政治生活に這入ってゐる果占l立大

いに焔心すべき ことである。

放 に今 日の熔 ｦ 号、方法としては海外留畢生が研究により ｴｾ ｽ Ｇｴ Ｚ るところを ＿ 以 て 凶家に貢献すべきでめ

h  更に深遠なる検討を? なせば科製は遜歩するのでめ らうO 政府方面に 在 りても亦各種専門拳校舎

創設し且飛行. 防空に就ても極7J i背年祭徒f t ' 召集して研究司l路市、ft' Wみ多数人材の培育におらなげ れ

ばならな い。

3. 人 民 組 織

現代の戦争は強大なる部隊と精鋭なる器械のみならすzJCの主要なる L のは全図人民の組織立n何に

めるのでめって人民は戦争の勝敗、園家の存亡と符援なる跡11系がある。放に人民には厳符なる組織

を?有し これによって打勝れなげればならな L、。人民は戦争資源の来源でめって幽民 lこ一致園結のカ

があれば闘家民族に復興の希望Eがめり 、凶民に銃を採りて戦線に赴く決心がめれば闘家民族にをま展

の可能性がめる。 市 して防空施設は幽家民族の存亡を左右する最大の指針でめって人民は進んで地

等の使命を笈ひ勇往巡進一致困結をなし一死報閣の健悟金持1: なげればならな し、。

4、都市防空施設工作上の設計

飛行機カ :敵洲大戦に参!J Il 0*. 共の行動が自由にして敵の要地に至り爆継を行ふにより各閣は航空

事業の僚充に留意し防空に劃する研究及び施設が勃興し1: 。防空施設は i妨笠宮日隊の府設並に一般民衆

の訓練のみならや。者11市防空施設工作に剥しでもv l ' 青空言t - f t ' 改頁することが必要でめる o 19I i関西路軍大

佐 7 ーテーの言 lこ擦れば ・一『将来巴皇の建築は疏11かむとし、主要地以の建築物は220米( 約60暦〉に精

築して比等建築物に防空機闘となる官鵬首に商業務遊戯場となし重要なる工務は間合に移特せしめ撃

校 及び ＴＵＱ 直の工場ーは共依 と な す こと。 ｊ じの他各阪の往築物は Ｘ 階 以 ヒとし且主 Ｉｦ ＺｲＨ 斯 泣革 ｦｾ 室を設置 す る こ

と 、 而して［Ａｾの迷築材料は「セメン ト ｪ 及俄筋を使用して爆強 焼夷 現 に よる損害を防 止 し 、 高層建築

物 に於げる主在来斯を防禦す ること。叉笹都市営3分或は4分して多数の小都市の刈10M袋せしめ四百 に

花園 ft'溢 h 大庭園、天井等は これを取除いて気斯爆磁の官主主与を存在せしめな い桜にする こと。 且 建
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築物の屋仁は4米j享さの銭筋ペ トンにし且分散式隊列式の形状となし敵機の爆墜効果を無からしめる様

に して損害の減少 を言十り都市の安全a保つ こ と云々 』 これは世 界rl' で最も繁華な る巴里 に就t の話 にし

て建築上完全 に近きものと云ムてよいが向般本的に改造する必要がめる。 我閤現存の減廊は乏 L 防空

を顧慮しな. い待殊設計である。並に新に各都市を建設するに就て法意すべき数駄を掲げて図民の参考

に供し一面政府が防空機闘の施設並に尖の統制 をな す t に於て これを? 採用されむこと を希呈す る次第

でゐる。

都市 の建設計叢をなす に際 しでは先づ敵機が空襲に用ムる爆湿の性能f ! 1l ち注築物破壊力、 人畜毒殺

カを明瞭にしれ上にてｾ現しなげればならなし、。 飛行機の携帯する 爆現は破暖爆盟、焼夷瑚. 未知f慢

の3種に大別する 、故に建築に際し爆破. 火災. 毒害の3駄を) i j { 廠し充分設備をなして初めて完備し 1:

ものと云へる 。

まｅ に都市建設工作 ｴ 注意 すべき ｾ ｊ ￯Ｎｾ民営扱ぐれば以下の遁りである。

l、全都市に劃する建築面積の比例は il ¥Tk{母る範囲内に於て務めて減少を芦! の空地主ナ多分 に採り て爆強

の命中主容を減少せ しめ ること 、而 しでこの比例が小 さげれば小 さい程被害が較し、のでゐる o 併関 西

のポユシャチ ンは共の比例が約100分のうOである が今日 100分の 10に改 めやう t してゐる。叉蘇聯の

コシヤ二コ 7 は今日道路肢場の商績は約百s市全面積の3分の l を占めてゐるが牌* a : : に2分の l に改 め

ゃうとしてゐる。我園都市の状況は大部分 2 階建の建築にして且櫛比して居り道路 L 非常' に狭〈し

て殆んで空地がな〈 、 若し火災が起れば遠方迄波及する誇である。而して Ｒ 階建を ｾＳ 階建に改むれば

使用地を縮小するこ t が1H来空践が湾 1]1生す' る探でめる 。

九 都 市 a数個 の小地区 に分げ ること 。 これは係閣i西の 7 ートー カt提唱して居る L のにして上述し1: 遁

りである 。我闘が険機空襲の目標並に各種災害の減少合計るには比の計斑 に依って建設をなすべき

である即ち都市を盟主地区に分げＩｾの地制民 分轄 するには直線 王 むを採用し敵践をして ｴｾ￦ 直線式に

飛行な きしめ 、我防空砲兵が敵機射遺産自?な すに容易fならしめ る こ し 伶毎区 には防空地帯!l E. に消 防

隊等a設げること 。

3，家屋建築上の注意、屋上は凶錐式とし各建築物a一節JiJi. に集め子、分散する様にす る 事 し 出 入 口

怒煙突はi ! f f i 蔽 を施してJ ，i ; 均? の侵入金 l坊ぎ各室に 1;); 111- 1汲周目査員雪並に消火務を備へ叉出入口窓より燈光

の外に洩れない械にする必要がめる。角地下室a}曾殺して遊難用に供することは更に有効である。

久 道路は成大なる交ｾｾ告となすことは防空部隊の活動車に人民の遊覧 ｭ￦ 容易にして空襲の危害を減少

せしめること � ［ 出来る 。主 要道路の幅員は ｴｬＧ ，Ｊ得る限り多〈とし最小限度 ＵＰ Ａｹｾ aなすこと 。交主主

頻繁なる蕗に於ては若干の補助道路を併設し交叉駄の道幅はJ I ! : に廊〈とり 、小公園を設置して交遁

を使芳IJ な らしめE 民衆が滋基ft する際tl11集しない械にすること o ｾｴ の ｻ也比鮫的小 さ し、 街路と雄も Ｒ Ｐ 米

以上の幅員を設げ雨illl) に樹木を多数揃えて議武切を消す様に ;;i ること。叉都市の周固 には幾重もの

環状道路を設置す る と共に都市の中心よりｾ Ｎ ｾの外廓に 向 って多数の放射線道路を設置 すること 。

5，都市の内部に務めて多数の公園及び空地を設げて漣難地及び防火地帯とし叉高射lijij 機悦J銃照空燈測

音機 ｩ 江 ｬ 塞 主 主球等の陣地に別用 すること 。Ｈ高 射砲陣地 ｛ま Ｘ Ｐ ｩｉｒ卒カの地 ￯ｬｬ￯￦ｾ し阻ｾ気球は Ｒ Ｐ 米以上

の問形空地を要すＩ ［又 公園の空地には溢難所或 は洞穴等を殺げ ｾｴ の天宮査は Ｔ 択 ｪ 享さ銭筋ペ トンを 用ひ

て造り入口には 2重乃至敏重の符閉袋置を施して毒宝石斯の侵入念防ぐ様 にすることが必要でめる。
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6、都mの重要建築物倒へは' 官公響、製造工場、公庫、兵管等は 1fi 富虚に置かす，必す，之を? 分散する こ と

必要で ib ｾ＠ 0 集園建築物附近に はE智大なる空地 を殺げ敵の投下しれ爆強義武見rr等を? 分散しc ，くし旦

多数の樹木を植えるこ し 叉投下爆週末斯現に針し漣難民請をが完全に防護さる、桜に者s市には多数

の地下室地下、合庫地下道並に地下餓道等を殺げて第 2 の地下街E ! 1l ち今 日の所言問地下都市を治るこ

と。

7，都T I i に於げる怪是正の設計及び保管に就て改善をなすこと D fft 燈線に就ては一様に地下線となし電路

霊登電所は大組織の聖書官v計とせすリト組織の鑓電所と なし、之を? 分散して百日置するが宜し、屋外総電所

を逐次J曾IJ 日し爆閣による損害の鰹減を言十る匁各機器の間隔を榊大し或は歎組を l 餓筋ペ トン の別に

置いて之を陥商 ｦｦ しｽｾの厚さ ｬ 米高さ Ｒ 米中にすれば爆破力に低抗する こ とが出来る 。 燈火管制上必要

なる施設に就て云へば警戒管市IJ には消焼 をなすべき甑電線はE ! 1 l ち街燈、門軒燈、燈並びに1資告燈等

ｾ兵の菌日電線内に牧容して管制力［徹底する僚にし若し既定線が経費の都合ｬＺｊＺ ＱＱ に設げること ｉｌｾ 衆な

い時は普湿の自E電線を利用し高自主の電流を立さることが: ¥' ，' * る 。 1操作による白l I i J J日月間器の装置を投

げることも亦支策でめる。非常管制に消燈を? なすべき関電線は警戒管市IJ C I . ノ際留置しに屋外燈及び少

数の街燈、 f言放燈等/ J ; 皆此の配電線内にめって袋置しれ燈は少数でめっても迅、速に之を消滅せしめ

るこ .し而して皐渇に既定線を装置することは出来ないのでゐって数個乃至歎 10個を l 組として遡

営の位伎に袋置し開閉苦手を袋置する こと が最も 必要 なことである。

Ｘ ， 海 水 道の施設 Ｎ 防空 Ｑ Ｍ 必要 な るも の に 闘して注ぶれば 、 Ｗｒ 滋カ［本ｾと下流にある場合は ｬ 坊認が頗る簡

単でめる o ｅＡ ｐ ち之を秘術慨に施設し構築すること若し汲取り抽水畿を用いて拙水する場合 ｾｴ の汲取

り壊は爆現に聖書して安全なる様に民主置すること。又貯水池或は満々と Ｗｫｾ 湛へてゐる ｬｴｉＡ， がない務合

(ま盟主 100米自? 雌れれ鬼 iこl つの首長備水源を設げて置くが有芹1J 7: ' める。

貯水池の堤防は先づ中型爆強に封して安全なることが第 l であり 、若し上幅6. 7米の傾斜絞没なる

堤防或は t 幅3米のペトンで作つれ堤防でめれば 1. 2噺の爆強が命中するとも安全でめる o 伶破臨し

仁際に於げる漏水の慮置に就て はペ トシの提防の有利である。

貯水池各構築物中に於て取水塔が最 ｌ 部弱でゐる。故に共の厚ｊＳｦＮｾ増大して爆 ￬ｬ 担の侵遜に抵抗 ｈＱｴ

' * 得るものとなし恨11警は短めて厚〈して如何なる破・2主力に L 耐へ得る様に しE 設備取水塔を逃築し

て更に安全を音1・ること。

叉主主Ｊｾ寄の延長 歎 ＱＰ 阻｜ L めれば各盛に必す，弱星占 L めり破援し易 L 、、然しながら金水路に劃して爆

破に耐ゆる絞構築することは頗る困難でゐる。主主Ｊｾ寄は地下 Ｔ 米なれば大穏安全であり。副送水路

を準備してゐれば最も完備しれものと云へる。

深水防fは?ぅt澱 池、減 過ltI!， にして遁常数個が集合して形遣って居り 同時に全部が破製される こと は

主1;: 1:' 砂 し、o ifi し集* ' l 1 ・は兵の深度を増大 し，J 二暦は鍛筋ペ トンを以て厚い蓋密造れば安全でめる o

ｆ 手 ｊｒ 社 ＱＱ は普主主 ｬ 個乃至歎個にして ｬ￭ 閣の場合破Ｚｾさるれば給水が停止する故 、 防空 Ａ こ の見 地 より可成

盟主個 を殺げ Jt の内部は堅匿! なる墜を用ひて阪分すること 。

貯水塔は隊機が都市営霊堂見する 目標になり易 い飲設置しない } j がよ い。

百日水管は地下に埋設して破媛きれない様にすること。若し破裂さるれば影響して給水が停止する

大西日水管に謝しては破壊個廃にて之を遮断すること 。共他容易に送水出 来 るべ き配水管系統 には務
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めて多数の制水絵を殺り消 防機闘の活動 に備へ多数の消火拾を府知1すること。

空襲の際毒物{ f 滅，_ I ( l i l i ， に投入するは頗る危険である故にこれが試絵及び消毒等の施設を? 完備する

こ とが必要でゐる 。

以 上 Ｘ ｾ 頁闘は都市防空上重要なる施設であるが 、 これ以外消 防 、 温信 、 病院ｾ 1， ，; ) ; 附待係手|でめ

り。弦に概要を遁ぶれば次の湿 りでゐる。

l 、我園都rhの家屋は大在日分木材を用ひ旦櫛比してゐ る焦燥夷慨 に華社する抵抗力 I. : t 全然なく! 必然火災カ :

受廷する怖れがめる。放に消防様、消防自動車ポ : / 7・等の充 'U、消防機跡J遁f吉の利f夏、水道施設営

完備すること。

入 都市 防空は段親 ｵｗ の各種情報及 び防空 指 揮機闘の瞥報隊違等に望者しｾ信 ｌ 最も重要となしてゐ る故

に遁信網の架設 は待 に留意し電要1通信系統 にはl必子政官官i遁信系統を配し重要通信機闘の建築物は必

す爆強 iこ1甚ゆ る構造 となし、且重要泡信線路は&、す寸血ド' ix秘と なすがよ い。

九 空臨時、主主傷者受主任者の牧容に 劃しては病院及診療所の設備を なす こ し しかして これ らの病院 、

診療所 は交遁の 便利なる蕗に設置し且爆開の損害 に叫ゆ る絞滋筋ペ トンにでつく ること o ［ｚｾＱｩ 乙ＵＧＭ Ｈｩｉｔｲ

準入の危険を防ぐ銭其の設備をなす こ と。

ｬￌￍ ｔ 主ｅ 各項の建設工作は短 時 間内に賀 施完成を することｾＡｉｾ しと 錐も全国民 が防空のＡ 必要 な る所以 公認

識して都市主主設工作を攻夏し身の篤閣の角一意逝巡すれば ｪ 斬次成功するにｾりＡ従って都市の安容し保

ＱＺ れるのであって 、 若し 愉 安を ｲｮ て之を 忽蹴 すれ ぽ空軍基 によりＱＧＨに ｾｬ ｾ り 知 れき Ｇ る大損 害と焔苦を受

く る に至る 。 慈に於て常周 は 建設の 責 任佐賀ひ 、 市内建築 物 、 家屋 、 商 Ｇ ，ｾ等に 到して先づ審査を行ひ

防空建設の原則に符合 するもの に限って共の起工を許すべき でめ る。 我民衆も亦比の趣旨をァ遜ヰー する

様七万E乏して止 ない次第である。

5、 防 空 兵 器 々 材 施 設 の 標 準

都市防空施設 に最 L重 要なるもの は防空部隊であり防空飛行隊、 高射iijiji 数等の刻l きは卒素より枝悟

的に 其の施 設と訓 練 に笛ると 共 に各種 兵器 々材 ｌ 亦積値目 Ｇ ｾ に 準備し且設置しなげればならな ｌ 、 。若し

其の準備を終へす，して一旦有事に際令すれば恐ら〈防空の目的を達成すること難く必然防空兵ｾＡＺ務

材の 施 設を＿欲するに至るで あら う 。 蕊に 防空部隊 ｉ 主 に 兵器 、 ｾ材等 の用主主 に就て 注ぶれば 以 ｆ の 遁り

である。

1，防空飛行i致は爆iEE、耳目逐、偵察3積の飛行機を併用 する 。

爆濯機は都市防空に凱腐し防空綱附近に於げる敵の飛行場或は近海にある航空母艇におし之を破

鹿 Ｑ Ｍ，Ｚ或 ｬ ま 消 滅せしめて隊機ｷＺＡｬＧＦの ｦι 答を減少せしむ 。 隠逐機は 高 ｴ 機￦Ｍ ｩ 邑 慢 する ｌ のにで者 ｾ ｲ ｬ ￭ｬ 坊空に

際し取機ｷＺ ｈ 璽の警報ｻｦ間げば 立 どころに ｈｾ 勤し 敵 機が都市或は閣境に接近しな い内仁 之を＿迎濯 する

偵察機 1;1敵情 の捜索をな すも のにて、都市防空 に際し敵機の 出現 しな い内に我偵察機は敵の ーヒ空

全巡親し敵状を査察すればこれを防空指揮&i¥に報告し、一切 の準備する 諜でゐ る。

2、l>i l 塞気球隊は空中の| 僚得物雪作るのでめり 気球のflll { f 納ヰ綱{ f } 干! ひて: Ai f- l せしめ: J t- の削| 埼は約200

う|えとし上昇高度は 5000米に主主す。而 して これ を敵機来援のブJ 肉、或( ; 1 爆濯の目標対近に放置し敵機

をして これと衝突墜苦寄せしめる。故に都市防空の際多 〈之を採用す。
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入 高 射 砲 隊 は t 空及び '1' 空の敵機に鈎し射獲するものにて 、今日高射砲の口径は一様でな〈我聞は 7

明りを＿保丹 ｬ せるがＩｾの有効射望距出 ｉｴ は Ｘ ＰＰＰ 米以内である故にｩｘｩｾ機が都市の上空に飛米し ＱＺＱ 侍之を射

墜するのである。

ｾ Ｇ Ｂ 高射自動ｬ￭ￍＧＡｾ誌はｲＡＧ空及び低空の敵機を射懲する ｌ のにて ｊｴ の口僚は Ｓ 誕 Ｗ を採用し共の Ｎ ｻＭ，効射翠距出 ＱＱ

は ｾＮ ｏｏｏ 米に及び高射砲を補助して ｩ 敵機を射Ａ墜する。

う 、 高射機附銃隊は低空の敵機ｾ射 Ａ 墜し［Ａｾの口 ｧｾｻ ま ｬ ｩｩ ＧｬＡ内外 ＱＺ て合対 ｊ 射ｩｉ控距離 Ｑ ＵＰＰ 米でめる ｯ ;!{の射般

込法にして l分間約t ＵＰＰ 授を＿をま射し磁の散布する商秘主 ｕ ご大でゐる。故に低空の敵機ｾ射撃し其の

効果綴若なるものがある。

6， ｩ 即Ａ音機及び ｈ 青空燈隊 、 ｬｾＱＱ 音機の作用は人の耳全般大し ＱＺ 放なものにて底は ｦ 刺 ｬ 久式主なし、迷距離の諜

音色穏く筋合風速夏l庁なる l与に於ては約 10000米の距離にて婚くことカ; l.¥j pfと、 夜間敵機を査を見する

には疎音機を高所の所定 Ｉｊ 向 に集め高低の移動により白ＩￍｩＩ ｊ 組織にて測定 ｊ 阪の上に記録するを以てｾ

の航路が直線なるか或は曲線なるかを知るのである o f! iJ ろ敵機の飛行航路を測定し更に蛍l侍の速度

を Ｑｭ ムれば未来の位置を＿測定するこ主力ｾＱｉ Ｇ､ｾ る。

ＡＡ青空燈は今日中￭ＡｩＡ Ｑ 米 Ｕ Ｐ のものが多〈 、 照明距離は約 Ｑ Ｐ ＰＰ Ｐ 米でめって 汲ｾ音機が敵機の位置を測定

し1: る後日青空燈が之に駈って照射す敵機が! ! 青空般の照射範園内にある 11寺我は更に騒逐機含使用して

之を捕へ或は高射砲が之を射墜して敵機を消滅せしめ都市を空襲の危険より救ムのでゐる 。llfr る器

具 lまイ屯間防空に用ム。

Ｗ 、 ￬ｾｾ 高鋭 諸元預測儀 。 ｉｮｾ 高鋭は普遁 Ｔ 米の基』却を採用して ＷＰＰ 米乃至 Ｕ ＰＰＰ Ｐ 米の距離或は高度を測量［し

［Ａｾの結果は 外 郊の筒 に標 示 する様になってをち目標の高低角距離等は環上 ｬ こ分割して 表示 するので

液 ＱＱ 量手はｾｾの分創せる ｌ のを諸元預測儀に報知し共の金分割を調合して得＿こる分割は更に電気によ

り之ｾＡ￭ｬｩ手に主主 知してをま 射をなす 。斯 る恭兵は笠間の防空に用ふ 。

防空兵器# 材の効能に就て既に Jt の大哀を述べれるが比の外遁信号器材索引車等に封しては省略す

ま主に各都Ili 防空兵器々 t，f 施設の標準に就て観るに比の演は全国 l防空綱の設計と隙J係がめり顧慮す

べき古条件を掲ぐれば左 記のｾり。

l、我閣の政治軍事七最 L 衝突を校生し易き闘家を後想、敵閣とし且空襲侵入力向を?I象想して置〈こと。

入 都市及重要 laf J ! X ; は重要地弘の位置が海岸並に敵国飛行場或は空軍根主主地より距る里程の多少。

3，都市 . 町、地同等 η 圏内に於げる地位並びにZE裂の危害を? 受げし後の影響立n{可。

久工業中心地商業都市等に華社する掩議。

う、軍港、要港、要家、兵工廠、火薬庫、交遁要路、空軍桜披地等に封する掩談。

以上各項の中第う長は政JHに於て施設をなすこと勿論でめるが{ 也の誇項目に就ては我図民が一致統絡

して速かに施設をなしこれが完成 ｾｗｉ すべきである。

欧I州大戦常時に於げる巴里と倫教の防空問備を翻るに使用ぜる飛行機 200王室、高射l i I' ! 300門以七でめ

って我国の現状に照し兵器々材は決して尖O ! ¥各国に比較することは I¥' ，長!となし 、。 唯rl'，P k 得る範園内に於

て極力施設すべきでめる o 依って全凶防空地以 {r 'u; 分 1. 2， 3， 4の各等に分げ 、 1  ' 等防空地以には燥盤機

l 中隊 C10，幾〕騒逐機3中隊乃至5<=1' 隊( 各隊 15t幾〉 偵察機 い1'1滋 C10機) I i [ l 塞気味 I
r
1'I数 ( 80球〉高射砲

高射自問'J l i { Q高射機協j 銃各2大隊乃至4大隊を備へ 、2等防空地区には騒逐機2rj' 隊乃至3 *隊、高射砲、高
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射 自働E包. 高射機閥銃各 ! 大隊乃至3大隊合備へ、3等防空地区 には高射砲、高射 自! WJ砲、高射機関銃各

l 大隊、4等防空地区には高射 自働E包高射機胸銃各! 大隊の防空兵器々材を夫々施設 す るこ と。

此の統計 に 依れば ｬ 等防空地区は Ｒ Ｒ Ｒ Ｘ ，勾元色要し 、 Ｒ 等防空地区は ＱＰＰＱＴ ￭Ｉｾ元 、 Ｓ 等防空 地 区 ＷＱＴ ｭ 元 Ｎ

4等防空地匝 172 煎元を要す。兵器4 材各個別! の償桜並び に各飛行機中隊防空a j i ! 大隊の建設費の概算に

就 ては別表第 l 、第 21こ記載し又全国防空地区の区分は附闘に示せる 湿りであ るが此等は重量固な る防空

の最小限度にして政府政に幽民の参考に供せ る ものであ る 。

6、 結 論

支那は領土が!/Jj 大であり人口多きを? 以て図土及び都市の防空は念務である且現下宛も防空時代 にあ

り て「哉容の勝敗はｾの怒りを以て主惣となして居り民族のをま展上 必 予防空を念務と す る。 露西5. : i . 入力:

「関司王航空事業の如く念を要するものなしJ と云へるが、我図今 日の環境も亦 rii¥事防空施設の虫11 く

念を要する ものなし」 と云ふべきである。

以上各項 に於て注べれ るが防空の重要 に して闘民は之に封し責任を主主ふべき こと は言J 、までもな し、。

園民が防空割臓を受げ各地別に周昔目的防空をなす こ とは容易な る も都市の防空施設をな すこ とは難事

である。 而 して圏内都市に就て観るに多くは永Tご施設に着手してゐな い 放先づ計査を? 樹て漸次督促し

て之を協行せしむれば盟主 ip : ならす・して其の目的を完成するこ とが出来 るでめら う。

防空兵器の購入 に 常りでは共経費莫大 に して今日の如 ｾ 農村破産 、 工業停頓商業不振の環境下 に於

ては防空施設も容易ならさ' るものがめ る。 然れ共闘員が鎚れて後己 むの決心 を有し 自己の生命 の角家

庭の然を思ひ若干額を隊 出 すれば盛も絞れば 山 となり主主 に は比の惑をＧｉｬｲ現 すること が ｴｉｾ Ｊ る 。 蓋し、

各省政府所在都市の人口に就て観るに最近の調査によれば30凶元乃至 100誌な るを以て卒均 l人の年主主

捻額 Ｓ 元となせば ＳＰ 瓜人 に て ＱＰＰ 部元となり ＱＰＰ 瓜人なれば Ｓ ＰＰ ＨＮ 自元となりこれを ｾ Ｓ ｩｰ 或は う 年蓄積し更 に

これ篤志家の献金を }J 日ふればteに巨額に主主すべく こ れを 以てすれば防空施設を完成せしめる こ とも決

して難事ではな い。只 #図民の努力を希還して止 まな い次第であ る。( 終 り〉
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建 築 教 育 再 検 討

鈴 木 忠 五 郎

は し が き

fl'1-'年十二月大阪府立今) 主夜 11I Jf，哉工製校の創立が決定されに。筆者はその一部建築科をすn

何にすべきや、内容創設に精進すべき位置に置かれにので建築教育否技術教育主云ふもの

を再検討し、討 IllJi'i手働し夜1m勉撃せんとする 15撃の生徒に』寄付4毘に 1mに合ふ技術者1こ教育

すべき方法や如何、亦 ＱＡ｜ｾｗｫ 排除し少い時 Ｑｭ 、然かも波労し切っ＿こ頭に消化して対ふ需には

ｾｾ［ｩ 然 二 ｉｓ ふべき製ｉｩであるが口此鹿に於て皐科の整思 ｦｦ 脅の検討が熟慮されるわりである。新

しい事校然かも本邦"lli ーの夜11刑法工事校の特色、使命を考へる時共の責任の重大さが感ぜ

られる。勿論花オえの今，ＺＭ ｙ ｩ ｦ ，哉工Ｎ製校夜 ＱＺ ｜Ｑ部にて修 業二筒年 乙 ｊ 重工業主 ｾｉ 琵 ＱＱＺ し、新に四箇年修

了の ql極程度へと躍進せ しめにので あるが、形式上は新設であ り猫立校で ある。

放にどE米の型、イ4統者!tili!l l なるものに捕はれる必要は更にないし亦その必要もないと信じ

且工. 業製佼の教育型を行政り - j i 新味を合ん? ご方法にして然かも夜I: ¥l の製校の優越性を最も

護却しにものを? と考へ爪しに。

一般的には夜皐生は主':lii Jの生徒に素質的に劣るそれ放に 、警ひ優秀な方法にて教育され

にとしても劣る 。夜皐は教育系統からは二次的劣等のものと信じられて居る。併 し筆者は

そうは信じな い口生徒の素質の俊劣これは聾夜何れにもある ことピし、教育時数の長短こ

れも人Ｑｩ｜Ｑ Ｍ 生の前には問題でなし、夜墜にはそれｾ｜￬［ｪ ｾＧＮｦ に環境の ｦ 妥結が妻 ＱＱ Ｑ｝のそれ同様にあ

るものと信じ感激して未知の夜間教育に専念しゃうとして居るのである。夜製の優秀黙は

賃上也見事労働事務のイ可れかの建築防j係の徒弟亦は見習工でーあるぞれ等を it!!(1に持つ故、数

育せ十ともそのま〉にしても相詰・1111
びるブj

のあるものそれに拍車をかける。然かも' 自設的

に何物かを得んとする賀際の環境の! 監辿から事ばんと しに念迫しに墜究的気分に浸る生徒

を封j
ほとする夜間の手え育こそ工業教育の思想てはないか。英国風の云ひ方にはなるかも

9211

れないが、かく自信ーと自負とを持ちいよいよ賞際に官［って見ると幾多の ｾＴＦ 闘に衝突し＿こ。

墜科方自では毅科書の不備、質管方面では数( ; i !i励j係経費16M係等、併しU: t 者は少 しも液肥し

なかっ? こ。 此刻1;闘突破も自分で員に芯を! 日j じうするl . fS志技術者の援助により毅科書: も徐々

にやらう。笠習も Ｑ ＧＱＧＮＱＯＨる ｦ ごり解決して行かうと決心し 、 今やその大韓の円品 ＱＩ 咋 ｪＧ ｾ賀行に

着手 して居る。 1

1

ft 今までに賞習と粧設と教育的放巣につき 、少くも建築叡育 lこ就ては資料

がなかっ? こには瀦い 7こ。向笠習の目的並びに技術内容の範凶器度につきJ I . . 躍的に明示され
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にものも皆無。亦賓際木工賃習につき大工の言を聞いても明瞭でない口之では貰習無則論

の起るものも仕方ないと首肯しに。

分らないから践め様、不T佐賀fごから遠慮しゃうは人情自然の護露であるからである。

之等に就ては他 日の機併 tこ譲り 、建築技術的の見地より建築教育の過去現献を回顧し、

検討なし、新設夜間職工準校建築科内容創設の根本の私見し夜11刑法工皐校の特色につき

述べ読者の御批判に訴へますと同時lこ、夜間職工製校なるものを公平な技術的見地から見

直して頂寺 、将来巣立つ卒業生、亦現在生徒の% に技術的経術的の御後援を御願ひ申す次

第である。

建築科教育的内容の現欲

教育内容主として専門的方面のみに就て Y あるが、聖書科内容賢験内容は全〈専門撃校と

大同IJ 、異、賀習fごりが特色である。構造撃で‘ も在来経験の形式的公開で、之を工撃的に再

検討されぬ統制と訓練のある現場には如伺主恩はれるがそのま〉講義されて居る。

鎖骨構造tこしても 、鍛工業持の取扱ふ技術に簡れす設計、! 佐野の立壌からのみ説明して

ゐる。塗装、木工、左官、共他同犠、木工殊に 室内Br，! 係が ベニア 化して柱羽目、 天井、家

具まで及んで居るのにベニアカ11工につき一言も加lへて居らなし、。塗装にしても 、ペイント

材製造者と建築墜合のと賀際塗装業者11日仕様書は勿論監督l呼吸もまちまちポイン トを外し

て居る。これでは講義も感心されない。再検討さるべき時機が到来して居る。賓際工作技

術から 、 それが原因結果から 、賀際{ 動< J l 沌の下から生れに手|製的の検討が先づ必要。その

結果こそ先づ叡科書に入れらるべき ＱｾＧｯ 一方的の牛知識と現代を離れて工事技術はない。

エデソンの護見詰初の謡音機技術は、ダくlこ改良され? こ技術者に劣る。乗り超え乗り超えて

行〈 庭 tこ技術がある。建築も同級と信ぜられる。か〉るが故 lこ製|由主. f_i l l rli な し 即 ち 単 に

卒業後は之 に従事する故TごりのJ : l II IJl で質習以上に見られる 。その結果、甚? ごしき底では賢

字予を! 唆止し? このもある。宜' 習のない工業率校、労働しない筋肉的働かせない技術校、随分

と鑓つ にもの新l床のものとして試みられんと して居る 。在米質神 と云へば木工賓習であっ

＿こが 、 最近柿浩Ｎｩｬｬｬ論の殻述 、 ｾ｟ｸ骨餓筋コンク リー トの ｈ ｬ 現 は 現場知識の取得即ち現場係員

として ＱＱ 日に合ふ＿こめじ桃匙演習、 ｔ 象算質習を やる。餓骨も餓筋もや り＿こいが賓習の性質 ｊ ｾ Ｎ

出来ない。之が血併を賓験でやるof f 験も宜習に比してどうか、質験貫習も 7象x' ，! : 胡係から

見穆賀習 となってしま よ、。一方工業率校が他の機械科紡織科と | 司椋製品が問題となる 。之

がnに木工貴子子力 Z指物が家 f'<宜習見? こい lこなる。 住宅も詰るが時11¥1の問題主経費経術問題

即ち住宅なれば木工力11工技はーO %f̂] 外、然かも建前? ごりとなるとその牛分に渦? こぬ。こ

れでは材料費が加工伎の撒併となる。之が ￮ｴ に多〈 の ｾｩｾ ｬｾ 守を 霊長ることになる。要は 子 供工宜ー

習の使命力句作賞でないから起るものと者へられる。今後共論議されること〉忠よ、。木工賀

習ー駄張りから賓験、主としてコンクリ ート 賓験、測量賢習、排進出習、積算責習位が考
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へ川 されて米? こ。製 li;;i l もJSc ＼ 私服設， ［ｩ ーをやつにものが次第に賀ｼ際 的に なり 、小さく も ｦｬ Ｚｾ ［Ｚ

のIHボる lil!i ll師へ と鑓化してる傾向で ある。私{;; I.";-!J は依然と して芭米のま〉なるも J く却に fi'l'i

易化し ｔ こ。質際に到 ｬｾｾｍ 係の玉虫論の行 ＱＱＱ 告が制々 ｪ 段以になり、英 託 行が工業専 ＱＢＱＪ 析に力強＼ Il'， 

獲させんとしてゐる 。以 上一 般的の傾向 である。

動事事精神の酒養と賓習

アノレバイトデイーンスト( 労働奉仕国 〉、勤持を泊して計二の 内に真剣の内に |喝家観念の

減益と集園的 ｉ， ｊｉｉ 練 、 協調将ＡｪＧ ， ｦ， ＱＱ Ｑ の両長と韓育の 向Ａ ての外に勤労労働 ｪ の鍛錬 ｬ 二 、 Ｊｾ ｾ 怖を差しあた

ますサ成{ 1. 奉 公の念を助長せしめんとする運動集闘でゐるが、之が我が同 lこ及び一般的に賞

施されんとしてゐる口この傾向は教育精11111
1
に及ん でゐる。 この将1111111は労働を主とする

l倣工

墜校布切11111こ介致する。大|庇賞業教育協合では、 ff 習水位の商工を設置せんとして居る 。熟

練工 ＱＱ 日閣は今 や 隊ｼ家ｬｉ｜ｪ ｪ 題 化して居る 。 ＿Ｇ ｊ に ｾｾ｜￬ ｬ［建 築 ｦ ごりが米 ｄ こ賓初 Ｑ Ａｬｾ川論を考 へる方が

ある。建築Tごりがそんなにのんきに {lll ぴ切って居てよ いのにら うか、賓習の必Hi なること

は今更述べるまでもない。工業技術者は. E . ! I ¥論J巴ド¥' 7i でな 〈て、多少腕を持つ立ff: : t<! i : って仕

事を向ら球科度/i'，"If <: :る入 A を示すことである。 If，品工観校は貴子? を主主し、賀子干の技術謹得

に製在| も干キi迫撃 も修める のである 。 この中，!i 'l iJ ll こそ徒弟製校 fi lj 立; 以. ; j < : : の工業皐校のf : IJ II ::hi
ilI1

111  

にして、今も不縫のものである。 木工質管に不備緊li めるの J:l[ l.111のみ じて、勤労:j: ;ii，11111をやめ

る質努力 ｬｾ 川論は昔 Ｑｾ しき謬論である。建築 卒業生の 行方 は佳日 係、 ( ' h'版、内n'i U; 設計事

務 所、H，!f 負葉、 建築設備業、鎖骨業共他、 何れも幹部、殊に現場| 刻係なれば係 員であり能

率技 ＨＺｬｬｩ になる、 ｉｾ 文に賀習等Ａ日 Ｑ 題で ーな し亦 卒業生の大 部 は餓筋餓骨方 面 の仕事に従事する ｩ ｾ ｘ

木工賓習は無月 ｪ の長 物なりの 意 見 あるも 、到 ｊ 持 おＡｪＧ ｨＱ Ｑ Ｑ Ｑ を通して こ そ工業教育 Ｑｾｾ Ｑｵ 立 を認め得る

黙を考へるなれば一方に捕はれ過ぎる。更に進んで徹底的の労作賓習を? ば耕すべきではな

いか H言す' る。

軍科賓習に劃する私見

皐科はユ: 製的のもの科皐 fl' 'j のものにブJ を斤ーぎ、経 験的のものはそのi白行を現11)，の ま'::. Iこ

並列の ま'::.1こ興へる。 プ リント でも .Wへる 。

質管は反皇子I工撃的に整J: rJ l され、 現場と康平'1との 11¥1に大きな IlfJ きのないものは、 なるべ〈

遠慮な し経 験的のもの質習をな し、自ら 髄験せねば了併し真wきも のは質初によるべきであ

る。然か もその質習は賀際的ならしめる 。

賀子子の 門的は前症の n的の外に単に 技術の習得、熟練せ しむると 云ふのみ でな( 縦しみ

を興へ る馴染{ f [l il へるにある。 !MII 染のある仕事 には注; むも/ 1'，米、 興味も湧き仕事の能率を

禦げ得る。更に気安さが輿へられ僅かではあるかも 9: 11れないが、 自信が生れるわけーである

製佼の短期なる賓習にてー謹一能に建せしむることは悶測である。質習を辺して勤労ITJII 育
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を施し、技術的には組めてt : l J f l J 的の技術の習得に終るかも 5: 11れないが、 正確なる基礎を得

せしめその技術に封し 、 組愛の念ｻｦ抱かしめ得れば先づ成功と ｽ ｾ， ｬ 、。

それがfit には私印liの徹底しに技術と技術内寄与に封する確信があり 、棋準作業型が決定さ

れ るな れ ばそ う 多 〈 の時 ｉＺ Ｍ｜ ｉ ｻｦ裂しな い と ｽＯｩＡ， ｬ 、 。それが�［ｩ ｾ ¥こ)O'( <数多 〈各種の賓習をな さし

むべき である とjE、ふ。

耳H うの撃手:1も工製的 に格fll! しにし、。内脊も賓| 際化しに し、ofl 村長の盟主記 1-，からの 内寄与は /1¥

米得る限り少〈し＿こい。綜合的にｾＭｑ ｉ リ ｪ するとなれば一部はじむそ得まいが 、 ｗ ＺｋＧのあＡｪＢ ｬ ｬｩｬｬ ｬ
(主

従米の監'1子7f 的 、工場より知識を主とし? こ数段をば賓際技術-XH. J内容即 ち各職工の技術内谷

まで掘り下げて 見 ｔ こいと ｽ ｾ， ｬ 、。最近建築業防 ＱＱ 系の各 ｴ 肢工組介も 、 従米の運動 Ｗ こる賃銀を削

るのみでな く専門 技術へ科撃的 メスを振はんと し、 標準の LI : 政書を作成せん とし徒弟を fT

ｲ ｾ ｵＮ的 に私 育 せんとして 日 る。か〉る時代建築数育者・も 一 地 Ａ 日 ｬ 昭 ｩ する 必 要があ る 。 例 へばタ

イル工事なれば、 タイル工の技術内存へそのま〉 に{;; I接的の メス、経: 内I'e-j の メスを振ひ整

ｾＱｊｬな しに る 内 存へ と 入 り ＿こ い と 忠 よ 、 口

Ｊ餓筋コ ン ク リ ー ト Ｊ ｉ ｜ｾ 迭の私科書 ｔ よれば 、 工事指針Ｇ と か計算なれば計 ι 下手 引 ｴ か各種桃

浩物強度ー計算賓例を盟宮にし fこものが欲し い。撃校ではその 内乎引 と一、二の質例とをや

り、他を類推せしめる卒業後の計算の場合の参考ならしめる 。毅科書代は少 々高1ft になっ

ても仕方な い。 この方法 が最もよいと伝子る。悲し し、 かなそんなものはー1 1 ft もな い。説明

が長い)JI: 要な部分にな ると省略では欠11¥1 も11¥る。もっ とffi つT二叡科書: 指 導書が欲 しい。 殊

に夜製生の震には質際家の需に。

今宮夜間職工撃校建築科の使命

FHl旬、主 1i ¥I JJ. Cまれさ' る方々の1 . 1 に労働しつ〉 建築技術を1，} せしめるにあるが、一般的の

建築常識の外に特 ｊｾ ， 技能を名問に持 ｦ こしめる 、 一芸に ｩ 主せしめると ｩ 三五、までには行かな く

も之を特 色 とし Ｑ Ｍ Ｑ 的と する。行 ｎ ＺｴＮＨ｜ こ到 ｊ 傍するに し ても倍純係 、 ，［立 ｾ ｉ 次になる ｬ こ し ても亦山 Ａ ｩ

れ足 、 ｾ ｾ他 に従事するに し ても ー 革 、 主主築ｼ鈴 ｬ 係 の一選は大 い に役に よ っ。ｻ￝ ｉｊ へば 也［ 按には

Ｑｮｲｩｾｍ 係に 見 え るにし ても 、 家 ｲｾ 製 作 技能 、イ ｜ｊＩ ｾＧｩ ｾｲｾ 、 政工業 、 木 村工 卦 、材木 業 、 ｬｌ ｾｾ 、 ｫ

Ｇ ｲｾｾ 業 ｊ ｾ 他 の技能を 有 せ し める ｯ :( 1:率四 ヶ年の内に者1:¥] か〉るブ' 11白[に到Jめさせることにより

述せしめる。自身にある一巡こそ首夜川 政工率校卒業生念特色化11' ，ボる。妾11¥] では到底企

liiii ll l'， > ! < : るものではない口此のー裂こそ各自の特色とするのみならす、 そのー技術習得の髄

験 こそ帰来への仕事の血併と自信ーとお安さを興へる ことになる。 この一身一喜の外じ吏 lこ

貴子・，ｾｻｦ多角 化し てゐる。その賀習も業界の樺 ｪ 点者をなるべく網雑 し て 、 各陣技術の正悦な

る 内 孝子 、 現代最新そのま〉を児に ｉ｛ｬ ｩ｜｜ 人 の Ａ げ ｩ 向 ｾＺ Ｈ 質をも台作させる。民 ｬ こｉｩ｜｝ にイＧ￬ ｬ 、人ｉｩ｜ ｝ の教

育完成への粘准を以 て数r: I¥iの HFI りとする。
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ｾ科及び 賓 習方法並びに内容

感利はずl' 校 '1' の. f 11!j fJ l(oを抗ーとし、 その l有森は少くなし整]' 11!_ しをき卒業後の参巧資料 金1¥1，

米る Tごり提供することにする 。之が低には各{ i fi 伎術外の::UY-人 の向l援llj J に純り fこいと }/;!. l 、

ｾ習は業界人を その ま〉叡 ｲ ｷ に又はアドヴィザ ー として滋 Ｗ すに直接ーにｼ剣係して ｪｉ ふ。亦

その専I"J の技術研究のf . t に貨切工壌を業界人にI l FJ h土な し、 研 究 して頂き 、 その研究の生々

にる集前半，' [['!1j ｾ生徒に怖へる仕組にする考へである。Ｇ度予千は賀子守工場内のモデル賓習でな

く、 それを賓際に 4Xrwの千IIi，HIf. のもと に費際現場て;if 神なき しめる仕組にする 。布I i 消費脅は

休日を利)I Jすることにする 。

貫主? 内容も墜校(1'-) Ｑｾ Ｚ￮えｲＺ ＱＯￎ ｾＳ［ｬ 断的のモデル貰習でーなし ｦｦｬ 際のま〉その川に於ける技術と

その 結果 、 材料等に朴 製 と純 情の メスにて ｗ ｾ ｩＭｗｾ し整 ｐ Ｑ｜なし 、 その が ［ 県をモデル質併 でな

しＱＡＡに賀ｼ僚の現場でその中， Ｇ ｛Ｊｾ ｉ ｉｽ 検討せしめる方法とする 。 此 ｬ 起に Ｇ ，， Ｑ ［・ 佼 ｉ ｩ｜ ｊ 放ユ ［ 穆佼の判色

を殻仰せしめるも' ( 9、 その方法貨現はfBl Wroある業界人との接腕によりてのみ注成し件るも

のと 1，.i"す'る。

軍校内の責際賓習の内容

計ili: が定まり人的内容が整備しでも i r ' 設々備はむ づか しし、。 ("J しろ粧技は管業合11¥/:の棋

に椴資川米な L、か らであ る。金がな い、 それで生徒 ri 身の ) J でやれの「スロ ーガンJ で川

護してゐる。 即 ちＯじ行 、 ｉ ｾｪｾ 明、生装 、 木工の各賞＿子 、 工場の設備を材料のみ ｊｬｬｬ ｦＮ人して後は

生徒自身の乎でやる。工作する。亦エｦＱ［も 出 来るにけ乎製 ｦｾＧ ｯ .IDl みどろ礼二みどろのう1- ) 11ご

之が現u: も夜1m蹴工喜将校挫築科医11柿の苦悶である 。 ( J ! : し生徒も「ハ リキ リJ ｦｾＧ ｯ＠ H-どろに

その 内 にＱｉ Ｑ ｾ は希望に輝いてゐる 。 僅かの能 史 でやる 。 三 Ｏｖｱ ｬ Ｍ ， ｊ ， Ｇｩ 架 ｢ ， f(i :l : 似も k 汁練何所も

控装板乾燥機も乎製で ι 派に 11' ，Ｊｾ上つに。今 ｬ こ合￞ｉｴも研究市も ＱＱＧ ， ｾ七 、 Ｑ Ｍ Ｎ ると ｽＯ［ＡＮ ｬ 、。このうＱＭ ) J  

｟ Ｎ ｾをもっ生徒一年生から役によっ 、 否 Ｍ Ｑ 十 五Ｏ｜の立派なえ Ｚ にさんさへ生徒 ｦ ご ｯ J i. O %1こ依

るん よ じを有する抗伎 でこそそ れも ￯￮ ｮｊｾｦｾ Ｇ 。

" 下三年生までの宜ー子・? にが凶極の質習を剥してゐる 。

木 工 賓 習

工J I . - の取扱ひノl、物の製作Tごカ: ー・人前の大工が多い l攻、 それ勾ーを ll) J二子に仕事はし、く らでも

川 村 Ｔ る 口一 年で人ー踏 を終 り ご 年からはＺｫ Ｉ Ａ ｊｅ ｉＮＨｾ ｜ 川 の桃 ｪ 点モデ・ ｊ レ質也 、 現、 ｪＭ ｉ 副賞習に入ら し め

るもYり。

彫 塑 賓 習

デッ サ ンと ｬ ｬｩ ｪ ｾ 盟をやる 。然 かも ｯｩ 立 ｾｩ ｬ ーよりｊｦ ｪＡ Ａ 起し 、 石 Ｎｮ ［ 取 り までやる偵り 。 職工製伎には

不 似 合 ｌｕ はれるかも ＺＩ Ｚ ＱＱ れない 。 附 ｪ 点技術 ｦ こる建 築波 ｾｾ ｩ の習得 ｔ ごから一通 り やらせるに 日 ｉｊ
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に矛Jj'i はないと 思ょ、。一方次のk 行賀子? の7郊の il%'H'1にする? こめである。

左 官 賞 習

ｾｪ ＮｬＧ ＺｉＯｩ が ｎ ｟ 行 屋の私 Ａ 方 ｦ ごりに ＱＡ 際との ｩｬｩ 耕Ｚま充分 ｦＺ が 、 之に科撃 的 の「 メス ｊｾ 加 ｬ へて左

打術の整備に精進する考へである o ＧｬＺ ｾ ［＠ 11:  1¥淳史民所こそ大1[1( 1( ，' ( しと去へども l唯一亡。大阪l唯

一-のJ t=' j': ' 辺場fごから大いじ祇鼓して JU 早のnにも束力しに L、し、 業 界人の陵s}J により左' A・

肢体 ｪＨｾｦ 究もし ＿ こ い 。 ｲｊ下 その方 ＱＨ ｬｩ (1 il叩111/ 1、UI: し門 外はついてゐる。大阪 !e宵技術の妙技

の公rHJ が畢生の念W.t1/"j 志の御陵J l}J を希望する。

塗 装 賀 習

工場は械いが ＱＺ｜｝｜ こ 合せ ＿ｦ から仕方な い 。 併し ［ 伝紙天を簡 〈勢 ｲ ｾ Ｇ ｯ 数 ＨＺｉＯｩ はＺｨｴ ペ イン ｬ 、 子同 Ｑ Ｚ

の炭(:I/i 、 それにアトヴィ ザ ーとしてJよ捻誕百ij¥J-tl. 主 将の後緩あり 、生料製造者'-mi J と侠川者側

ー す Ｇｾｩｬ ｾ ｦｩ Ｚ＠ :K-j J  ［ 正 ｵ 築 ｬ ｩｋｾ Ｏ Ｑ 干の立場から 三 位 一 踏となってのち ｦ ブ ｊ で や る。 その 結果が今から期作さ

れてならな い。更 に賢習工場内ではモデル笠神をなし、之が将i事責習は業界人の灯-72: で日

ｈ 認を利川して質際の現場質狩カ ［ ｉｉＧ ， ｾ ＼ｩること に祈介ひが ｊｅＭ いてゐる 。

以 卜 ー の 十 て賢符ｾ［邑して Ｂ下 ａｾＩＺ ｉｉ の Ｑ ＱＱ Ｚ 界と巧へもれてゐる 、 Ｏげ Ｑ ・ 生装 ｪ ｴ 識 の 向 Ｎ 卜Ｎ にう ｦ ブ ｊ し

にし、必へである。

其 他 の 賓 習

米年度 ｬ ｴｊｴ 声 』 製 年は宜ー習 の ［ｦ，ＡＱＧＩＢＩＺ質習となしもり ￎｾ 貰初、訓 ｉｊ 量買也 、 強度計算質習を耕すこと

にしてゐる。

結 ぴ

夜川 倣了.皐校建築科に は何 等の作 怖がな い。そ れにりに感宇|の配賞、 質習内等 に制限をT

' x : けることが少 し、。それがnに自 I/Hこj巳ひ 切って新11未を加lへることがH¥米 1: 。勿論之が計

ｾ ＡＺ を ，ｩＧ ｲ 可 し 、 手足多の典 ｈ Ｚｉ｢ 討 を折 ｴ し切っ て ｭ し、 ｦ 二十ＺＡ＼Ｚ長に ｨ 忠誠 ｊ しなりればならな ｌ 、 ｯ 1)守支Ii ¥Jrごげ

に 浩 外人 の股 ｊｬ Ｉ ｊ も後外に幼く ＱＱＧ ， 米 、 数ＨＺ ， Ｏｩ も椛 ｪ 点Ｗ￭Ｍｾ集め得 ＿ こ ｯｾ 生徒も 府米共質際ＮｸＭ の徒

必比例斗: を件 幼〈なる，' i l ( J : ) 、 /-. の特色も柴々と i主成 し作 ると イ1; すコ る。

水 ＱＮＺｾ ｩｉ Ｍ ｾ ｮＺ し賀行に入つにばかり 、 その 紡月 ［ Ａーを凡ない故之が方法を ｩｩ ｩ ｴ 占 なり山知 、案な りと

も 三 ￬ＭＺ 官官も強制も しない 。ゑ ｪ 論精米の ｾ ｊ ｂ 科教育か く あるべし と は強調 し な い 。只 現 在の方 法

にが ｩ ｩ 怖を 入れに新Ｇ｜永 の一教 育法且 つ夜 Ｑｭ 工業撃校案として推奨 しにし、 。 御 ｾｴｴＪＧ ｊ と御指 導並

びにれ ｾ 住外 人 待 ｪｬ 後援を切望して ｪ ｬｬＡｆｦｩ Ｚ する。
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新 建 築 欄 |

外 観 車 寄

車 寄

“ 造幣局膳舎" i量計・大磁省瞥自量管対局・施工・大倉土木株式曾紅 1  VI I  



正 面 玄 関

外 観 ( 西 北 隅〉

2 階 中 央 股 間

VI I  2  九 遁 幣 局 鹿 舎 " 段計・大蔵省曽・嘗対周・施工・大倉土木株式曾粧



JE 際

主主 主主 室

1主 賓 控 室

“ 造幣局廟舎" 設計・大砲省書官鎌管財周・施工・大倉土木株式曾粧 3  V Il 



第 l 合 議 室

賞1 2 令 議 室

局 長 室

VI I  4  “ 謹幣局聴会" 段計・大蔵省嘗繕管対局・施工・大倉土木練弐曾粧



部 長 室

事 務 室

考 品 陳 列 室

" 造幣局腐舎" 設計・大滋省替繕管財局・施工・大倉土木株式曾融 5  VI I  



第 3 食 堂

金 庫 室 廊 F

座 ｾ ｪｊ＠ 室

V Il 6  " 造幣局聴会" 彼計・大蔵省醤纏管財局・施工・大倉土木株式曾量士



アメリカの統治闘ならでは見られぬ

風痩りな劇場である3 場所はパイン

ナップノL ラン ドーーハワイの下町区

域から 4 堕程離れてゐて麗し 、並木道

に面してゐる。

劇場建察としては診L くその周りは

線L た込る庭園や開般的な挑隻を自

由に待ってゐる。たどそれらの自然

の風景と正面のデザインがどれだけ 正 面

I つのものに融けあってゐるかは疑

間である3 まL てk - デトリアムの

内部1にまで温室D ように熱情値物で

飾りたてたのはヤンキーの制値の粗

さをよくあらはしてゐるa 然L 映鐙

「失はれた地平線」にあら陥れたア

メリカ人の幻想をこの劇場で占有足さ

せてくれることだらう。車両れにして

も悔の彼方のハワイのことである3

(  Archit ectural  Record， 

April ， 1938より〉

内 部

〈ハワイ 〉 ワ イ キ キ 劇 場

ト

FOY E R  L ANAI  

ト

断 面 圏

平 面 園

建策家 C ， W.  Oi ckey 7  VI I  



:翻翻

山強兵兵舎のl ! : ¥君主と 彩色鎗彫

V Il 8  ( ドイツ) バイエルン山緑地の兵曽

! 酪 合 妻 束 工 作 図

第 7 百1管区墜軍慰築課員と特に任命された敏名の建

築家の設計になり. 地方色a - と り入れ・出入口上部

や出窓閉墜には彩色された彫刻がある等多分に u マ

ンチックな綴式を具へて居る， zp面は音の信院に餅

じ然かも筒現代ジ ー ドルンタの形式をもち通風探光

共に充分である 3

CBaumei st er. Mai .  1938より〉

ｾ 唱 Ｎ Ｎ ＮＮ、 ， ＮＮＮＮＮ Ｎ 祖ＮＭ ，， Ｍ Ｂ

.  

酉E 置 図

]. 司 令 部 2. 兵 営 Ｚ ｬ 経理ｾ

4. 敬 練 館 5. 厩 舎 日 乗 馬 部

7. 鮒 富 倉 庫 8 . 兵 器 室 ! l . 病 舎

10. 平時金銭治場 11 ヵ・スハウ λ

此出窓は中廊下tて探光L 叉鮒序に役立つ。士。径はコ

ンク リートかき落L 。壁は漆喰習色粗面仕上。窓は

落葉限生地のま込。



門より- * 個IJ奥を見る

叫 自

.....'  .一 寸 ・0

， 11- ，ム

ド>，，・1

， "  ，.:  
; . ・ト ー，.:  

? ー1 f  ，.' 

ケー= ヒスプステノレハウゼン. チヱーゼンの古い公図にあっ

て Ｎ 以前の休ｾ所のあとに健てられたもので・其本館は Ｒ 階

建中央飽をはさんで・東西にzp，屋の襲が[ 申び正面の爾翼には大

きな祝祭場然食堂e : 講堂 4室がとられ・背面の謂認はアパー

l メン トとなって居る3 共に中廷に面して吹き叙L の遊歩揚

が採られ・正面の都には. 凝灰石の困柱が背面の却には木伎

が立ちならんで・直ちに中涯の芝生に出られる様になって居

る。アパートメントは中; 廊下で凡ての邸屋より直接庭に出ら

れる。街道は石・木材煉瓦で各々其畏正を生命づけてある

(  Baumeister.  Mai .  I  f f i 8より〉

日 :
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遊 歩 壌

( ドイツ ) ドイツ遅信訓練所
建 築 家 逓 信 妓 師 We r ne r， W Sc hmi dt 及び Ca. t ena 9  V  11 



内 部

正 面 外 観

VII  t  0  ( イギリス〉 ロンドンの St. J ohn' s Wood のアパート

7!野鐙 鍛 筋 コ ンク リート澄 外 部

金茶色煉瓦i J i り . 84戸含有する箆障

な大アパー トメントで . 内庭を避け

自動車路. 芝生専を設けるに便利な

やうに平面影をE 裂と L てゐる3 背

面芝ｾｴＺの 下 ＿とは 80襲の自動車を容

れる車意とガソリンスタンドがかく

されてゐるコ家賃は 5寝室型で l 年

約 700ポンド I 室型で15: J ポンド

である。

(  A rchi t ectural  R eview.  

May. l 幻8より〉

建築家 Mar ahal l  及 T we e dy



外 観

銀筋コ J クリ ー ト活白色煉瓦張. Ｑ Ａｾ 俸 にはレ λ トラン 耳苦慮

ごー I苫gsj 陳列室等合側へ 2 .  Ｚｬ ｾ 皆に股 室があ る。 窓は

すべて 2 蛋となって居り . 窓下のラデイエーターから上昇す

る熱気によってガラスの曇るの主防L 、でゐる。夏は夜も明る

く. 寝室D窓からオーロF ラや良夜中の太陽をながめる事が

出来る， CArchi tectural  Review.  May， ｛ ｾ氾 Ｘ より〉

( フィンランド) ラブランドのホテル

3 階 平 面 闘

山

2 階 平 面 図

l 階 平 面 図

燈築家 P.  Br omstettt .a D.  Bromst edt  1  1  VI I  



外 観

l 階 卒 菌 悶

A .  ! 廷図D テ ラ λ

n.  f . 号外 食 堂

。 食 堂

D . 居 間

ｅＮ 作業ｾ

F. 使 用 人 寧

G.  ｾ 霊前

H . 入 口 ホ ー ル

1.  ;JI 必 室

VI I  1 2  ( フィンランド 〕 へルシングフオ) L . ス郊外の住宅

Aalt o 氏D 尉邸で. 外部の

板張と白骨覧1ft . 煉瓦等の調

和 D よい2l ! 用は・如何にも

Aalt o らしし、

CA rchitect ural R evi ew.  

.T.  ｾ再版

x . 子 供 護

L . 寝 室

:¥'[ ホ ー ノL

N 屋 上 テ ラ ス

H . . 待 問

S. 限 後 室

'1' . 作業室D パノL コ: ; : . -

l' 建築家の部屋

2 階 卒 面 闘

A pr.. 19おより〉

建築家 Al v ar  Aal t o 



保 育 室

保 育 室

"  

Ｔ Ｕ 人を収容し Ｎ 建梁貨は 約 ｉＮ ｾポンドである。

(  Archi t ectural  Review， Apr・，1! J 38より 〉

卒 面 図

Dul wi ch の幼稚園 建築家 Samuel 及 Har di ng 1  3  VI I  



第 3 ユニ p リヤン主主曾

建翠家 ｾ ｐ｡ｵｬ S: hwεikher  

アメリカの各地に於ける建築家及建築に関 隣ある

美術家上 りなる建築研'ilff の本年度の展e ' ! i 曾は e アメ

リカの鋭習を打自白する矯に大に意味があった。

各I出の極れた建築家美術家. 設計家淫が展開曾

の賀用で沼集せ ら れ その地方から優秀な作誌を選

抜する駕に委員曾が[ 乍られたJ

残壌の出品の中か c，*料1介の もの 2 日やピック

. アップω して燭げる。

C  Archi t ectural F  orum， May， lP. 38より〉

ニューメキシコ ーーサンタ ・7 イの "N3vaj o House of Reli gion" 

ペy チレ ーシヨン ・ピノL デイング

建 築 家 Aymar Embury  I!， 

圭任技術家 O.  H.  Ammann 

設計技術家 Ral ph Smi lli e  

VI I  1 4  ( アメリカ ) 建 築 聯 盟 展

設計家 Wi l l i am P. Henderson 

ロングアイ ランドのフオレス トヒ ι に劃する中流住宅

青till 建築家 E D W.  J ames Mat hews 



- 時 報・

都 市の

20 11.1:*巳の近代 に至 るまで 、合衆国の大都市 lまPE

業の日目授とそのをま主主 にI9TI して S potl ight を持って

居つにのであ るが 、最 近 に至ち小都市が更に産業

の必 要の自慌が日E . 準されて来1: のでめ る。 今 日ま

で産2長官受注の動 向に無関心でめっ7こ都市[ 立 、今 や

活糸め る 産業聞をます 十 ｧｅｾ 緩行し始め Ｗ 、のでめる 。

前者の悠長なる) 湿度C1ethar gic att itude)1こ比較して

小都市( 本論文 に於て著者 の使用せる「小郡- mJ と

云 ふ云ム言葉は行政的 格競 が 市 、町 、村 乃 至11

厄 の如 〈 ・・・ 初lへなんであらう とL 、人口 25. 000

を下 ら5 る都市 営意味して居 るのでめ る〉はその

開 設計蛮の可能性( possibi liti es) ｾ多 く 生じて舟 り

且 つ自治穏 として合理的 な生活維持カ法 として見

込め る産業を獲得せんと努力して居 るのでめる。

比 の活動は新し い産業関空音への魅力ぞ犯つれり 、

既存の産業を燦張す るこ とを目的とし7こり又はそ

の爾者 会も目的としれ産業防j 授の企図が結果し? ー

のでゐ るc が然し賀際l士、只.!'il. に是は最後の手段

として考へ乙 れれ に過ぎな い のでめ る。何故なれ

ば、終局 的 には産業の所 調 “ short in the 訂正・ と

いふのは都市の7討を府 j mさせる と同 時 に産業泡勤

者 への繁栄的利径五ｾＺｬｴｦ ｪ 待し得 る からであ る 。 Ｎ ＮＮ

居住民 への職業、都 市歳入の精牧 、地方的商業の

依 張 主利 食が且iJ ちそれでみ る。

次 に再録しれ L のは 、 19Z9
1
f'- 2  ) J の A merican

2)  

Ci t y 誌 上 lこを苦表 に なっすこ E .  S.  Besseli ever 氏に

よる新 し い産業位置の焚劫 に隙lす る自治惣の根本

目的 と云ム論文の詳細を要約して項目的 に列怒し

にものでめるがその内容には傾婚すべき多くの示

唆が含まれて居ると思ふ。

l 、 よ り} 合大な人口

産 受 I業 的 白

北京 大製工業技術科長 ア サ エ ス ・ ノクノV ス

人 他に聴はれてない既存人口への職業

3、都1' 11 の歳入 、税 金 、水 道使用料等のJ j f 力11

4，地方商人への商業の滑加

う、銭道使の減少 と7. K上輸送' f i ' ( 1¥' ，の}什 )Jn

久 より主Ｚし 、 郵便の便宜ｾ加すべき郵便の益 的

J宵) m

入 銀行預金の府加

Ｘ ， 地方物産の分割 に よってｾｬｩＡへられれ肢告の

f此(1江

9、道路吹又にお する 幹線道路と i州の他の部分

に附す る認識

10、地{ 似の増加 ( I ncreased property vaJuat ion)  

が非常なる程度 に於げる保税の市1]1裂と 地 j )

改頁事業E主張の許可

是等の ｚ事 ｬ五ｾｾを＿純総 、 ｆ指古白が的 Ｔ句 ｊ に 要約して次の虫如 日 く云へ る か

L 知れな L、、。 E即i J ちゐ Cゆ るI関苅を後去計;鼓?苑tの包括的目 的

は者都R市 3を? して} 所y肝f言R

bett er  place in  whi ch  t旬。 Jiv川veο) ｾを＿述設 す る と 云ふ こ

とに量悲aきるカか、斗し知れな L 、、。

産業開設に閲する New Engl. and 

の小都市によ る調査研究

降って 1936
1
!' 頃 、ポエ トンの北J . l t 大芸品の工業後

TioAキ( the D epart ment 01  Industrial E engineering )  

[立 、 ニニι ーイングラン 1. "の小宮jl]' ↑J に質施する目的

を以って合衆閣の何民主れの都市でも自由にｾ爆し

ノト都市への産業;;L: l f に主主する調査研究をなす こ と

を= ュ 二イングラ y ド官主令によって依則されれの

でめっ 1:
0

l:! iJ ちその目的と す るところは攻の謝罪占

からでめっ? こ。 ( 1) 小都市の償援と云ム こ とが産

業誘i J lに闘して果して民の利金伝統す L のでゐる

1)  ａ ｾ ｡＠ S.  K n o wles ;  the  Smal l  Ci t y and T a wn  ｂ ･｣ ｯｭ ｾ＠ Inudstr y- Col1st ious.. ... .Part I :  A mer ican  

Ci t y， J an. ， 1938， P.  P.  4.9 - 5 卜

2)  /! :Pl: カ の都市に お し て果 して新産業t : lft の利会合備すでめらうか" ( “ Will that l1ew  

I ndustr y  Be  01  ReaJ  Benelit to  you? - P.  119.  )  

6 9  VI I  



かどうか伝説ｾめる事 、 ＨＲ Ｉ 開重量に附するＧｦｬ施計霊 ｦ

{ t - 持つ 1: 小都市によって踏襲 され るそ1' . 綴の情報{ t -

JIl: 集する事. そして出来得るなもば. ( 3) 小都市

に書きする 健全な る産業関空苦言十鼓を設立すること。

比 の研究に着手す る時、最初から小都市と云ふ

ものを 、25.000内外の居住者を有す都市と云ふ様

に、 その範囲を明確 に して居つ? 二のである。で 、

調 査 に蛍って先づ是等の都市がその時までに 、産

業聞をま計五! t { t - 1 ' l : 施して居つ? 、か否やを7・ そして若

しその言十重I {t- 1'l: lifs して厳つれとするならばその性

質、' l ! l 施方法 ( modus operandi ) 、経 質、管理等の

れもの〉なかには一般に 3 つの形式のある こ とが

明かにされれのでめる。 JWち

1. 商工合議所 . 痛 務 局 ( board of trade) 、不動

産協合 ( real est ate  associ ati on) 等 による助

成金の交附

2. 是等の言十輩は州若くは地方行i攻隊等によっ

て起されれものぐ或は西部パ ージ= アに於

3) 

げる Preston 君g百十撃の場合の刻l く聯邦行政

燃 によってきへ起されれのもめる〉

3. 是 等j; ;公徳心、の宮んTごrn民主主 ( publ i c sprit-

ed citizens) による好意的献身的努力を湿し

指示を彼等に要求すべく質問調様 ( Questi onaires) て起きれ? 二もの。

約 200 を是等の都市に主主附しれのでめる。 商 工 的 制fのか、る言十査は寧ろ肢〈耳IJ 周せられ

後主主せる質 問 調擦の内［直 ｾｾ ＮＮｵ 汝が Ｎ 希翠し＿二情報 且つ或る場所 に於ては頗著なる成功さへ修めて居

を香添へて返戻されてb { 汀このでゐるが、多くは説 る。 然 るに場所によっては . その結果[ ま全然失敗

明容簡の補足の様なもの であっ 1: 。 でないとしても務路すべき L のしめつ 1: 。コ Y ネ

分析の都合上. 都市の回答は その大さ に従って クチ カ ッ トの D anbury に於りる Danbur y 産業協

蒐集されれのであり 、関空音言十査に測する現存のF法 令及 7 サチユセツツの D anvers に於げる D anvers

度 は 第 l 表 に示す主主りでめる。 商工合議所は自iJ 者の昔[1類に這入る 、Danvers は足跡

の這入る都市の何慮の部分でも工場の

。
5  10  15 

床面積によって占め られて居ると報告

されて居る。毎年約 2.000弗 程度の計

査を持つコ Y ネクチカッ トの Norwalk

は、比の経' 1. ' ( の I. OOOf存位の言十輩が最

九正しいと熱心に報告 されて居る。

叉イ也のf i { IJ に付いてー去へば、 メインの

Watervill e. ウイスコンシンの Oshkosh

L 此の問題 に協lする l浪 1) . 満足すべき

結果を儲さなかっ1: 。然し乍ら是等雨

者の都市は共 に、 政府の助成イ訟を 取り

止 め様と試みられれ Ｚｴ ｊ ｾ ｪ［［彼の質 問 調擦

に指示さ れてめつれのは消]の意味のあ

る事であ るo Watervi ll e は次の如く報

告して居る。 JWち

吋先々は今や者s市行政昔日の定まつれ

歳出に主主して財政委員舎を持って居

り且っそれが成功であつれミ1J:{t- 立 詮

m

u

m

 

I  

勿勿勿勿勿分

」

j  

CHA R T  I - NUMB E R  O F  NE W  E NCL AN D  T O WNS  I N E AC H  F OPU.  

L AT I ON GR OUP  WI T H AND  WI T HOUT  DEV E L OPME NT  P R OGR A MS  

10001  

t。

15000 

m

M

m

 

20001  

t o 

25000 

墜璽 Towns ω …F 山

一 ーl第 l 表 二ユウイングランド言者都市が人口 に際じれ

関空費百十玉症の有無{ t - 表 す。

産業開設に関する 5 つの型

調査研究の結果は 、比の質問調擦への小都市に

よ る 回答を分類して見るし闘をま 言 ｉＮ ｾ 主の始められ

する " で 、他の事柄も大位同様でめ

るが . 歳出に闘する比の成功的規則の放に盗塁健闘

務官1・叢の成功をかへって失敬に何せしめて居るこ

ともブ乙 L かも知れな L 、。何故なれば、比の雨者共

に各委員合は彼等の産業計輩. ft H隼に椀i し、比 較的

VI I  7 0  

3)  R eview  of R evi ews.  December. 1933.  P.  45.  



小額の経質しか Ｑｾ しなかっ ＱＺ からでめる。分析し

に最後の結果から . 比の形式による 言「蛮の効果{ ま

保詮人 (sponsors) 、E塁主主す る人のタイプ及追求し

て行く先の利用する金額等 による重要なる引力に

依 1停す るものであ るこ とが卵j 明れのである。

第 2 の形式による成功若くは地方行政胞による

闘をま計輩は 、第 l の形式に影響されれものと同僚

な要素に依序する L のでめる 。但し個人的要素が

より重大であると云ふ仮定を除く。比の事に附聯

して 、 Preston ｾｉ 日計査として知られて居る西宮日パ

ーヂニアに於げる聯邦の計支は 、 それの利盆主 似

filHt' 詮明すべきものとされて居 る。何故なれば、

ｾ｢ の目 的 は農村 地 域に於げ る 小工業百日置の賀行し

件ベき詮擦とな るからでめ るo 1ごが然し我々の祭

ぴ併に限りに於ては 、比の線に沿ふて何事 L 完成

さ号て居らなかっ7こと云ふことでめる。国家の事

務 CNati on's Bussiness) に於げる Mill ard R ice  1式

全計笠に附して不罫合なものでみつ1: 。

之れに反してモスコ ー及ノマーモン トの St owe 等

rial  board)  によって支扮ばれてな い人員の努力

から優秀なる結巣を招占拠しれのでゐる o New  Eng-

ｬ ｡ ｮ ､ の者 ｾｔ ｬ ｬ の 内 で比の ｦ 也に経貨をそんなに 要 し

ないと云ム基礎の上で積 極的計蛮を賀施して居 る

都市 は、 7 サチユ セツツ の Walpole 及 T urners，

コンネクチカ ット の Derby 及 Hamden とメ イ

ンの Biddeford 等である。是等百十重の成功せる' I ! l :

倒は 、比の事業に積録的興味{ t > 有して居 る公 共的

精市1
1に宮ん 1:' 人々の精紳カヵ;原動力となって居 る

もので . 彼等の最後までの努力 には頭の下/ J ; るも

のがあ る。

小都市は如何なる利盆を提供するか

小都市左云ふものは 、大都市に 依 i字しな い産業

の位置に謝して成る怨皮確定的な利主主を提供する

ものである。最初決定し1: 位置 に於ては 、生活のカ

法等に時にま差異の主主す，る L のでみるが、生命と

云ム ｌ の｛立 、 ｾｏ￟により高質な調子ｻｴ＾以って活動し

絞りるものである。と云つでも都市ーが只ι容に緊張

[立 、土地 を?生産的 に利用して居る田園地域に於げ し切 って居 ると云ふだげでは空脱なものでめる。

る工業分散の貿際的論 設に成功して居 るのでめ る よ り健康的にして 而 も合理的 な生活が、比 絞的日正

か、る 地域に工場全結合する 事の可能性に闘し 、 い コ兄 トにて提供されてよ い答であ る。が然しか

敏 Il" lifJ 興味合持ち綴げて来1: ル ーズグエノレ ト大統 〉る 官条件は健康 、能率そしてE定資なる苦手働力を求

領 11 . それをp 11農 村工業主義の優秀なる事例H で めて居る雇主 に謝して一つの刺殺として作用 すベ

めると縛して居つれのである。之に加ふるに 、彼 きものでめる。 低級な労働を顛覆する ことは 、小

は更に土地 t 工療とを連結せしむると云ふ比の理 都市に取って第ーの利益でめる。何故なれば先づ

j慣に従ふことによって 11何蕗の州 でも 小 田園工 業 第 ーに多くの人々が、彼等自 身 のイ主主震を持ち得 る

が黒占散出ｾとな い ものはな いグと 信じて ｪ 苦つ ＱＺ 。そ

して例の T eunessee Val l ey  A uthor itiy はモスコ ー

及 sto we の影響であ ることを示して居 るのであ る

比彪で我 々は、 中心力 ( cent al power) に よって培

養されれ地力 産 業 を 持 ち 且 つ 労 働 者 ( worker) が

生活しF 4 M段村地方の技術と原料を利用するの

でめる。

Ij日後計笠の第 3 の形式と云ふのは 、必要性によ

るかj笠擦によるが、必 十しも明確でな い と離 し

比の形式が最 L 翠ましきものであつれと云ふ こと

は、疑ふ官余地 のな い も の で あ り 、E つM る程度

New  E ngland に於て探用されて居つに形式のも

のでめる o I! 1l ち言「主佐賀に よ く耐へ 1: 都市マサチユ

七ツツの Danvers は、現在産業局 ( present indus-

事で 、第二には非常 に多数 の一時的 労働者と 云 ふ

ものは . 小都市 に取って有金なものでな し、 からで

める。有効 な る労働者 の供給? 行ふ こと は困難か

伴ふかも知れな いが. それ等の労働者 は低賃金の

支扮の職業に就て徒弟的訓 練金受く るをよし とし

ない建中にして 、而 も是は都市努働者 のなかに見

出 され 石ので 、彼等を遁首 に訓練すれ ば 更に有効

に融遜性の利くものでみ る。か、る議論を綴げ る

べく 、 マサチユ セツツ の Gl oucester は次のfl fl き報

告全提供して居 る。

" 比絞的高度な熟練職工 を要求しな い或 る工場

合設置す る匁 には素晴し い機令であらうが、我

々は求職者 のなから無数に 青年を得ることがtH

;fjと る。で、是等は凡 て勤勉な善き 労働者 dちり且

4) “ T he  F ull er  L if e  at  Readvill e"， May， 1936， P.  25.  

5)  Webb Waldr on; " T hey' ve  Got  a  G rip on the  F ut ure". .  A meri can Magazine， March， 1934.  P.  64. 
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小 都 市 へ の 魅 力

製造業者達は 、小 都 市 と 云 ふ も の が 市 街 地 に 於

て獲得出来ない利金を彼等に提供するものである

としてゐ る。 一・・税金及保険率 の 軽 減、 公税額の

免 除 、工 場 敷地及 建 物 の 自 由 獲 得 及 他 の 魅 力 等 は

工場 誘 欽に附して一般めな形式でゐる。 C umber-

land， md.  市に頗る JfJi 大な工場Jj!f 設 置 しれ T he

K ell ey-S pring  l ield Ti re合 祉は 主 として 、か、るキ寺

殊 事情に.基いて建設し? こものであ る。 Ne w Eng 

land に於げる此の範例 には 、税金と u代 料 の な い

メインの Ol d T own、 或{ ま叉マサチユセツツの

ａ ｴｨ ｯ ｬ 及コシネタチカッ ト の ｐ ｵｴ ｮ ｡ｭ 虫 ｮｾ 移鱒料

を提供しれの L ある。然し乍ら 、是等( ま只単に} 込

村 地 方 に 位 置 を 決 定 し に 製造 業 へ .1) *11盆府組れ、

ふことでなしに 、震 に 彼 等 は 普 賢 な る 勢 働 者 の 供

給 、 害事的 ｬ 手識のない事Ｈ多少は止むを ｾｱｾｴ ないとし

ても〕原料の供給に接近して市t t } が役に 立ち 得る

と云ム 多 〈 の 要 素に よって成 功 が 助 成 さ れ れ も の

である 。 若 し さ う で な い と す る な ら ば、hffi t潟の耳IJ

金 を 立 詮することになる のである。

“ Bai t" による産業の誘引と云

ふことは有勝ちなことて。るる

前述の立日き誘因が社千? の産業への引力であると

云ふ考ヘカが今日向彼等に作間 1;. げて居るとは去

へ今日の傾向は明かに その考へ" }} がまE際 か ら遊出I!

して居るのであると云ふことがヂ1J 明7二のは皮質す

べき事である o t ! J l ち小都市と云ム L のがポ ーナス

を提供しれ h 土地を央へ? こり又は稔舎を? 免除 k
. NJ λ 4  

1: りしても結局 “ Wandri ng panhandl er" や “ hobo"

のl極主等によって搾取されるしの であ ると 云ム こ

とを既々 後見すること は悲しむべ きこと でめる。

1936! p 3 月号走行の Ne w R epubli c に[工 、ペンシ

ルウ‘ エニアの商工令議所 は l 遡聞のl f ' - 均賃金 3 弗

程 度 に支抑得るシャツツ工場を その都市に誘致; す

る0/) に 、 2.50091' 1'つ1ずーナ 兄を提供しれと云ム記

事が掲載されてあつれ。げれど L 比の骨量土は作業

開 始 後 2乃 至 3 ヶ月後に して 、比 の外 の 2. 5:l 0 弗

の 7h' ーナスの提供によってペシシノレヴエ z アから

3  ｾｩｧ ばかり首位れれ他の都市へ移動 すること を勧誘

されて居つれのであ る。 而も その湯舟U: 云 ふ の は

同程度の苦手鈎j 賃金 で 再 び 後展し得ると云ふ民主でめ

っ1: のであ る。之と同政な経験営例の Cl oucester

L 亦経験しれのでめる G t! Jl ちあんま り信用( ， tl H収

ない靴百百合と比の都市 ( Cloucester，) とが殆んど

5.000 弗に近いが ーナ兄で協定を結ぶ ことによっ

て苦い経 験 を な め さ せ ら れ1: のでめる ollif くして

是等の完成から? 学! J1J tl のめる自由勢働者動誘 に除j

して彼等の Ju1 t となっ1: 商工合 議 所 と 製 造 工 業 協

合、自身が違犯者である事が卵j 明し1: のであ る。

然し乍も都市は比の事によって善き敬訪l陪 皐 ん

どので今日では 、i [ に多〈の失敗{ e 衡す絞な事1;1

T空行を放来する 伐にして居るのでめる。マサチユ

セツツの Turners Fall s  IH'lli 1吉を 以 って 、 ""'JJt々

は多〈の財政的補助を受げなげればならないと云

ム舎I D: には 、普き古iJ 主主がな い桜 に 感 十 る" と並べ

て 居 る 。 同 時 にl時勢佐凡 てゐる同州 のS tought on

lま 1，我々は況 に利害附係自? 多〈持って居 るが 、比

の誘惑と云ふことが秩序を備しすのは副長であ る" と

云って居る。小都市と云ふものはfむに開設計笠 へ

の要求 に到して使用E するばかりでなく百十誌の普し

惑しに附してその聞の差具合充分明白先する必要が

あ るo C loucestes の商工合議所の理事 L. ]. Har t  

氏 1; 1 是等の事柄営要約して H我 々 は 一 つ の 産 業

の位訟に就て顧み? こ i時、 今 後 比 の 作 業 が J，x，Jj J 制

になし ｾｈ ・るでめ ら うと云ふ官条件に就 ての 丸 透が

C loucester  Tli 自身に付し、て居 らないと す る な ら

ば 、如何な 5 誘惑にし場へ得ると云ふことは 、む

しろ無意味でめる税な主主がする " 主主主べてゐる。

開 設 計 壷 の 選 接

各自治惚( 主 、 それぞれ各自の利害得失を持って

居 る ものでありそして又減る待殊産業に到しては

特別! な る 遡 燃性 の あ る司与 を 認 識 すべきも のであ

る。であるから是等の要素から官1・: J i 遂行の決定を

なすべきである o 然 る に そ の 形 式又 は 作 業 の乎 綴

等 は 自 治il.:¥' の要求に依存 すべ きしのでめ る。 産 業

Ｈｬ ｮ､ ｵｳｴ ｲ ｹ Ｉ を持 ＱＺｾＭ る者 ＱＱ 市は例へｊｬＡ｛［に工場 Ｈ ｉ ｡｣ ｴ ｯ ｲ ｹ Ｉ

6)  L. ] .  Hart ， manage， C loucester， Cha mber  01 C omerce， J anuary， 12， 1937. ー

不 1 St anderd 鋭1J t ! . によると “ T o beg money on  the  pupli c  hi ghway" とあるか二一“ 路上の乞主主

の事でめ らう。( 持者詑〉

*2 同 上の綜! . U! - によると“ Wandering wor kman" とある かむ ~浮展苦手働 者乃至 は 自 由 労 働 者~

の事でめら う。〈詩1者 設〉
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が存在しE つ叉求職の程度が恐ろしL 、複あると鋭

い 手 績 を 進 め る潔 lこは行かない のでめ る。が然

し、此の手績といふものは 、直ち に労働者を必要

としな い都市に 於て い よ り 積 慢性を持1: さねば

ならない。

で、最も有効な目論見といふのは 、完! 成すべき

言!-;!Eの意図が単一 目的である事であ らう。然し乍

らJl hの目 的と云ふしのは今場〈の如〈 分析してみ る

こ とがm*る。

l 、都市 に存在する産業の扱張

2、全〈新し き製産物の製造機開( 久1: 1工場〕

へ の舷 ー力

丸 投位されれ る産業分工場への魅力

久 {也の都市に日正に殺立されであ る産業の移動

iiii して此の計IH・l士、以 t のアイ ヂ アの 一つ若〈

lま幾つかの組合せ によって型巡られ る しのでめる

で、J &功の可能性が最も多〈めると忍ばれる L の

は、f也に非らさ' る分工場 ( branch plant ) の魅力の

上に集 中 されて尻一ると思はれるのでみる 。

メ トロ ポ リタ Y 生命保験令祉によ って指導 され

れ調査の結果 によれ ば 、新 しい工場又 l i 分工 擦 の

役 立 とい ふものは 、 他の地力よりｾ設 の 工 場金誘

致 するとし、 ふ ことより遥か に重要 な ことが指示さ

れて居 る。が然し、比 の調査も亦個々の工場に測

する限 h 分工場及移動工場 Crelocated  plant s) は

l話人の歎 Cnumber of empl oyee) と云ふ ことに 闘し

に於て 、分工 場」正午与弱j 工場毎の混入の卒均歎と云

ふ ｌ のは 、 新設 工 ｾＺＱ 手の平均恋人数よりおｾ、数 Ｈ､ ￯Ｎ

ｾＷｦ［して居 る か ι でゐ る 。

第 2 に最も成功して居る工場と いムのは 、神 di

が彼等の現 Ｍ ＨＮｦＭする工場のみを ｾＱ 町 長 せんとするな ｩ 到

のめ るところに於て v める o i也の工場は既存工場

ｾｾｾ ｩｦ 長し且つ隆盛 に 赴いて居る都市に誘引 さ れて

行くべきでめる主云ふことは頗る合理的なことで

みる c であ るから 、比の目論凡に 11111:存工 場の自主

張のみならす，新設工事の誘致と云ふ こ とを' t e際的

に希宅するとこ ろであると云ふ理由か らウイス コ

ンシンの ｏ ｳ ｨｫ ｯｳ ｨ は次の仰 ｉｾ 怠凡 ｾｗ 供してゐる

" 我々は現代に於て地方の久は既存の工場を建

築 すること の11; 1][ '浪を受げてゐる。現代に於て産

業上長ムることは彼等の支商I Hに程〈匁に地;j

によ って提供されれ財政的誘惑でめる 。 そして

比 の地;I はそれ自身の産業の附fr.:t. に劃して JJ)JiJ

しないと云ふ こと でめ るり

叉 、パ ーモンドの Barre に於ては竹百 u去 の *

であつれが、 あらゆる可能性に賛成するものとし

て;i 日銀し絞りて府つれ商工令議所 の理事法は 、此

Barre に於ては新し い産業を探し求め る匁に多く

の ｬ 時 ｬ 簡 を Ｇｾｊｾ するより 、 花 Ｏｦｲ ， ｪ 岩工場の・方が透かに

可能性のめ ることを?指示しれのでゐ る" 是等の意

見[ま 要するに 新しい産業土云ム L のは労働者が原

Iri'l こnj る官il に家庭工 業金始め るでめらうと云ふ傾

て更 に重要なこと でもあ ることを示して居 るo 仰 向全示唆して居るのである 。( 衣践 に矧 <.) C勉 '1"

放なれば合衆凶全憾として 、 各々地問 星野 ｬ 二 の ｉ ，Ｇ ，ｾ域 宗 次郎〉

自 動 車 の 危 険 也 、 ら 安 全 な る 住 居 地 域*

カリフオノ ｖ ニア ｃ･ｲｲｩｴｯｳ 公 ｉ ｾｬ ｩ

カリ 7 オルエアの Lon耳 Beach C人口約 185，000 よって 、 Ｑ｝Ｚ Ｑ 時代の隠劉笠現力法ｾ除去して魅力に

入念 歎ム) 1土、西部の大都市のなかで 、近隣(:1;舟 符んだ近隣住居地日月後の縛 め、大規模なる 計 誌を?

地日日 夜に闘いその待{ 教を稜揮しれ最初のもので 提案し1: のである。比慮に採録しれ卒前回( 工 、 ヵ

ゐ る、EJlち それは貿際的な而 L現代的都il r設 計に リ7 オノしこア Palos Verdes 経管地の都市計輩家

7)  "l ndustri al  Development far a  Communi t y" ， Publ i shed  by  Metropol i tan Li f e  lnsurance  Co. ， 

1933. New York， P. P. 25- 2¥.  

持 A "Motor-Saf e"  Resi dential Di strict; Cerritos Park， Carif: Ameri can Cit y， Apri l ， 1938.  p， 87， 
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C harl es  H.  C heney 民に よって設計されれもので 壁健、サ イン( ネ オン サイ Y の立nき〉等の設計.

める。 色彩及位置等を審査するであらうところの恒久的l

C erri tos 公園計査は 、商法度交遁機闘の危険及 建築局 ( per mament archit ectural  board)  を創設す7

ぴ街路の騒音とI f : ちた等を大部分除去する ことに役 ることである o 而して是等の建築が着手される首相

立つのである o 散歩道と自動車道は全然分縦し、 に彼等に劃して 、適常な意見を? 附して建築許可を7

人道も車道から出 ｾＡ￉ れて居る ｯ 40- 80英町の Super- 奥へる様になすことでめる。 Cerrit os '公園協合と

bl ock の中心部に於ては 、 歩行者は . 公圏内を貫 稀する永久的な利金を目的とせき' る祉関法人の闘

遁して居る散歩道を使用し得る tまになって居る。 骨量が創設され 、 どの敷地の所有者でも I  {!二の所得

各戸グノ家々から自動車に乗る矯めの小路に lま並木 税 Cupkeey tax) に従って 、自然に合員になり件る

が直線的に配植されて居 h、 そしてそれが Super- 様な仕組になって居る D で、比の協舎は公園と 遊 園

block のなかに鋸歯状に刻みこまれて這入込Il で 地を所有し 、且つ高級な近隣地慌の構築を自治と

居る。 T 型状を? なせる袋路 CCul - de-Sac) 若くは 、 しれ完壁なる地域制限、住居法及f也の必要なる手

Tur naround の小路は 、行終り Cdead四 end) を型遣

って居る。現代の新型の自動車を以ってす るなら

ば . 比の行終りと云ふのは生活に最も安全なもの

と云ひ得る c 遁過這路の放を滅ぜんとすることは

百十査の夏さを意味するものとしての最近の目標で

ある。

此の巧みなる整理の結果として 、各々建築的に

魅力める住宅は、公共的な主主過道に直面する代り

に景鍛の! 美しL 、都市公園、若くは散歩道に面する

と云ふことになるであ らう。是等の散歩道や公園

lま、Superblock ｾ分離して居 ｨ 交遜幹線道絡が

下金主主過して居る届置い斜道によって総槙的に主I ! : 結

されてゐ るo m < して居住者は幾暖もの n彰がめ

h 而も安全な徒歩道、遊園的原野 Cplayfi eds，)  

馬道 ( bri dle-path) 及森林等のある小E告を亨有する

ことになるでみ ら う の是等現 代的の利 主主ｾ準備 す

ることに倒して 、設計者(ま二ユジヤシ ーのラッ ト

バーンや L ong Isl and の Greenacres 等の住居地の

段- r e 含むところの制限を強制するのである。然し

乍ら 、傾聴すべき現由のある困難な事情のある場

合{主 、以 t の制限の若干の修正も亦止むを件ない

として居るが. 斯くなすことによって 、厳司討に過

ぎ1: 醤式の市1][浪をば幾分でし緩和することが: ¥11来

るのである。西海岸に於げi . I Palos V erds 経後地、

R ancho  Sant a  F  e，及 S t，Francis のみな らす 、 力

者 2

Y サ見市の同国f具築部地版 、 ロY グアイラン ド・の ー

F  orest Hi ls 同国都市及パルチモアの R oland Park-

H o meland Gui l f ord  等は比の保謎計三t に従って成

功観に試みられ? こものでめる。

比の ｃ･ｲｲ ｩ ｴ ｯ ｳ 公園 は Ｑ Ｙ Ｓ Ｗ ｾＡ 三の春 、 完成しれ一般

的計査に依頼し1: b"; と 雄 い 止bの公閣は単位地

区内で成〈散在的に関空まされれ L のである。此の

区域で関空豊中にめる部分の所有者 J ot ham B ixby  

C ompany  (立 、前以って本誌 に採録しれ図面の定例l

下在日の角に示されれ Bi xby knoll s 及同図面布飢11 F  

昔日の角のili 遜過道に治ムて 、商E置しれ Bi xby T e-

設計 lこ於げると . 同様な最善の経後法を利用ーする rraceの記録闘を所有して j吾る c'lじ端にある A tl anti c

事ｾ要求して居る ｯ 此の計査は 、 都市及 び 郡 吉十鼓 村は日正似住宅の言十輩地 にして比のなかに最初22の

委員合の雨力による衷心か らの支持がめる。
住宅単位の新言十鼓が完成しれのである じ

建 築 統 制
都市協曾 (Communi t y Assoti ati on)  

土地の計量i: と同等に建築統紺1) と云ふことは重要 約 I. 000， 0009fl ｾ台以上の経費が是等の地域に於

なことでめる。此の1: めにはその地位;i に聖書して完 げる住宅建設の潟めに投資され1: 1，ので 、 l日も是

全にして周到なる建築の保説的統刷計量 ｉｾ 採用す 等の住宅中の或るものは 、L ong Beach にjたりる最

るこ とである o 都市の1: めに善き建築の掩護. 近 美のものであっ1:0 ili 区割強理地版に於げる{ 主主

隣との調和及美の府巡と云ふ ことは 、凡ての建物 所有者 lまC errit os 公園協令への JJ I l 入又は土地を挺

長 1 A rchit ectural  C ontral. 

後2 Count r y Cl ub と云ふのは一般にゴルフクラプの名 に附せられる名でめるか乙此の敏一合 L

カンサエ市のゴ ｊ ｾ 7 クラプの名でめ るかも知れな い ( 存者設3
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供する機舎をも奥へもれて居る。是等の地域に劃

しては 、各々分散しれ、 そして比較的小規模なる

協舎によるより寧ろ 一 つ の強力なる協合によって

管理され1: 抱括的地域に於て近隣計笠を樹立する

事は、住宅の賄'入者 及 住 宅のl仮資者の雨者に取っ

て最も健全なる都市政策であると感ぜられる。

言十重fに測する比の極的形式が経演的でゐる事{ ま

好 〈 知 ら れ て 居 る 。 Cheney 氏による研究lま、

Bi xby T errace 池町ー( 留式のh・4剖整理の裂は図面

の左下郊の角に 示 してめる〉の60英町に就て{ 立 、

地阪の29.8%が道路及小路 CAlI eys) 等の面積に充

営されてゐる: [ j j : が示 されて居る。創立の新形式の計

王立では官iJ お と同等乃至はそれ以上の陪! 日を持? こし

めでも f荷ほ僅か20% しか道路面積に 充n・されてな

1，、。比の地域の 10%は経済的に公園敷地に編入す

る事が出来る。短い経路にはほんの狭い街I i 袋が必

要であり 、又t主際比の苔式の方法 (e超tきして尖民主

には公図の梢樹伝授。luし且つ吹叉する事によって

まだまだ充分 セープ さるべき ものがめる。

HPち、吾人の生活を夏に安全になしE つ魅力に

宗ん7ご環境を構築する方法主 云 ふのは 、EE時代の

馬車及二輪車時代と殆んど同程度の経授を以って

自 動 車 時 代 の 危 険 府 加 に 備 へ る と 云 ふ こ と で あ

る。然し乍らそれは周到な計輩に従って闘をまされ

れ各単位カヨ: に矛盾する こ となく 、徹 底 的 に 貨 行

されて居ると云ふこと によ ってのみ獲ち f誇るもの

でめる。〈勉井幸次郎〉

1. 000 英 町 の 住 宅 地 域

におする 作自動車による

危 験 防止 仰の新計“ ・・

Superbl ock は40乃至 80

英町の面積を有し 、 そ

れを交遜道路が園紛し

旦つ関口を持7こぎ る自

由道路が遜ってゐ る。

凡て の ロッ トにはその

後部に袋路を単に! 繁い

て居る短いサーゲ旦周

小E寄CShort -end servi ce la-

nes) を有して居りそして

それがプ ロ ックの '1' 心含

遜って公園に至る散歩道

に直面してゐる o J 1: 等の

公園は 、Superblock から

Superbl ock へと下部遁過

道によって結ばれて; ! s 織

しでゐる。

D' ) I ( N，P  IY 
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オ ー ク ラ ン ド l:! 住 宅 問 題 に 直 面 し 仁義

現代の都市 lま住宅が頗る歎か: ましき状態にある 棋な L のでみる。或 る人は H我々の都市には且ラ

ことを＿次第に白ｾして来て帰る 、 而 ｌ か ｨ る状態 ムはないのだ" とf荷lま去って居るであらう 、Tごが

の住宅内に居! 主することを? 市民 l i5'i¥1fi lj されて居 る 然し叉他に 、 それは彼等の版本的な過失でめる司王

検 Oakland F  ace Housing  F  acts; A meri can  Cit y. Appri l .1938.  P. 107.  
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ｾ彼等の十 ｬ Ｇ で認めて居 る 戎る勇者をも見 ｕ ｾ し得る

と云って居る。そ こで此の雨者の線本O(J な解舎を

ON( ;  J UV[，NIL f:: D [ ，Ll NQU[， NT- ・

tri 1  I函 少年犯罪数分布悶 ( 1931- 1935)

L f: G f: N D  

0 %  10  1 0 % 一 一 一 亡二コ

11  %  T O 7 0 %一一- E三ヨ

7 1 %  T O  ＮＡ＾ｏＥ ーーＭ ｾ

. ! >I % T O ＮＴ ＰＥ 一Ｍ ｾ

.4 1 %  T O  ＶＰＥ 一一Ｍｾ

6 1%  T O  9 0 %一一一 医麗圏

8 1 %  T O  10 0 %一一一 -

VACAHT O R 船 仲 院51院 側 Tl AL ー ①

第 2 国 各プロ ック の要改修: ! l T に不透if主の

住宅の制合

V lI 7 6  

第 3 悶 各プ ロッ クの{ 主宅に各戸毎の使* s :

化粧及浴室の殺げなさ L の

ｾｾ ト ベ 〈自 ら分析究明 する事の必要を認め直ちに賀

行を開始しれのでゐる。

比絞的美しい都市でゐり且つ立涼 1j . 住宅n; lli: ち

並ぶ カリフオル ユアの オー クランF ' 市 l立、土地の

測定色調査念行なって土地計査 と調査が完了しれ

商海岸に於げる個数の都市の うちの一つでみ る。

19361
1三よ月か ら、 1936イi三の 7 )1に 至 るまでの聞に

於げる Oakl and. Pi edmont .  San L eandro 及 Eeen

T o wnship. A lameda ｾｉｒ に釣す る資料 ｬ 立 、 事業ー促進

対の共( 訓示によってj ) [ 集されにものでめる。而 L

JI 'bの共働者と云ムのはオ ークランド‘ 都市計査委只

令によって保1まされ且つ言1・輩技師 r. s.  S hauttu-

ck 氏のEt 怒下で研究中の者にして 、近々資料11¥)板

の ｪｾ め池闘を作闘し ＱＺ ｾ＠ ，茨を作つれりして府 る

:if rl' でゐる。

Jl bの凋査は ，ｾＧ Ｎ 岬 ＱＱ 、 図勢調査地域 ｃ ｃ･ｮｳｵｳ tracts )  

及経済院域等によるｪｊｲｾ悶内で住宅の建築物及住民

1: 1'I.t立に除l して記述的報告を準的f し仁のである。そ

れは住宅の榔2位、形式 、状jm及年代等のみならす，

給永排水及I j ' 火i $: 房校長11等の刻1き近代的施設の有

Ａ ＡＡｴ 及 ｊｾ 慮にｻ字在 する 人種並 に 人口等をも指示して

煎るのでめる 。此の調査研究 L 亦少年の犯罪率の

高率でめ る地眠、結 i亥病の死亡率の高 いとこ ろ及

非常に多数の[ 呼染性の病系が後生する地域等を包

含して居る。 ...... JJ::. 等lま非常 に例年討し且つ建築物

カ;;:I I"it i ; に古くて損傷して居る地恒にキ自治'する ので

め る。

図上に図示食 '1こ提供され? 二あらゆる資料が 叶9



36
1
p. の土地調査 '1 寺第二谷に悶解的 CGraphi c Anal  のでゐ る。立n斯研究方法によって 、 オー クラン l、、

ys is) に修めら れて居 る。今比慮に再録し1: 地悶の Tli は住宅の改修、絶滅及土地の再整理等の究施計.  
三つの小部分[ 立 、各プ ロッ ク毎の少年犯罪歎の分 誌を樹プ1 : することが、可能となる認でめる。

布及同地 [1;)，. に於げる不支住宅の分布等合示し 1: l， Ｈ亀 井 幸手 ｾｮｲｯ

プリヂポート の新 設 空 港 が 急- 速 に 完 成 に 近 L紋

ヨンネグ チカッ トの指導的工業都市の 一つウ :持 l 年半のf l : ¥1に於て完成されるものでゐる 。

* の披張の可能な411合 01象想して比の空港の建設 今比重量に 悶示しれ模型の立，， ｾ 空路の ｾｮＧ￬ ，住 ｬ ま 、 簡

をま笠めっ、あ る。 業航空局 ( the Bureau of Ai r Com merce) と事業能

Bri dge Port  1立以前 Mol l i son 空港 と科 し、個人 準局によって認可されれ L のでめ る。比の空港は

所 有のものでみつ1: 。共感は H ousatonic R iver と 各方向に封 し、北 南のカ向に 2，500 l! R 、恒 風

L on耳 Isl and ｓｯｵ ｮ ､ に直 接 して ｉｉ Ｚ ｾ 口のめ る水上 ｴ 幾 のカ 同J に 3，500 IJT(  ・ 北見 ｉｾ から南西よで ・ 及 北

丹 ｬ の 投 錨 ￬｜ｬＡ，ｩＢ 持ち ｒ っ ｾ ｦｦｩ￮ｾ Ｑ｝［ tこ扱張、調制等 L可能 j J f ，j から南京の 方向に 3，000  ｲｹｾ 等 、 各積の ｖｪ ｻｬ若障の

な原野で固まれ1: 259 共町の空港でめ る。本工事 滑走路な持ち 、 そし て々巾 う00 r次の着陸用併状路

は事業促進舟 ( W . P.  A ) の 557，153 弗と市' 設局 Cstrip) を? '"1

'

心に 巾 100択の bi tuni nous penetra，ion 

からの支11'，372. 197  vl; 0 以て若手し 1: のでみ る。 滑走路を持ち孔っそれが滑走路の全長にまで (11

'

ぴ

本工事は四の単位に 分割され 、而 L 各々の単位が その雨路に11直俊約 200 択の j J ｲ ￍｩ ｝ ｾｙ ｊＮ換 Ａ引 を倫へて

完全に分古Il して帰るのみならす，、現在でも街航空 居 る。

機のを走者 に公開 されて舟 るの でみ る。単位第ーの 此の;;hl主は完備せる空港 となす必要上、滑走路

工事政は 110，447 ｾ ｲｬ で 、 その内 ＲＰ ， ＰＲＰ ｾ Ｈ 立市 首 ｊ 舟 の排水組織は 、地盤の表面水及iToJ * 等の潮流等を

にて支挑れる L のでめる。比の空港は 、 l 年乃至 地下水の水準高まで下す必要 一|二6，000 ｉｊｔｾ の無言葉扮 ｊ

s R ! DG E P O R T 0 E 'vv'  A I R P OR T  

ｾｮｒａｔ ヂ ＰＰＰ C O N N  

ＢＧＱ Ｐｄｅｾ＠ 11" T H星 F州I 1F ' f L O (.。υ NT ) ' ￞ｬ 八 ｾ Ｂｎ 仲 ｈｩ ～ｓ ｾ ｏ ＨＮｬａＧわ ｃｎ

W P ^  ? QO.J f CT 叫ヨ 2317

o Qe :5( Nγ : Al ' ON sγ マ: HE B則。GE POQT Ct 1AM8J ' ミ0 1' ι . 0' " 同 E R C E

プ リ ヂ ポ ー ト の 新 空 港 模 型

後 1936 Real  Proper ty  S urvey 

ニ ム 設 Bri dgepor t's New  A irport R apidly  Approaches Co mpletion;  A merican C ity， Nov.  1937， P.  57.  
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を設濁してゐる 。 Bri dgeport e云ム名稽は. 1ことへ現在ーでは航空

比の空港は 、Bri dgeport の郵使局及餓道壌 か ら4 施設が不充分でめ るとして い コy ネクチカッ ト

略 者 いま12分で、図道第一担走路線な る Bost on 郵 介l のf也の如何 なる 都市より も航空乃至航空念行使

使道路及ぴ Merritt 公国道路から 2 哩にて逢する の務迭を?増加すると云ふ見地から 、比の空港に附

S tratf ord に於げ る L ordshi p SaJt  meadous の上 せ られれ名格 の様に 思 は れ る。地方商工 合議所

に既置され? こものであ るc 而 もその場所は殆んど CT he  JocaJ  Cha mber  of C om merce) は 10年間 も比

無制限な披張に針し 、仰を量的 な危険性のないと こ の計査に関係して来? このでめ る。然 るに充分な る

ろが選定 されてあ るo RJl ち共盛 には空港の何れの 空港施設 を必要 とする 銭 l入 賞際的要求ぞ具穏化

カ向 かちも高〈張られに定線や 、高い煙突や若く しつ〉あっ1:現在の市管理聯A l . の協力を得て 、か

は樹木等の存在が ないので障碍燈 CO bstructi ong 、る言十覧テ創設す ベ〈 頑張って来れのでめ る。

liht s) ｾ 必要 としな い のでめ る 。 此の新設 の空港に直接して 、汎アメ リカ船舶並

此の空港には 、飛行場を境界する 境 界燈 Cbord- にイ也 の快走 帆 船の 設 計 者 ｾｊ 枚 容 し てゐ る ｓ ｩｫ ｯ ｲ ｳ ｫ ｹ

er  li ght ) と格納庫及港務局建物周 の障碍燈 とそし 航空合枇の大工場が存在して ゐる o ( 認証件幸戎郎〉

て標準危飾 による風向指示器 を設備する であ らう

量 よ 質 の よ ぃ 計 量 へ

H.  D. ｾ、 ラ 』レ 保設

L o wer  Meri on 郡計変委員合は最近 . 1告斡な第 の草1I舎がもれらさ れる 色いふ事を 知つにのであ る

一 回研 究 報 告一ーイL o wer Meri on ｾｴｦｻ 言 十 箆 ｊ ｾ 刊 行 。L o wer Meri on 君Rは既によ ほど 以前か ら、比の

し-;:0 1934&pの法令によ り生れ? 二此の委員舎は、 地方 で最も素晴ら しい 住宅地と して認め られて米

貿際に則し 1:計輩を作 らうと努力し? こ。 それは 以 ? このであ る。それは Phi J adelfi a の西カ に位し 、ぺ

前Iから号 !被L、て常設され る委員舎 でめつれし. そ ンシルパ= ヤ鍛造の幹線 に沿ひ、 Ar dmore  Bryn-

れ の推薦 する 計 量 ｉｾ ｴｲ 行に移 す 匁 に卒 先 せ ねばな Ma wr.  ｈ ｡ｶ ･ ｲｦｯｲ､ 及び ｍ ･ ｲｩ ｯｮ の刈 ｾ 美し ｌ 、Ｈ Ｑ［宅

らなかつれか らでめ る。委員 合は、完成 の可 能性 地 合会む ものであ る。大都市に非常に 近接してゐ

が殆んど Tμ 、徒ら に巨大な官十輩を夢み る様な 事は なが ら、f景色 のよい野原や 、美し い住宅や 、ょく

しなかっに。 それはむしろ 、土地の闘をまに従って 出来れ道路や 、静かな森や谷 などがあって 、来週

生す' る諸磁の問題を闘 示し. 1宅用 と市民の不f更を な魅力に 寓んでゐ る。公共及び私用の諸施設 しょ

最少限度 に止めっ、 問題の解決に針する安常な } J <能 率的に管理さ れてゐ る。問題 は、競って新ら

法 を提示 しゃ うと 試み にのでめ るo しい闘をまをし ゃ うとする のではな〈て . 新 しい閲

恐 ι 〈、比の言十査の最 L 著し い株i教は 、将来の をまが破壊 にな らないで将来の霊堂展に つれて往々制

緩展に闘し . iil: のみな らす' その質をも待 に仮調し 利 して行〈様に準 備 し、旦そ れを?確保せん とする

i: l j ! 占でめ らう。比の地方が郊外(t 宅地 としての魅 こと なのであ る。賢 明な計鼓( 主、れ とへ人 口桁N_

カｾ夜帰 する 様な 色々 の待長を そ の ま 〉 に浅 させ がキ目首精 JJ Il して い 現在の股々 とし土 、美 しし、感

る匁に 、 よ〈熟慮 して計裂の} ' j 銃自? 採用しゃ うと じを狼せ' 十 に保後しう るでめ らう。

しi: 委員合は 、市民主主の心を正し〈把援してゐ 1:

事、且叉 、 そう することに より 、全居住者に 最大

人 口 議 想

持詑 “ Pl anni ng for Qualit y  R ather  T han  Quantit y"  By  H， D .  H arraJ .  T he  A merican C it y  Nov.  

¥937.  P.  6  ¥. 
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甲 山 町 O I S T RIB ¥J ' T. Qf . ぜ

‘・町r:... ＮＮＮｃａ ｉｏ 州市町ｾ Ｂ

. 叩. "、.. ，・・ 0一一一 .. .
- 一 山 … 山 由 民 叩

凶 ' M ・0・・‘"“..・ ・0・齢、

町一一一…明

L ower  Merion ｾＺｉＨ の人口は ＱＹＰＰ 年か ι ＱＹ ＳＰ Ｑ Ｑ Ｂ ま

でのf { ¥} に、1. 3271人より 35. 166人に精力IJ し?;。 今

後の Ｓ Ｐ Ｑ Ｑ ｾ ｬ ｩ｜ｉに ｉ ＺｴＮ Ｑ，少しだ 、 濯な府 ｊ ｊｮｾ し Ｎ 1970"1主

に! i 75. 500人に注すると政想されてゐる。人口府

加はそ れ以後漸次哀へ :¥'11 約;90. 000人z f ' - 均符皮 l

エ ー カ ー'i:n 6 人と いム最大限に迭 する でめらう

と官民JlJ I されてゐ るo 1也の隣 接iil i に比 し Lover Mer  

- l On が 、 ト数年間1に百.って 、順調な lfl IJ I l を維持し

てI >! とに要因 li 、Phi ladelphia の膨脹力の減退が他 の

言者郊外部の人口減少を?惹起しっ、める際にも向、

L ower  Merion  Iこ附し てのみ

11磁世Ui 1ft J) I l を玖想しう るに

役 立つ に迷ひな し、。安 物 の 建

物が急激に附加する事に劃す

る反針論や 、高度な 地域告IJ，&

ぴ級統 な る品:;ifIJ 整理の要求の

早 期 資施 や、成大な土地が布、

耳石財産 に!到してゐ? この に一 方

では ij 1i ¥烈な防j 授が準備されて

ゐ ＱＺ ＺＺｯ ｊｾ 等カ ［之 等の要因であ る

地域別l 人口; んや、現 在及び

終局的人 μ 分布含貼で茨 li し

仁地 [ @などは人 μ 術皮のl資い

純 国 と か、 ア パ ー トメ ン ト 階

級 か ら大財 産家に至る までのゐらゆ る種類の IJf J1i去

に潤する可能性 の ゐることを示 してゐる 。 地形 祭

ii 之等の標 準を完成する のに最大の自然的 な要 来

でめ るがよ〈考慮され 1: 一般法令により支持され

ねばならな い。

他 の 要 素

金百 ｾ ｬｬｩ を＿ 遜じ て 、 将来のをま展の ｴｴｾ Ａｩｩｬｩ 保 する然

に種 h の勧告が匁されねばならな L 、。ぞ れによっ

て過去の鉄 隠を同正 し、宅見ずE及 び将来 に兵へんと

P'PlllllfIon 匂D iJ trl UJ
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Tot al  3買l OO
Av. 5.9 

15129 

2278  

1982 

7088 

2201  

2440 

4368 

叫 岬

3345 

2398 

2563 

2672 

f 695  

1921  

Av. 2. 6  89300 

7 9  VI I  



する ものである。 されれ地域11i l]法令 から莫大な; f l] 金を受り 1: 。 一 般

高 速 度 道 路一一道路の披張や延長の角 に liil 以て 民議の縫化 し 過 去 十 年11"1 に比滋彼滋で獲に経験

改 定 敷地主? 取って置〈 とい ふ4: J r t ; 地闘の作成の際 とによって 、 一般的な修ｊｆＮ に 到 する 詑 ｬｪｾｽ が ＱＱＧ ， t!計二

に犯されれ ( Peunsl Ylvania 法令により可能でゐつ のでゐる。計致委員令の勧告により n され 1: 付 殊

'1.:) 幹 線 及 び 支線に 主きする ;盈'rSi .s. 考 J怠によって 、 な主l i E の大部分が、illlll 浪の強化でめっ1: ! : いふ事

主要 高速度道路計支は此の古gの住居池土るの iti 値 !土イ中 々興味深い事でめ るo l! Pち次の務対でゐる 0

ｻ･ 滅ぜｾ Ｎる 椋道路に沿って小道路を殺げ るとい ふ ( 1)  1 エ ーカ ー中の最小1>1 { ロット歎を規定せる 、

}j 法 {e一 般 に採用してゐる。住居地内の道路公遁 ー庖詳細なる地域ililJ の分類。 ( 2) 地城市IJ の分類を

つて貨物輸迭を匁す事l:t 同じ目的から制限が行( 土 現在の聞をま状Ｉｾ ， 及び筑際の ｩｨｬｈ 浪と同じ限ｉＡｦ｟にまで

れてゐる。叉若し l必要となれば、新 し い許可規則j 強化する事。 ( 3) ー困地の住宅裂 と 置 換すること

なども考慮されよう。 によって 、長屋司正式の fl 宅の紹滅封切する こと 。

休 養施 設一一休養施設に測しては 、大住宅及び ( 4 ) 商業地域の而肢の可及的 減 少 を?"JI・ること。

大宅地が公共的成主認の必要 さを? 減す， るものでゐる ( 5)  ｪ羽染地域 ｾ［Ｅｬ ｩｉＩￌＧ制して 、 ｴｾ 商業地域及び ｾ｜ ｜ ｲ ｊ

といふ似 (fli が 認められてゐる o 此 のIJr. l土空地 に防l ｃ 舟占ｩｉ的〕尚米地域の 二 者にせる ｊ ｊ ｾｯ ( 6) 前j 染 地

して; 直営な均衡を? 保れせる角に 、 よく ill てつ まつ ｩｾ Ｎ ￇ［ に 除、扱 する ｉ ｕ 苫ｻＡＺ援ける ｊＺ［［ に 、 数ｻ命保の過波的

ＡＺＦ｜，ｾ域 に 於げ る 土 地 の獲得に際して有不 ｉｊ な勢力を ｻｊ革 ｉ 京カＺ投げ られ Ｗ 三 ｊｾ ｯ ( 7) 多家族 t U言..，9;ひIj ア パ

許可せん とする L のでめる 。 夫 々 7 7'; 至 18エ ーカ ート メント合 計可 する地域に jたいて 、一家族に必

ー の炭さケ フ 白・する Ｔ つのイ木美的ＱＦ易ｾｻ･ ｲￎａｸ せるＺｌ ｊ ｲＮ 要な最小紋地而h' i の規定。 ( 8) 全 地'Jj {e泡じて 、

により 、今 11二度 I H1' lp; に進捗ーせる L のと云へる。 多少とし 標準化 E れ 1: 10); る象徴的なしの、使用。

土 地 匡 劃 整 理一ー す べての民主IJ 整理i1-1- 主には じ，Uの3者対及び '，jj ・)l UI'1こ合土れる誇要対に化怠

短めて細心な調査が行lまれ1: 。不動産の早土つれ を: I 'mひっ、 、引 iiE委 只 合U: J t の本来の使命を巣す

関空去を防止し 、 先 見 の明ゐ るｦＨｾ ｪＨ者や ￆ ｬｉ ｾＧＦＷ 局に鈎 ベ〈 、日jJち L ower Merion を It み心持よさ土地1:

して不設の政治的重ii ! f を央へな い然に 、全地域に らしめ 、 孔つＯｬｾ来 ｬｾ トベ〈ん ｬ Ｚｦより民きものと ｮ さ

亘 る関授が必要とされ 1: 。 んしのと希望して止まな い しのでめる。

地 域 制一 一L ower Meri on I士、 19271， 1三以来施行 ( 掘内三H ¥{)

都市人口の計者 に封 ずる新らしし 、グラフ方法に:1っ

N.  Y. の S yracll se i li  2 : 主びその附況に於ては 、他 近 IlI f村 の t宇部 分 にjたり る"0数 l悶のl i 1 ・減を明示 し

の一般市街地と間以に 、全大都市厄域 ( M. P. D.)  てゐる 。

を遜じて人口の府加が均一でなし、。到J ち或る 部 分 化の地図 によると 、i li の '1'心部の J t¥! I! ，;; に) たてば

では馬鹿々々しい院の大縫な府 IJ I l { ! : 示し乍ら 、他 人 1- 1の安定十1. : 及び 、'I' f・際の減少十| が認め Cれる 。

の古1¥分では人口が金々減少し 、資際にも減少のー ( Zone  “ A" 至急!!官〕

E告を? 辿りつ、める状態でめる 。 “ Syracuse 市 の 人 Zone “ B" は￯ｉ￯の上じよ公ＨＱＱ， Ｉ 長 ｪｾ ｬＯｩ ｜ Ｑ に Ｑ Ｑ ーって建設さ

口状態及び 傾向" ｉ こ 隙 ｪ する主 主近の報告 ｾ［ＡｲＭ は 、 放し れ れ官 ｧ 分￭Ｚ ｾｪ［ 介 、 人口 ｬ Ｚｴ内精 ｊｊ ｉｬ ｈ Ｇｩｉ Ｎ ＱｴＱてゐ る 。

基本的な研究でめって 、Syracuse ，1，の住宅? 主周 l:t Zone  “C;:: "  1士 E .st wood とか Onondage Vall ey 

比 の研究を基として佐宅及び生活状態改善に ー釘 す 等の最近令併されれ古1¥分会合み 、人 UI 土悲しL、府

るー般計誌を? 樹立する でめらう。 此 の報告"); 1土人 jJ I l の傾向 台示し 、 その数は 1900
1
1' から 19301，1" 1 で

口言十霊長及びその他の問題の決定結果をグラフイツ の11¥1 に於りる Zone “ A" と Zone  ・3 ・' との合計

クに 示してゐ る。 こ 〉に縛 載せる 図 lま、市 及 び附 の 約 2 併 に主主 する 。

( 詫) T he  A merican Cit y. Nov.  1937. P. 1ヨう目
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T O W M 0 ，. 士官 外 ｪｴ￞ Ｎｬ， ｜ＮＮ ｾ Ｍ ｚ ｯ ｮ ･ " D・‘

に於で( 士 、5alina 11りの '1'

り 合併さ れ な い ￬ￌｉｾ分 、 併

に その rj ' でl.， 1でとして .

Mat tydale  and Li ncour t  

地 ｾ Ｇ， Ｍ ［ｾに 於て 、 ｩｬｈ 鮫者な

J十'r }J nが見 乙れ る。

J 二、速のTli に於げ る街々

の “ Zone" (1 19.30'r の閥

勢 調 査以来主主夏さ れにさ1<;

のな い境 界線 金利 用し て

設定さ れ れ L のでめ る。

〈ぬi内三郎〉

リ ヴ ア ア。
ノ レ の 中 央 開 後 計 書 l

英国の 、 リ Ｑ グアプ ー ノ レ ，ｉｩの ＧＱＧ 心 地 ｖ ，，Ｇｾ に ｪ 冷て Ｎ "長

ｦｉｾ［ Ｇ らし い ｉ ｊｬ ｬ ￸［ｮ ｾ Ａ 日 Ｚ 仇 ￭ｴｈ ｬ， Ｍ ｬＺ 。 “ ｃ･ ｮｴｲ ｡ ｬＢ 及び

“ Beau  5tree Area" の. t，で刻1られてゐ る 2 つの相

隣 接する地以[士 、 61. 29  x ー力 ーの商もI ( f t ' ｾ ｉ する

が 、 この在日分力 :全 .. m再7n. (!E されるのである。侃〈

少数の羽信土佐物が浅され るだりで 、延 長 4 限 、高

松 ｉ ｾ ，エ ーカ ー に 注 す ζ 現存泣路Ｏｊ ［ ｊ｜ｬＨ月Ａされ 、 その

結 果、一般 ド7] <系統及乙i; 1ゾ)<_ 台数百史に附して可}&

の鑓更をナ必要と する に返るでゐもう 。泌さ るべき

家の綿、戸 数 (立、 1.395 戸、判長? させられ る家 族数

1  Li ver  pool' s  Central  Develop ment  511cheme;  

the  American Ci ty， Nov.  1937:  P. 7う

2  “ City  of  L iverpool  HOll sing一一19.37"

(1 1. 689 であり 、会計 JEの完成の唆、 その地以 内

にJ¥主丹l され るべき住宅歎 11 . -2.  190 でめ 1) . 雄 物

に要 する 全 Ｑｾ 丹 Ａ の 凡 ｬ ｣ ｴ 煩 Ｈ士 、 ＱＮ ＰＰ ＷＮ <¥00時 に達 す

る。新らし "、住宅を準備 する ほかに . 瓦 に 3 エ ー

カ ー 以 上の新らし い ｾｧｲｩＩ 答が建設せられ 、 そ れに

附屈して新らしL 、多校や 、母子保育病院 . rl'央 会

料百 ｅ 給所及び少年少女ｻ具禦古 ｲｾ 等が建設され る 。 ｊＱＺ ｢

の言十克の rl' には 、商 業用建築の百十され る古1I 分し 含

まれてゐ る 。市Ｇ ｾＧ ＮＮ 局からを走行さ れ てゐ る 手 際 よ〈

解 説さ れ れ報告ｾ Ａ ｾに よ ると 、 破泌及び述 設 の雨 工
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Ｔｊｾ 共 Ｎ ｡Ａｴに可成の 程 度に ｩｬｬｩ 捗 して Ｎ ￦ｴ に Ｑ Ｗ Ｙ 戸の 翌日十輩地位五( 左凶〉 ぷ ぴ 、同 じ〈 開設後 のプ ラン

新 住宅には人々が住んでゐると云」 、 。 ( 右悶〉 を示せるも ので める 。 ( 剃内三fjJl)

k掲の 2 つの固は Central and Beau Sutreet 閲

土木建築工事場安全衛生規則抜華 (協 |£設j t品)

設 備 委 員 令

本規則ノ、害事働者 災害扶助法第五燦 = 基キ 、 同法 以 ド本規則中付 ニiill: 築 ニ除J係深キ係項ノミ ヲ抜

第官僚 = 依 ル事業ヲ適用』進国 トシテ土木建築工事 2i - シテ 簡単ナ ノレ江潟 7' Ht 兄ノレコ 1- ト見ノレ。

及 ピ ソレ二 件 7 機 械、車輔、火襲、武斯等= 図ル 一、適用範囲 中= ノ、先記 ノ:規模 ノモノヲ包会見 ノレ

災 害 / 改 防、衛生施設 7 規定シ向令 ノ施行7 ' J切ス イ、使用労働者延人口 千 人 以 !こノモ/

ノL 錦、卒業主 こ代リ テ責任 7 有 λ ノレ安全衛生管理 ロ、誇気ニ依 J レモノニ シテ詩ti. 金額 一瓜間以ヒ

人ノ市IJ 皮ヲ認 ヘ 違 反 ニ封シテ ノ、罰 則ア殻ケ! i I ''- ノモ /

毛 ノヂア ノレ。 ノ、、火薬まR. 動力( 一馬カ以ドノ電動力ヲ除ク〉
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ー依リ ｩ 罰事兄ノ ｌ 機械又ノ、運搬ノ月ｾ］Ｍ供スル悦

道 7 周ア ノレモノ= シ テ使 用 労 働 者 延 人 員三 有

人 以 上 ノ モ /

=- . 地 七十 米 以 上 叉ノ、地 l、三米 以 上 ニ 於テ作業

ヲ;ぬスモノ 二 t テ使 用 勢 働 者 延 人 員 三 百 人 以

上 / .モノ

18. シ軒高九 米 米ii雨 ニ シ テ 且 建 築 前 松 三 百 三-1可Z

;i 米未満ーノ :木造家屋ノ建築工事ヲ除タ

一 、地 盤 / 崩 壊 散 防

第 三 係 事業ゎ、尉媛/ ) 英ア ノι 地 盤ヲ期警護且 ノレ

坊 合 ( l' 姻スノレ場合 7 除 ク ) =- 於 テノ、危害後

I坊ノ銭安全ナノレ 勾回目 7 保持 λ ノレカ叉ノ、土留ヲ

殻タベニノ( 第二項以十省略〉

花 道E築工事= 於ケル様匂j 工ノ 111 留 ノ立11 キ

モ 之 = 該 常 3え

一 、物 惚 ノ 務 F 二因ノι 災害防止

第 七 係 事業中ノ、物骨量ノ務 1" =- 図リ I";J ノ勢出VJ

者 二 危 害 7 及ホ・スノ l実アノレ場合ニ於テ ハ金 制

板園其ノイ也i直営ナノレ設備ヲ角スベシ但シ己ム

ヲ得ザノレ務合= 於テ専をjf"f1.人 7 置ク トキノ、 JI 'bノ

|浪= 私ラズ

詑 己ム5 ' ｾｾｦ ザノレ努合 ト ノ、 移動性 Ｏ 一時 的

作 業 等 トス

一、 物惚 ノ 投 下 制 限

第 八官祭 事 業 主 ハ 建 築 工 事 ( 破 媛 工 事 ヲ 含 ム 以

-1下lドご之 = 同ジ〉 二於テ苦勢李i働動者 カ. *物釘惚ヲ 三 米以 上

/ 高F所ヲ針t ヨリ 投 l'ド、J一スノルレコ トヲ禁ズベシ。 f但旦遡?

ナ Jルιt投交下樋 z 依リヌ. ノ内、作業ヒ己ムヲ 4得母ザノルレ場

合ニ於テ十分ナノルレ警戒/ 下ニ投-下「ド-玉旦えノルレコ トノρ
、

比 /1限浪= 在在-ラ ズ

労 働 者ノ、前項但容ノ ;筋 合 7 除 ク 外 物 侵 7 三 米

以ヒノ 高 所ヨ リ 投下スルコ ト Ｗｾ 持ズ

詑 破 域工事ニノ、仮設物取毅作業等 7 モ含

I ‘  

一、 墜落叉ノ、特例= 因ル災害/ 防止

( ー〕 遁 路 ノ 構法規 定

イ、架設主主 E寄

第 九 係 架 設 主 主 E寄ノ、堅牢ナル橋治 卜銭 シ見左ノ

保イ4・7 具日ii; えノレコトヲ要[ ;; え

一. 勾商Eノ、十分ノ六 ヨリ 急; ナラザ ノルモノト ン

且 共 ノ十分ノ 三 ヨリ 念、ナ ノレモノュイ寸 テノ、踏

俊兵ノイ也遡常ナノレ滑. l I : ' 1殺ク ノレコ卜 . 1s.シ

; 直笛= 踏段ヲ殺ケタノレモノ叉ノ、高二 米未納ー

ニシテ遡蛍= 手掛ヲ殺ケ !J..Iレモノ =-1寸テノ、

十分ノ六ヨ リ念ナルコ トヲ妨ゲ ズ

二 . 墜落ノ民アノレ館内ドノ、高七卜五粧以トノ

竪牢ナノレ餓1樹ヲ殺ク ノレコ卜1 ! ! シ作業上己ム

ヲ得ザノレ務合= - ) . 冷テノ、必要ーすノレ昔日王子 =-f浪 リ

臨 時 以外見コト' 7 1刊

建 築 工 事 = 使 用 ス ル 高 八 米 以 l二ノ登 桟 橋 =

イナテノ、前項ノ規定 7 適 用 z ノレノ外七米以内

毎］踊話ｾＺ ;1 殺クルコトヲ要ス

討ニ 架設主主路 トノ、工事務内 ノ波橋 . 桟 僑.

登 後 橋、 階 段 等 7 指エ

口、 1' . . r : 子這

第 卜 係 綿子準ノ、堅牢ナノレ構造卜潟シ且; 友/ 係

件 7 具官IJ/. ノレコトヲ要見

一 、t.!i後 7 等間陥ニ設クノレコ 卜

二 、踏 後 ト鋒 トノ I首i ニ; 直首 ナ ノレl'Ml隔 7 保台七

シムコト

三 . 贈 位I坊J J-J ;均遡: 弐ナノレ路程' 7 : 1 ' 毒見コ ト

四. .1-端 7 床ヨリ 六 十 粧以 上 突rHセシムコ 卜

玉 、坑内材l 子 道 二 シ テ 長 十 五 米 以 ヒ ノ モ ノ =

十j テノ、卜米以内毎 = 踏初j ヲ殻グ ノレコ ト

潜@O内ノ 材; 子i藍等 = シテ己ム '1 t持ザ ノレモノ

こ付テノ、自iJ 項第四披及第五獄ノ規定ヲ; 盈要

セ ズ

討: 桃 子道トハ梯 子 ヲ 設置 ν F 通路ニテ足

場 代 リュ使用スノレ梯 子 ノ、含 マズ

通 常 ナ ル 間 焔 トハ昇降 ノ 際 足 ガト分掛ノL

5ヒノ 空キ トス、 上 端 トノ、飢11水上端ヲ指ス

( ニ〉 足湯・ノ構造規定及安全術霊ノ 1ti 1j限

イ、 一般 足 場 及 足 場 板

第 卜一候 足 場 ハ 使 用 目 的 ニ 際 ジ 堅 牢 ナ ノL 構 造

トナスイシ

足 場 板 ハ二 箇 所 以 上 = 於 テ 之 7 梁 怯 腕 木 等 =

竪間二 i収附クベシ但獄繁= 移動セシムモ ノニ

シテ安全= 架波セノレモノニ付テノ、比 ノ限リェ

在 ラズ

手t 二 ケ所以上トノ、天秤 7 防 グ 目 的

ロ Ｎ ｾ築工事ノ足努及足場板

第 卜二4来 事 業主 ノ、建築工事ニ使用スル足努 ニ

付テ ノ、 前 線 ノ 外左ノ 各盟主ノ規定 7 遵 守 ス イ シ

. 高二米 以 上 ノモノノ足場 板 ノ、幅 二十 一 糎

以¥:)1' ;1: 三 ・五 粧 以 上 ノモノトスルコト

二 . 高 六 米以上ノモノノ建設作業= ハート分ナ

ノレ経験 7 布 ス ル 者 ヲ 従 事セ ν ムル コト

ノ、、建築工事ノ fill J 足 務
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第 十三 保 事 業 主 ノ、建 築工事ニ使用 スル似l定場 三、作業床ノ、三米以内毎 = 金属製ノ 突梁足場

ニ付テノ、部Iニ 保 ノ外左ノ各競 ノ規定 ヲ遵守 ス 桁及懸垂用鋼索 ヲ以 テ堅聞 こ之 ヲ支 持スノレ

イ シ コ ト

一、建地ノ[昔JI顎ノ、二米五十粧以下 トシ地 上第 四、懸垂用銅窯ノ、三十糎 ノ長 ノ間 二於テ全鋼

ー ノ布ノ、三米以下ノ位置こ設タル コト 但シ 線 数 ノ一割以上 ノ銅 線 ガ切断 セルモノヲ使

作業上己 ム 7 得ザノレ場合= 於テ遁嘗 ニ補 強 用 セザ ル コト

シタル トキノ、比 ノ限 = 在ラズ 豆、懸垂袋置 =ノ、確 資 ナル歯止ヲ 設 ?J )L-コ ト

二 、主主地ノ 脚部ヲ確質 ニ固定スノレ コト 六、作 業床 ノ、幅九十粧 以上 トシ幅三十糎 以 t

三 . 腕 木 ノ間隠 ノ、ー米五十糎以下 トスノレコト 厚五糠以 上 ノ板 ヲ間際 ナ ク敷 キ詰メルモ ノ

四 、 建 地ノ Ｑ ｾｩ 手 ノ、 重合接 手 こ在 リ テ ノ、 接綴昔日 トシ且建設物 トノl司陥 ヲナ ルイ ク少ナ ク見

二於テー米以上ヲ主主ーネ且ニ箇所 以上 二於テ ルコト

緊縛シ突合接手= 在 リテノ、適賞 ナノレ構主主 ヲ 七. 高七 十五糠以上ノー堅牢ナノレ餓欄ヲ殻 クル

有スノレ二本組 ノ; 建地叉ノ、遁首ナノレ構造ヲ有 コト

エノレ「 カップ リング」ヲ使用シ「ポ ール トJ 八、動指及縛位 ヲ防止ス ル匁i直営 ナノレ慮置ヲ

等= テ締附クノレ銭管製j定地ヲ除ク ノ外長一 ナスコ ト

米八十糠以上ノ添木ヲ用 ヒ且四箇所以上 = 九、乗 降 ノ銭己ムヲ得ザル場合 7 除 クノ 外イ也

於テ緊縛スノレ コト ノ足場脚立梯子等 ノ支持台 トタ事サザル事

五、建 地 布)J 宿木等ノ交叉昔日及援綴部ノ、金具銭 前I項 ノ;規定ノ、第三盟主乃至第七披 7 除 クノ外

線等ノ 金属製材料 = テ堅固= 緊縛 Z ノレ コト 軽易吊足場ニイ寸之ヲ準用 ス

但足場ノ使用期間三月ヲ超ェザルモ ノ二{ 寸 註 乗 降 卜ノ、吊足場自穏へノ乗降ヲ指 z

テノ、比 ノI浪= 在 ラズ ( 三〉 関口昔日 ノ墜落防 止

六、通常ナル筋遠 7 以 テ補偲スノレ コ ト 第十五{ 際事業主 ノ、堅 抗 ノ抗口作業床ノ 関口部

七、建穀物= 竪悶= 取附クカ叉ノ、控柱 ヲ設ク 其 ノイ也墜落 / 奥アル箇所 ニノ、警柵図共 ノ他 /

墜落防止施設 ヲナλ イ シ

入、高二米以 上ノ作業、床 ノ、幅四十二制 以上 ー. 機械= 因ル災害防止

トシ足場板ノ間際 7 三粧以ドトエル コト

九、 高二米以上ノ作業床 =1、yテノ、高七十五糠

以 ! こノ堅牢ナ ノレ銭 欄 7 設クノレコ ト、 但作業

上己ムヲ件ザ ノレ トキノ、比ノ限りこ在ラズ

t l: J V: 合接手

5E合す妥手

比ノ[ 浪リュ在ラズトノ、縄使用等ヲ認メタ

ノL 弓 云 /

二. 建築工事/ 吊足場( 軽易吊足場〉及安全

荷 重

第十四傑 事業主ノ、建築工事= 使用スル /百足場

］付テノ、第 Ｑ Ｍ ーｻ傑及第十二ｻ傑Ｈ第 ＭｾＱｾＷ 除ク〉

ノ外左ノ各君主ノ規定 7 遜守 スペシ

一、安全荷重ヲ超ェテ負荷セザノレコ ト

ご . ]II J盟主安全市重ノ、懸垂用綱策ノ切断荷重 ノ

十分ノ ー以下 トシ且炎梁及足務! 仔 ノ安全係

数ガ五以上トナルヤ ウ之 ヲ定 ムコ ト
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( ー〕 格上袋置ノ規定及安全荷重

イ、材料捲上装置

第二 ト保 事業ードーノ、捲揚装置 ( 斜面悦道捲揚袋

置及昇降機、起電機 K ノイ也ノ揚重機ヲ含ム以

下之= 同ジ〕二シテ材料ノ捲揚淫搬 = 専用 ス

ルモノこ付テノ、第十八'u条第一盟主及第四車若乃至

第六世話並ヱ左ノ各盟主ノ規定ヲ遜守スイシ

一、安全荷重ノ、捲揚用鋼索叉ノ、牽引用鋼索 ノ

切 断荷重 / 六分 ノー以下 トシ且昇降路架台

柱及)J 先ノ安全係数ガ五以 t トナルヤウ之ヲ

定ムル コト

二 、勢働者 ノ搭来ヲ禁止スノレ旨掲示スル コト

三 、捲揚能力二砲以上叉ノ、主性 ノ高六米以 t

ノ 「ガイタ リツタ 」ノ 主性二 ノ、六本以上 ノ

支鋼索ヲ遁 ｾ ｾ Ｎ ナノ レ 間関 Ｗ 以 テ設タノ レコ ト

四、三脚「デ リツク J 又 ノ、二本格「ダ リツク」

等ノ、)J 完ノ使用極大卒経= テ最大荷重ヲ捲揚

スルモ事事例叉ノ、倒壊エノレ ノ民 ナキ構造 ト銭

スコ ト



五 . rコy クリー トj 昇降機 ノ昇降路ノ、高 十 = 掲示シ置クペシ

五 米以内毎 ニ 之 7 建設物ニ同定セジムノレカ 詑例示ニアノレ立11 ク小問ノ WJ 搬用機械ノ、! 余

叉 ハ四本以上ノ叉鋼索ヲ設クル等堅固= 之 カノレ

ヲ支持スルコ ト 口、 安 全 装 置

プ号、支鋼索= 付テノ、左規定 ニ依ルコ ト 第二十三保事業主ノ、原動機 、 工事用機械 ｊｾ ノ

( イ) i菌室ZナノL 限度 7 有スルモノヲ使用見 f也/ 機械設備ノ危害ヲ生ズルノ良アノレ昔日分二

ルコト ノ、遡営ナ ノレ柵国文 ノ、安全装置ヲ設クペシ113. シ

( ロ) 7 k 平面トノ角度 7 六十皮以内 トスル 作業上己ム7 ' q，*J:ザノ川・キハ比ノ[浪= 在ラズ

コト旬ーシ己ム 7 ' I阜ザ ノレ場 合 =1冷テ支鋼索 註 止 ム 7 ' I母ザノレ トキ トノ、捲 l二銅衆等ガソ

ノ歎ヲ増加スル等遁嘗ナル補強方法ヲ議 ノ例ナ リ

ジタ ルトキハ比ノ I浪ニ 在ラ ズ ー. 斑柄ニ因ノレ災害防止

( ノ、) rターシパックル J rロープシンプル J 第二十四保 事業主ノ、運搬= 車柄ヲ使用スノレ場

及 「ロー プク リッ プj 等ヲ以テ緊張スル 合= 於テノ、:左ノ各自主ノ規定ヲ遵守スベシ( 第

五項ノミこテイ也ノ、省略ス〉

( ニ〉確貿ナル控抗告日骨等 ヱ堅固= 取付ク 五、 手J甲運搬 車輔ノ悦遁ニ f'J テノ、左ノ{ J 条件ヲ

ル コト 具備セシムルコ ト

註 第十八係中本燦項 = 適用 セ ラノレノレ モノ ( イ〉 勾商日ノ、十分 ノーヨリ 念ナラザルコ ト

手こノ 如シ ( ロ〕 十五分ノー ヨリ 急; ナノレ勾配ノ 1箇所及

第一盟主安全荷重ヲ標記シ置ク事 共ノ下方二十米以内= 於ケル曲線牟経ノ、

第 四tbt 捲 上用鏑索牽引用 鋼索ノ、三 卜 粧 軌 陥] ノ十五併以ドナラザノレコ ト

ノ長サ摘1= 於テ金銅線昔日ノー制以 t ノ 一、 j { ノイ也ノ 災害防止

銅 線 ガ 切 断 セノレモノヲ使用セザノレコ ト ( ー〉 熔接作業( 切断作業ヲモ含ム〉

第五昔話 遜営ナノレ制動装置 7 設クノレコ ト 第二十七保事業主ノ、電系叉ノ、叉Ａｬｊｲ ＷｊｈＷ［ｾ 金

第六誠 人聖書 7 以テ合間シ得ル場合ヲ除 )ji¥ノ w接叉ノ、切断/ 作業ニ[ 9 1 ，1シテノ、左/ 各競

クノ外i童話' ナノレ信減袋置ヲ設クノレコ 卜 / 規定 7 遜守スイシ

第四項ノ使用僅大牟径 トノ、腕又ノ、二 本 紘 一 、 電気伶援機ト電価格トヲｾ結スノレ導線ノ、

ガ必ズシモ水平位置 ノ場合こノ、非ズソノ 確1 ' l ナノレ絶縁材料 7 以 テ被濯シ且水分= 数

現場ニテ最モ綬傾斜 ニ使用セラルノレ場合 シ十分防護スノレコ ト

ヲ云 7 二 、 「アセチリ ｙｊ 京斯授主主ｾ 二ノ、［直ＦＢナノレ

同ジク最大荷 重 トノ、& 、ズシモ安全荷重 卜 逆火防止装置ヲ殺クノレコト

同一ナラズ 三 、陸部自主主新叉ノ、液化瓦斯 ヲ充成シ F ノレ室長if.F

口、捲 l二装置操作」ニノ注意 ノ、fι 筈ヲ生ズノレノ! 英アノ1，湯舟r = 之ヲ置カザ

第二十一線事業主ノ、捲揚設置= 依ル運搬作業 ノレコ ト

ニ従事スル者ヲシテ安全荷重ヲ超ェテ 主主荷セ 詑液火 Ｚ�ｾ 斯ハ「アセチレン」 宝石斯 等ナリ

シムコ ト7 ' I 尋ズ但シ己ムヲ待ザノレ場合二於テ 危 害 7 生 ズノレ j英アノレ湯舟f トノ、例へパ燐ヨ

賞該捲揚袋置= 附シ十分ナル知識ヲ有スノレj 系 リノ 熱 射 7 受ケノレ場所、日 :光ノ ia射ス ノレ

員 ノ監蹴ノ下ニ其 / 支障ナシ ト認メ F ノレ限度 場 所. 或ノ1鱒子容ノ l英アル場所等ナ リ

ニ於テ安全荷重 ヲ超過ス ルコ トヲ妨ゲズ ( 二〕 高気鹿内ノ作業( 潜画工事等〕

( 二〉工事用機械ノ規定 第二・卜九 傑 卒 業 主 円 高 気 竪 ( rゲー シ」 匪力

イ、主E穂子名掲示 一足卒方糎以上〉内ノ作業= 附シテノ、; 皮/ 各

第二十二保事業主ノ、動力ヱ依 リ運事事スノレ工事 獄ヲ澄守スペ戸

用機械( 架空索道捲揚装置抗打機「コシク リ 一、聖書師 ノ診断二依リ作業= 遁セズ ト認メラ

ート」 混 合 機. 空気堅綴機等 7 調 7 以 F 之二 レタ ノレ者 7 従事セシメザノレ コ ト

同ジ〉 ノ逗 勝 手 7 指定シ; ! t ノ氏名カ蓮軍事箇所 二 、労 働 者 7 一 日ニ f寸二回ヲ超エテ作業セシ
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メザルコ ト

三 、苦手働者ノ 11 - ' . 入/ 匁ニスル井正問内ノ) J 1 l 隠及

滅懸ノ、徐 々= 之ヲ行 7 コ ト

四 、一回ノ作業時間( l I II鋭ノ !J I l 殴及滅懸ノ 11寺

間ヲ除ク〉及高iI 扱ノ滅堅時! 日1"" )友表= 依ル

コト

場合= 於テノ、泣ミフJd t. ノf也ノ粉 塵 防 止 施 設 7

n スコト iE ! シ己ムヲ俳ザノレ場合ノ、比 ノI袋二

在ラ ズ

ゲ ー ジ 怪 力 11回 ノ 作 業時 Iml 滅 隠 ノ l馴 l

五 、前 鋭 包 曾 / 場 合 又 ハ有害光線こ i燥露スル

作、浜若ノ、石片飛来ノ i英アノレ作業 77毒サシム

J レ与野合ニ !i モテノ、之ニ従事; t . ) レ労働者= 使用

セシムル;待遇22・ナル保E遊具ヲ備 7 コ 卜

1. 6併 方 制 f 13!時附

プ号、工事用材料又ノ、現窃校生物ノ、之 ヲ 安 全 =

地獄叉ノ、翌 ｾｊ 旦スルコ ト

2，2肝 力 削 ド /3 時 間 以 内120 分 以 ト

七 、換井正不瓦ナノレカ叉ノ、有害 l UQj' ノ1信; <. )!.-作

当住居ｾ］Ｎノ、衛生上必要ナル分量ノ ｪ 新鮮ナノ レ 空

系ヲ完全給スル等適 Ｒ 吉ナル庭置 Ｗｾ スコ ト

入、建 築 工 事 = 在 リテノ、火気ヲ使刈ス ノレ場所

ヲ一定シ苦手働者ガ濫リ= ? 昔該場所以外= 於

Ｒ 町平方視 以 下 Ｏ Ｒ 時間以内 Ｑ ＳＰ 分以 ｾ ｉ
3 肝 力 事 官 以 下 / 1 時 間 以 内 / 45 分 以 lニ

エ3ル厄ト卒キ力総ーヲ趨 145 分 以 内
1I 時

1111 以 lニ

玉 、労働者一人二十J ' 一 時m11 1 Y 十立方米以上 ノ テ火ぷヲ使用スノレコ トヲ禁止 スルコ ト

割 合 ア 以 テ 新 鮮 ナ ル空 気ヲ主主給見ノレコ ト 九、 7k 1二作業 こ 在 Hテノ、浮袋共ノ f也ノ欽命具

プ号 、 気 ｉｉ ， ｾ ノ ｬ 罪 ノ 院 ｪ 閉ノ然十分ナノレ経験ヲ ＱＱＧ ［ｴＮ 7 通常ナノレ箇所ニ備フル コト

ノレぷI，'，'，J係 7 置クコ ト 労働者ノ、前項第五銭ノ ;場合= 於テノ、保税兵

七 、再! E 治療l首ヲ設ケ英/ 取扱= . i，j十分ナノレ ヲ使用エルコ トヲ要ス

知識ヲイヲスル係長 7 世クコ 卜 ;; 1: 第 五 項 ノ 保 護 具 トシテハ l坊盛' ? ; t . 夕 、

入、 高泉盤内 ノ作業エヨノレ疾病ノ治療= . ｾＮＧｊ Ｎ ラ 保 護H艮鋭、保 笈 頭 巾等 ノ 設 備

シムノレ気適当ナノレ瞥師燭託シ i在クコト 一 、 安全委 ＱＱＯｾ 任 ト ソＯＺ職務及安全 日 誌

九 、 ｦ ゲ ー ジ ｊｾ 力三沼 Ｒ ＱＢブ ｊ 組以上ナノ川 ・ キ 第三卜 一 線事業 Ｑ＾ 、 工事場ノ安全二倒見ル ｾ ｪ ｾ

ノ、十分ナノ レ 経款 Ｗ ｾ 白・スノレ 瞥師ヲ位 ｾｴ ノ指揮 攻ヲ掌ラシムル銭安全委員ヲ選任シ:注ノ各自足

1&企仔 ノードニ作染ヲ行ハシムノレコ ト ノ規定ヲ@ ; 守セシメ危害後I訪及衛生 =. MMシ際

( 三〉 ツノイ也ノ工事務施設( l 照明、粉 盛 lili Jf: . ［ｊ［ 民主配叉ノ、通常 ［ ナノレ官民 ｬ 坊 ノ 蕗置Ｇ［ｉ Ｑｾ サシムペ

遁 然、火 災 防 止 Y ノイ也〕 シ

第 三 卜 保 事 業 主 円 高iI 各線= 定ムノレモノ / 外 ;注 一 . 4iT ｉ ｾ 刷裂￭ＧＦ ￮ 所 悦 近 ｊ ｴＮノｻ也 ｦιｾＷιｩ 二ズノレ ノ

ノ各豊島 ノ規 定 7 t t ' i j ! ; <. ペシ 成アノレ rJ;，:r，j' 7 巡nUl . シ土石 ノ} 封切: 叉 ノ、総 Hl i

一 、 作ｾＮ ｾ 業場ノ、［盛 ｾＲ ［ 二之 Ｗ ｬＡ官ゆ ｪ ［ｴＮ ノ レコ 卜 柄 ノ 脱 線叉ノ、頴穏J t . ノf也ノ fι 験ノイ1虫I P検

二 、 送電線 ｾ ｾ均 ｦ Ｇ￬ￏＧ等ガ ｪι 筈 Ｗ ｾ ￬Ｚ ズルノ民 ｆ ノレ 先スノレコ ト

ト キノ、遁常ナ ノ レ危害後 防 力法 Ｗｾ 再ズ ノ レコト 二 、毎 11工 事 111機械ノ限滅1 ft傷又ノ、将位シ十

三 . 陛道領選作業ニア リテノ、点、 宝石比rr 等 ノ 吠 1 キ自1¥分 ヲ 検 査 A J L- コ ト

HJ， = . ヨリ危害ヲ生ズルノ恐レアルi ' ，WiJi ' =. ツ 三 、 毎日三同以 ｬ 二主 主路及足 ｊＮｾｽ ' 7 験資スルコ ト

キ先進鈴子 ｌ 、 穿襲Ｉｾノ他通常ナル品位ヲナ 事 業 hノ、安全日誌 7 作 成 シ 前 項 ノ 規 定 ニ 依

兄コ ト リ潟サシメ ｆ ルゴ ｾｾ ｊ ｴＮ ノ ｦ 也危害復 ｬ Ａｴ及術 ＧＱＺ

凶、幸子シク粉E差ヲ飛散スル作業・ 7 ) ，，&サシムノレ 二院j シJ:'ii y タ ルＺ＼ｬ ｾｾＷ 記載且ペシ
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開 東 州、! 州、! 計
三詮

主ｾ
メ、

μ  

』失倒見l 州 州 言十輩令ヲ裁可シ滋= 之ヲ公布セシム = 依リ l型原又ノ、協J i U 州地方1'i: 、 A ノ他ノ者之ヲ

御名御璽 執行旦ノレ場合= 在 リテノ、共 ノ:者ノ気挽 トス

昭 和 十 三 年二 月十九日 第 九 係 大 使 必 要 ア リ ト認ムル トキノ、共ノ定ムノレ

内 閣 総 理 大 臣 公11 近衛 文 昭 月j' = - 依り州言I- ;n: 事業= 図リ若シク芹1] 1 をヲ受クノレ

大 蔵 大 臣 賀 屋 輿 立 者ヲシテ ｾｴ ノ受クル利食Ｏ限度］於テ前線ノＧｬＮｾ

勅 令 第 九 十二盟主 用 ノ 全i}R叉 ノ、一昔日ヲ叉縫セシムノレコ トヲ得

開放付! 州計量E令 第十{ 隊第五燦ノ規定= 依ル1H百十査事 業 決 定 ノ 告

第 一 平 総 則 示 アリ ｉｊＺ Ｉ レ後進路 、 府街 、 河 川 、 港湾 、 公園 ｾｾ

第 一 保 本 令 = 於 テ 州百十重ト稗スノレノ、日日米州、! こ於 ノf也大 使 ノ指定スノレ施 設 =日目ス ノレ少1'1計量卒業ニ

ケル市街地ノ構成、段 耕 地 / 創 設叉 ノ、吹瓦J Cノ 必要ナル土地/ : 境域内こ於テ土地ノ形質ヲ 童話1.[

f也土地ノ *'Jffl 開 後 / 匁 = 必 要 ナ ル 公共 / *1]主主ト シ、往築物 ｾ ｴ ノ ｦ 也Ｏ土地ニ定者［＼Ｉレ工作物ノ新

匁ルペキ重要施設ノ 言1-笠 ヲ諦 7 築、改築 、 府築 、 大修繕 、 手生事事若ノ、ｼ徐却ヲ ｪｾ シ

第 二 係 州言十道及州言十重卒業ノ決定ノ、満洲図駐矧l 物 件 7 附力日} 曾遊シ叉 ノ、大使ノ指定スル樹木土石

待 命 全 機 大 使 之 7 先 見 尖 J 皇警更及rfi 止 = 付 亦 同 ノ 類 Ｗ 探取セントエノレ者ノ、 除 ｪ 束 Ｑ ＧｩＧＱ ｾ係 長官ノ言｜ Ｇ 可

ジ ヲ受タペシ但シ大使= 於テ許可ヲ要セズト定メ

第三係州計. r l f ノ決定強= - ;! t ノJ鎚更 及rfi J 1二=- 1，j テ タルモノ =-1寸テノ、比ノ I浪エ在ラズ

ノ、日判決州チHl l・1t 評議合ノ ; な凡 7 問 クベシ但シ大 ｾｉｈｕ 州総長官ノ 、 前項ノ許可］州 計道 具 Ａ工 業 ノ執行

使災害: J t ノ f也待別ノ事情ニ囚リ緊念ノ必要アリ 」 二 必要ナル係 ｦ 斗ヲ附月ノレコトヲ ｩｾ ＭｲＮ

ト認ムル トキ及軽微ナノレ宮盛夏ヲ匁サン トス ル ト |制点州、l総 長 官 ハ 第一環ノ規定又ノ、前項ノ{ 傑件二

キハ比ノ I浪 = 在 ラズ 迷 反 シ タ ル者ニ主主シ原状回復［Ａｊｾノｻ也必要ナノレ姶

第 四 傑 闘 泉 州 州 計量f評 議 令 =-1持Iシ必要ナノレ事項 置ヲ命ズルコ トヲ俳

ノ、大使之 7 定ム 部I三須ノ 許 可、保件及命令ノ、第一項ノ土地物イ斗

第 五 傑 州、11十車若ノ、州百十主主事業ヲ決定シ又 ノ、之' 7 / 俄 利 / 承総 人= 針シテ亦; ! t ノ款 力 7 有兄

縫1 . [ シ若ノ、起草止シタ ノレトキノ、直= 共 ノ要項 7 告 ｾＱ Ｍ Ｑ ＭＭ［Ｍ 燦 州 、 ｬ 言 ｅｬ ｦＱ ｾノ、少ｼ同・￮ｦｅ事業ノ決定又ノ、 Ｑ Ｇ Ｑ ・ ｬ 百十

示 λ 来 事 業 / 執行ノ然必要アノ川、キノ、営該 官変 、 吏

第 六係 州 百十荒事業ノ、大使ノ定ムル月fr = - 依リ行政 良又ノ、事主主'仇行者ノ、大使ノ定ムノレ所= 依リ他人

官! I l ¥之ヲ執行ス ノ 占平 ｦ［［ えん土地］ 立 入 リ 調査若ノ、ｲｊｻ Ｑ｝ 琵［ヲ ｪ ［ ｾ シ 火

法令又ノ、政府ノ命令= 依リ施行/ 義 務 アル事項 ノ、之ガ潟己ムコトヲｈＮトザノレトキノ、 Ｚｊｾ ノ土地］存

ニ付テハ［Ａｊｾノ義務者ノ、大使ノ認可ヲ受ケ州計 従 兄ル障害物ヲ 皇盛夏若ノ、除去j J ; <) レコ トヲ得

事 業 トシテ之ヲ執行スル コト ヲ件 前項ノ規定ノ、第六{ 傑 ノ認可又ノ、持許ヲ受ケン ト

ｬｬ￭ｬｾ 頁ノ場合ヲ除クノ外公 共闘惣叉 ノ、夜、人ノ、大使 λ ノレモノ Y ノ認可叉ノ、特許 / 申 請 ノ翁必要アノレ

ノ待 許 7 受ケ州百十遊事業ヲ執行; < Ｉ ｾコトＧＷ ￆｾ ト 場合= 之ヲ準則ス

大使ノ、前二 項ノ認可叉ノ、待許ニ必要 ト認ムル{ 傑 前 二 項 ノ 規定］依ル行Ｚｬｾニ囚リ損害 Ｗ 受ケタノレ

イキヲ附スルコト' 7 A持 者アノレ トキノ、大使 / 定ムノレ所= 依 リ図康若ノ、闘

第 七 係 行政官! U¥州吉十道事業ヲ執行セン トス Fレト :>IU' I'I地 方 'l'i: . J j 作業執行者叉ノ、第六{ 傑 ノ認可若ノ、

キ又ノ、大使! l i l傑ノ規定= 依ル認可若ノ、待許ヲ潟 特 許 ヲ 受 ケ ン ト兄ノレ者之ヲ補償スペシ

シタノ川、 キノ、大使 / 定ムル所ニ依リ[ 宣= - ［Ａｾ ノ旨 第 十二{傑 州 言十主事業 ノ;執行= 付陶泉州土地牧汗l

ヲ告示ス告示事項ＧＷｾ登更シタ ル トキ亦同ジ 令ヲ適用; < Ｉｾ場合］於テハ州苦 Ｑ ・ ｾ ｉ 事業 ノ 決定ヲ

第 八 傑 州 言十産事業 ノ執行= 要; < )レ '1.'( 周ノ、行 政 官 以テ伺令第三 憐 第 一 項 ノ:事業ノ認定、第 七 傑 ノ

瞬、之 Ｗ 執行スル場合］ 在 リ テノ、大使ノ定ムル ｽｾｲ 告 示 ヲ 以 テ 悶 令 第三係 第二 項 ノ 公 告 ト若倣ス
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州 百1・1ff 事 業 トシテ ノ建築敷地泣j戊ノ角J & 用シタ 第 二十保 大使ノ、建築物Jt ノf也ノ土地 = 定着スル

ル土地 / ｾ 炉型及 底分ニ 胸シ必要 ナ Ｉ ｾ Ｔ ｝｜Ｚ ｊｪＧＨノ、大使 工作物ノ敷地 トシテ土地 ヲ使用ス ノレ場 合 = 於7

之ヲ定ム :!t ノ荷積若 ノ、敷 地 内= 存セシムベキ 空 地叉 ノ、雄

第十三線 大使ノ、州 1; ' 1- 査事業二図 リ主主ジタ ノレJ診ili 築物! t ノ他ノ土地= 定着スノレ工作物ノ位置、 高

物 ノ管 理者ヲ指定スルコ トヲ科 サ、構造若ノ、設 ii 有ヲ統制スル然: 必要ナノレ以域ヲ

大|吏ノ、商rr頁/ 管造物/ 維持管理ニ闘シ! 必要ナル 設定スルコトヲ得

定7 ' ; 1 毒スコトヲ待 第二卜一保大使ノ、土地 ノ状況ヱ依リ待= 必要ア

第 卜四保 住所叉ノ、居s i ノ; 不明 Jt ノイ也ノ 事 由 = 依 リ ト 認 ムルトキ ノ 、前線ノ阪域内二 待 別地ＧＢ Ｍ ｾ 7' 設

リ本令 叉 ノ、本 令こ基キテ接見 Ｉ ｾ命令ヱ依Ｎｾ Ｇ ＮＡＮｾ実直 定 ν 共 ノ 地 以 内 = 於ケノレ迷築防共 ノ他ノ 土 地 二

ノ送付 7 匁スコト 能ノ、ザル トキノ、大便ノ定ムノレ 定若スル工作吻ノ敷地若ノ、敷地内二存セシムペ

所 二依 リ公告7' ; 1毒スベシ キ空地ノ最小限度叉ノ 、 注築物 ｾ ｴ ノ 他ノ土地］定

前項ノ規定 二依 リ公告ヲ銭シ タル 場 合 ヱj冷テ :!t 若スノレ工作物/ 高サノ最低;浪皮若ノ、故高限度ヲ

ノ公告 ヲ角ヰノタノレ日ノ 笠 日ョリ起算シ二 十日ヲ 定ムルコ トヲ得

経過シダノ 川、 キノ、 共 ノ ［末 日 ι 於テ ｴｬ￭ｉ ｾ 頁 ノ書煩ノ 前rJ i . / 待別地区ノ種頴ノ、大使之ヲ定ム

到 達 ア リ !J ｬｾ モノ ト 若倣ス 第 二 十二保 第 十 七 保 乃至 前線 ノ規定二依ル地域

第十五係 本令若ノ、本令二 基キテをま スル命令叉 ノ、 同 j成叉 ノ、地r.; . : C特別地区ア含ム以ド之= 同ジ〕

之ニ依 リテ銭ス盛分ニ依リ忠人ノ 義務= . )弱スノレ ノ設定ノ、川 ｼ 計査 Ｏ 施設 ト シテ之 Ｗ 潟スベシ［Ａｊｾ ノ

主主指金ヲ滞納スル者アノレ装合］於テノ、行政官ｉｦｾ 主連 更 叉 ノ、 ｾ 止］付 亦 同ジ

叉 ノ、公共 図骨豊ノ、図税徴収ノ例ニ依リ之7 ' 1数牧ス 第二十三保大使ノ、建築物［Ａｊｾノ ｦ 也ノ土地］定着ス

ルコトヲ得 ノ レ工 作物 ノ ｾｭ 列ヲ 統市 Ｑ Ｑ ス ノ レ銭第 二十 保ノ ｬ 広域内

前境ノ i数. J & 金ノ先取待機ノ )Ilft 位 、追徴 、還 付及 = 建築線ヲ指定スルコトヲ得

l時放ニ付テノ、徴収者ヵ・行政官泌ナ ノレ場合二於テ 前 t頁ノ建築線= 隣j シ必要ナル事項 ハ大使之ヲ定

ノ、閣ノ 徴 収 金、 公共 凶殻ナル場合 = 於テノ、 共 ノ ム

公共 凶 組 ノ1数牧金 ノ例二 依ル 第 二 十 四 保 第 十 七 係 乃 至 第二 十一線ノ 地域 、以;

第卜六{ 傑 本令= 定ムルモノヲ除タノ外州、l百十輩 叉 域 叉 ハ地区内二於ケ ノレ土地叉 ノ、建築物其 ノ他 /

ノ、州百十道 事 業 二世Hシ必要ナノレ事項ノ、大使之ヲ定 地七物件= 協Jλ ノレ工事又 ノ、憾耳'1ュ附スル市IH浪ニ

ム 付テノ、本令= . })I J 段 ノ定アノレ場 合 7 除ク ノ外大使

第 二 it 土地ノ :利用日日 後 ノ統 11，11 之ヲ定ム

第 卜七 憐 大使ノ、土地ノ月記念ヲ統制スノレ銭住居地 第 二十五保 土 地 ノ 使 用 在 ノ各政 ノ一 二該';7." ;;r.. / 1.. 

域 、I商業地域 、工業地域叉ノ、農業地域 7 設定ス トキノ、行政官抵fl ハキ目首 ノ:jIJjft，117' 指定 ν 土 地 I i叫

んコトヲ作 創 形 質 ノ鑓 及、建 築 物 / 除 却、改築、修 繕、使

住帰地域 内 / 土地ノ、 住居 ノ安寧ヲ害ス ル民ア ノレ 則 禁止若ノ、使用停止又 ノ、地 l二物件ノ牧去共ノ他

用 途 = 、 商染地域叉 ノ、工業地域内ノ土地ノ、夫々 必要ナル舵置 7 命ズル コト ヲ件

商 Ｓ 長叉ノ、工業ノ ［ 利使 Ｗ 害ス ｬｾｾ アル用法二 、 良 一 保 安 ¥:-1，ι 験 卜認ムノレトキ

業 地域内ノ土地ノ、122長、林 業、牧 畜業、臨 うたJt ニ 衛 生 ｬ 二 白害ト認ム ｬｾ 1- キ

ノ ｦ 也原 始産業 ノ利 便ヲ害見 ｬｾｭ アノ レ 用主主ニ之ヲ 三 本ｾｴＮ ノ 規 定叉 ノ、 本主主 ノ規定ニ 主主キテ凌ス ノ レ

供スルコ ト7' 1砕ズ 命令= 違反' / !J )レトキ

第十八保大使ノ、衛生、保 安. 経務等ニ附 ν 待ニ 四 地 域、院 域又 ノ、地以 J 設定 :!t ノ他ノ !.#合 ニ

必要ア リト 認 ムル ト キハ育 ￭ｉｾ 条 ノ 各地域内］ 待 ｽＩｉ ｊ 於テ従来ノ土地/ 使用ヵ・本7it ノ規定又 ノ、本 学

地 ｾ ｜ ｬｩ ヲ 設定スルコ ト ヲ件 ノ規定二基キ テ後 ス ル 命 令 =主主反 スル二至 リ

前項 ノ待>J IJ 地以/ 種類ノ、大使之ヲ定ム タルトキ

第十九{際 大 使 ノ、土地ノ状況ニ依リ 待 = 対 敵ヲ保 第十古来第四項ノ ;規定 ノ、前項 ノ命令= 之 7 準用ス

J白スノレ必要ア リト 訟 ムル トキノ、訴す当地恒 7 設 定 第一項第四減ノ規定ニ依 リ措 置 7 命 ズ ノレトキハ

スノレコ ト7' 1早 大 使 J 定ムル所二依 リ遁常生 ズベキ 損害ア補償
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ス 第三卜五傑監理施行者ノ、弦，"'l'. 施 行 ノ:均必要アル

第 二 十 六 僚本 主主 ノ規定ノ、 大使 ノ ｊ ｦＺ ムル ｽｾｲ ヱ依リ ト キハ大使 ノ定 ムル ｽｾ ￭ Ｇ ｾ依 リ 数理 ｛ｉ｜ｾ Ｇｾ 域内Ｏ 建築

建 築 物 共 ノ他 / 土地= 定者一 λ ル工作物ユシテヱ 物 ｊｴ ノイ也ノ地 Ｑ Ｚ 物イ Ｎ ｾＺ ' 7 珍鱒シ除去[J シ. -' い、破般

事中 ノモノ 叉 ノ、工事こ若手セザルモ設計アルモ スルコ トヲ符

/ 二 之ヲ準用スノレコ トヲ件 両M項ノ規定ノ i盗用= 囚リ遁常生ズベキ損害ノ、大

第 三 平 土 地 整 理 使/ 定ムル所二依リ監理施行者之ヲ補償スベシ

第二 十七僚 本竿= 於テ土地笠 理 ト事ヰエルノ、土地 第 三 |ー六傑 少，['[百十主事業 トシテ土地盤理施行ノ; ぬ

ノ利用ヲ増進見ノレ目的ヲ以テ本令二依リ友/ 各

競ノ ー= 該蛍 スノレ事攻 7 行 7 コ ト7 謂 7

一 土 地/ 交換 、分 合、地同 空襲換、保i到 形 質 /

重軽変叉ノ、*面 ノ; 盟立若ノ、干拓

二 道 路、yflf 袋、河川. 運 河、法 渠、堤 防、溜

i也、公国等 / 新 設、金量夏叉 ノ、際 1.1-:

三 官ii 二減 ノ事項施行 / 銭若ハ他 行 / i結巣叉 ノ、

土地整理こ附随シテ行 7 土地盤理施行地( 以

1・監理施 行地 ト務 ス ) / 利用上必要ナル設備

火 ハ工事

第 二 卜入保土地 盤 王ＧｊＩ｟ノチ ｈ ｪｩ ｩＢ￬ ｋ Ｔ ｊｾｾ トシテ施行ス

［ｴＭ 場合 Ｗ 除 クノ外 大使 Ｏ 定ムノレ戸 ｾｲ 二依 リ 土地 Ｏ

所有者 ｾｴ / 他ノ 徳利者ニ| 浪 リ之ヲ施行 λ ; t- コ ト

:7 ｾｾｩ］＠

第 二 |ー九イ隊 第 六係 弟三須 / 規定ノ、土地整理二 十j"

テノ、私人= 之ヲ; 盛期 セズ

第 三 ト 係 第二T 人保ノ土地ノ所コ白A 者 Jt ノf也ノ械

利者土地盤理ヲ施行七ン トλ ノし トキ ノ、大 使 ノ定

ムル所二依リ メ ノ認可ヲ受クペシ

第 三 十 一 保 大 使 両lir i J 条/ 規定二依ん認可ヲ郊シグ

ルトキハ 直二 ｊ ｉ ｾ ノ要 領 Ｗ 告示ス

第 三十二係 1'[ '[言十査事業 トシテ士地笠叫 7 施行ユ

必要アノレ トキハ行i務官隊ノ、大使ノ定ムノレ j計二依

リ換 地改定地及相官/ 期限ヲ 指定シ テ整理問z 域

内二於ケ ノ レ建 築物 ｊｾ ノ ｦ 也ノ工 作吻 Ｏ所 有者 ニ ｴｴ

ＺＯｋ ノ杉料ヲ命ジ又ノ、 ｊｾ ノ占有者ニ鈎シ 立 退 Ｗ

命ズ ノレコ トヲ得

前 項 / ，規定ノ適用= 因リ jili 常生ズベキ損害ノ、大

使ノ 定ムル戸 ｩｽ ￭ Ｇ ｾ 依 リ州 言 「 設 事業執行者之 Ｗ 補償

スペシ

第 三 |ー七傑 整 理 施 行地= 付漁業NIi 存 λ ; t- 場合二

於テノ、整理抱行者ノ、大使ノ定ムル ｭ ニ依リ液｜ｾた

椛者二塁守シ整埼施行= 図 リ遁常A二ズベキ 損 害ヲ

補償スベジ

空室 ｊｾＡ Ｎ 施行者 一ノ、市 ｲ ｾ 頁ノ規定ニ依 リ損害ノ補償Ｚ ＧＷ鍔

4ノダノレ後二 9ドザレパ工事二若手スルコ ト7' ｱ ｾ ｴＮ ズ

但ニノ共 / 損害ノ補償: ヲ受クノレ矧i 不IJ 者ノ同意3 ' ｱｾ�＠

IJ ｊｾ ト キ火ハ第五卜ｻ日程ノ規定者 ノ、 大使ノ定ムル

舟r Ｎｾ依 リ補依 金 ノ 供託 ＧＷＺＺＡＰ￬ＺＯ IJ ノレ トキノ、此ノ限

二羽ミ ラズ

第三十人傑整理抱行! ; r ; ; 域内 ノ土地火 ノ、 共 / 上 =

:停スル工作物 二付椛利ヲ有スル者 ノ、土 地整 理 /

J : i ; 受ケタル損害 / 締出: ' 7 詩 求 スルコ 卜'7 ｻｾトズ伺

シ本令久ノ、本令こ基キテをf 7..; L - 命令ニ >JI [段 ノ定

ノレ場 合 ニ於テ大使必要アリ卜 認 ムル I侍ノ、 ソノ定 アル トキノ、比 ノ限 = 花 ラズ

ムノレ所二依リ土地笠坦l桁; 域 ( 以 1-整王里民1成 卜務 第三[ - 九鱗 土 地整理施行ノ魚道路、足音鏡 、河川

ス〕 内ノ土地ノ jiJr 右者J t ノf也ノ Mi利者ヲシテ第 運 河、洗 濯、堤 防、f官1池 、公園等ノ: 全部又 ノ、一

入保ノ費用/ 全部叉ノ、一部 7 質封書セシムルコ卜 部ヲ 燦止シタ ノレ二囚 リ不 用 二 院 ιノタノレl剥{ J寸色ノ、

ＧＷｻＧｾ＠ ｾｦｴ ｉ［償］テ之ヲ笠理施行 地ノ所 有者］交付 λ

第三 卜三i J 朱整時施 行地又 ノ、 J t，ノ」二二存 ス ル 工 作 土地捻 ｊｾｌ 施行二依 リ開 設シタん道路 、 炭鉱 、 河

物ｾ 1，J 他利 7 有ス J t- 者ノ、大使ノ〉江ム ノレ場 合 ヲ|添 川 、窪 l '九 池 辺、堤 防、? 節也、公園等= ニノテ民

タノ外笠主主総行］針シテ異議ヲ注プルコトヲ ｱｾ ｴＮ 有ニ嵐スル土地ノ、ｾ依二テ之 Ｗ 凶ＱＧ ｦｪ 也二 編 入ス

f旦シ大使二於テ幹二指定見 J '- 土地ノ、J l bノ! 袋二 荘

第三卜ｾＡｬ保第ト 一 線ノ規 定ノ 、 行政官惚士 ｦ 也整理 ラズ

= 附スル調査ノ ;角!必要ア ノレ坊 合、第 三 卜{傑ノ 認 第四十{傑 換 地ノ、従前ノ土地ノ地目 、地 積. 等位

可ヲ受ケン ト?- ｊ ｴＭ 者 ｾ Ｎ ｪｬ / 認可 ノ申請ノ角:必要ア 等 7 傑準トシテ之ヲ交I ' ] " ? - ペシf旦シ 地 封、地 積

ノレｾｦＭ合 叉 ノ、第 三 卜係ノ規定二依ノ ｌ 土地絵理 施 行 等位等ヲ 以 テ相殺 '7 j毒スコ ト能ノ、ザ ノレ部分二隙j

者 ( 以ド笠却 施行 者 ト務ス 〕絵理施行 / 準備ノ シテハ金銭 7 以 テ; 乙 7 清算スペシ

然必要アル場合= 之 7 準用ス 侍別 ノ事情= 図 リ前項ノ規定二依 J しコ ト能ノ、ザ
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ｌ モノノ庭分］隊 ｊ シテノ、大使Ｏ定ム Ｉ ｱｾ 斤］依ル

護 Z里施行者ヵ・大使又ノ、関東州総長'官以外ノ :者ナ

ん トキノ、 TliI 二項ノ ;規定二依 J レ底分ノ、大使/ 認可

7 受タペ y

大使ｹＭＮＮノ、 ｬ￰ｈ 泉 州 艇長官ｲＮｲ ［Ｍｾｑ 及第二 ｉ 頁ノ ｪ 葱分ヲ

ｪｾ シ叉ノ、官 ￭ ｉｾ 貝 ノ 認可 ＷＧ ｪｾ シタ ｌ ト キノ 、 之ヲ告 Ｑ｛｜

ス

第四十 一 候従前ノ土地ノ Ｚ 金古｜ｉＮ ｘ ノ、 ＭＮ ｩｾ｜Ｉ］Ｍ 十｜Ｍ奇 ［｣

シタ J レ所有機以外ノ械利又 ハ潟分ノ ihl J l 浪アノレ ト

キノ、之= 針スル換地/ 交 1ナノ、 X I 地利久ノ、良分

ノ ＪＱ｝｛Ｇ 浪ノト ｩ 的タル土地 うｾＭ ノ、 ａ ノ自 Ｑ｜ 分 マ指定シテ

之 7 nスペシ

第間十 Iて 係 換 地 "，)11段ノ; 主ア‘ レ 場作ヲ l徐クノ外

第四卜係第四項ノ告示ヲ nシタル 1I ノ笠 1I ヨ リ

之 7 従前ノ土地卜若倣 λ

自 ￭ｉｾ 貝Ｏ規定ノ、行政 ｬ ニ火 ノ、政ヂ ｉｊ 上ノ彪分エシテ従

前ノ土地］専属スルモノ ］ＭｲＰｾ 7' 及; j マサズ

第四 1-: 三 傑 賃 借 地 =- H土地諮問悩行= 困リu ' 借

7 n ν J} ; !.- 1" 1的 7 主主I ; <' ;レコト能ノ、ザ日トキノ、 ¥t

借入ノ、契 約Ｏ解除ヲ ｮ 兄コ ト ヲ ｩｾ ト

前I r ( I 第令二於テ貸借入ハ笠瑚施行者= 一刻シ解

除二囚リ ) 1=.ジ !J ; 1.- 机宮ノ補償: ヲ請求; < . )1.-コ ト7

4咋

高IIl Jj'.( Ｑ 規定二依リ賃借入］ 主主シ ｴ ｷＮＡ［Ｇ ノ柿償ヲ ｦｾ

シ J} ;川、キノ、型車攻施行者ノづく( ! ! ! ノ〉巨ムルJ i J r=- 依

リ 賃貸人］濁シ求償スルコ ト ＷＧｾＡト

第 ｾｹ 十四保土地整刻 施行］閃 リ ｕｬｬｈ 也Ｏ利用ヲ

Wi ゲラルル トキノ、賃借入ノ、借u ' ノ相 'l ;f; ノ減額久

ノ、部 ｬ 拶 ｴ シタル ｦｾ Ｇｴ賃ノキ目前ノ ｪ 仲良 ＷＧ［古求スルコ ト

ヲｾｾト

土地技内施行= 囚リミ苦シクぽ借地ノ *11月!ヲ!¥' )" '-" 

ｆ ルトキノ、賃貸人ノ、借段ノ相 Ｇｬｾｦ［ ノｊｩＱ叡 ￭ 7  ｾｾｩ 求 ス

ノレコ ト7' ｾｾｲＭ

fiiI 攻ノ詩求ア リタ)L - J t ' } 合= 於テ貸借入ハ契約ノ

解除ヲ ｪｾ シｊｴ ノ 義務 Ｗｾ も ｊ レルコトヲ ｦ 浮

第四卜五係 土地盤理施行二囚リ地ヒ柳 、永小作

悦久ノ、地役fiij ヲ設定シタ ;1.- ＱＢ Ｑ 的 Ｗｾ 妻エルコト能

ノ、ザ ノ川、キノ、地七十他者、永ノト作十他者久ノ、地役峨

者ノ、 Jt ノ地不1] 7 拘禁兄ムコ ト7 ｾｾｦ＠

＾￭ｽ凶十三係第 二 ｊｊＮｻ 及 Ｑｘｾ 三ｊｪＨノ規定ノ 、 古 ￭ｉｊ ｪＧ￭ノ場合

= 之 7準 JBλ

＾￭ｽ凶 Ｑ Ｍ 六 Ｈｾ拒 笠均施行地/ 上= 存 λ ノレ地役倒ノ、殺

; ! ' ! ! . 施行ノ後仰従高iI ノ土地 1 _ 1二= 存主

土地獄 ｊｾｬ 施行］因 リ 地役 ｆ 加者ガｊｴ 1  fl' d不117m! ! !

V I 1 9 0  

ス)1. - 刺盆ヲ受クノレ コト ヲ要セザノレ= 至 リタル ト

キノ、 ，11 ; 1 地役機ノ、消滅ス

土地整理施行= 因 リ従前 ト同 一 ノ:利盆ヲ受クル

コ ト能ハザル= 至 リタル地役機者 ノ、共 ノ:干11金 7

保存 A ;: . . . 鈍圏内=於テ 地役織ノ設定 7 諮求 Z ル

コ ト ＷＱ ｾ Ｍ ｲＭ

第四十七係 Ｎｭ ｾｹ＠ 1-凶{様 ノ規定ノ、地 上十昔 、永小作

十歳又ノ、地役陥］之ＷＧｾ供用 ｺ

第四卜八係筋凶卜三保乃至詰! l { ] 傑ノ規定= 依 ，レぽ

貸借ノ解除、地 l二他者ノ、永小作協ノ拘禁、地 役

十if.l ;旭鷲若ノ、設定叉ノ、借段、地代、小作料若ノ、

地役Ｏ潤ｻ氏ノ減額 、 ｴ 弗戻若ノ 、ｽ骨額ノ 言青求 ノ、 ｾｉ Ｇｙ

十線第四瓜ノ告示 ノ日 l '注目ヨリ起主主シ三卜 1I

7 経過シ J) )レトキノ、之 7 ; 1 : 害見コトヲ件ズ

第四卜九保 堅 ｊ ＧｉＡ ｟ 施行 地 父ノ、 ｾｴ ノ ー ｩ 二二存 λ ル述物

ガT2;Uシタル先 Jjy株十If 、rr他久ハ抵賞十i官ノ|ヰ 的

タルm: 合= 於テ第三十五係第二項、第三十六係

第二刻、第三十八{ 保父，、第四卜係第一項t' ノ、第

二項ノ規定= 依リ抑l l J J t 見ペキ金銭アル トキノ、強

理施行者ハJ t ノ金額ヲ供託スベパi ! ' - " 整理施行

地 31/ 、A ノ l二ニ存 λ )1 . - 建物= 付キ前日じ ノ怖*117

;{.i; えん者ノ同1. . 1: 7' 1手タ ル トキノ、比ノ[ 浪= 干( ラズ

古iIJJ( ノ規定ノ、強沌施行地父ノ、 Jt ノJ ニこ存 λ ル建

物ガ訴訟ノ倒的 J) )1.- n訴訟滋ヰ王者ヨ リ請求ア リ

タノレ統合ニ之ヲ者l ! ) t I ^  

主主記 ν タル先取締flii 者、質械者ト若，、抵tf; 機者久

ノ、訴訟＿日 ，Ｎ ｉ ｉｾ 者ノ、高 ￭ｉ ニ ｬｊＨノ ［ 規定二依 リ 供託シ ｆ ル

金銭= 鈴シテモ: l l ノN Ul1 7 n 7 コ トヲ件

ｬｬ￭ｉ 三項ノ ［ 規定，、第三卜ｾＮｬ ｈ 傑ノ規定ェ依 リ 挑 ｉｊ ｊｴス

ベキ金銭アル場合ニ之ヲ準丹i ス

第五十t保采 聖詮主z苅均q屯l施 行1地也 =-1'付、，j

!J. )ルレ3先む i取収斜俳-慨3久t ノ、抵?官; 古?械/ μ 自的守タ Jルレも努毎合=於テ

努第t 三 l卜“七t係禁 1 ;規規7定E:=- 依リ補償償: 金ヲ t挑弗州U波主 λ ペキ 卜

キノρ 、整E瑚l里t防b施包削4行f 者ノハ、づJt 1 金額ヲ世供与託スベシf但旦 ν 允

取キ特幸 ｦ械地者者 ｾ Ｓ火 ｌ ノ、抵官紋 Ｚ［ｴＺ 倒』幼占者ノ ｒ同 ｬ 怠 Ｗｾ 件Ａ咋 ト タ ｊ レ 卜 キノハ、比

I (限浪=在ラズ

古 ｬ￭ｉｾ 貝ノ規定ノ、登 ｊ Ｇｬ｜他行地 ］ＭＱ 、 ｴ ￭Ｋス ＩｉＮＭＧｩｦＡＮ｜ 業械ガ訴

訟ノ｢ｉ的担ＩｉＮＭ［ｬｾ訴訟訴事者トヨリ請求アリタル場

合= 之ヲ準用見

登録シ 9 ル先取締械者背ノ、抵常減者又ハ訴訟官t

Ｔ Ｑ ｾ 者ノ、前 二 ｊｽ Ｈｉ Ｚ 規定］依 リ 供託シタル金銭］鈎

シテモ: l l: ノf!1i洋11 7 n 7 コ 卜7 ｱｾ ｦ＠

第五イ ー{傑 敏人 共 同シテ土 地 盤現 Ｗ 施行 λ ルｾｽ

令= 於テ共同施行者ヵ・JC/ 事業ノ; 潟= 然シタル



借 入 金、 英 ノ;利息 其ノイ也土地型在宅里ノ施行= 図 リ スル建物 ノ登記= 付テ ハった使ノヲIJ段 ノ 定 ヲ 匁 λ

テ生ジタノレ債務こ H テノ、共 同施 行 者ili 帯シテ; l t: コ ト7''1号

ノ責= 任ズ1l ! シ大使別段/ 定7 ' 1'&シタ ノレ トキノ、 第 五 十 四 保 土 地 笠理ノ施行= 除J シ整理里総行地ノ

此ノ限二 在 ラ ズ 所 有 者共ノ f也ノ トi I i 刻者= Jifl7- ) レ概芹IJ義務ノ、首該

園ソ 、 古 ￭ｊ ｾ 頁ノ ｦｴ Ｚ］ＮＮ 任ゼズ 概; ; f IJ ト共 =; ! U承機人二移料 ス

第 五 十二傑 土 地 盤 改 施 行 / 認 可 7 申請 セ ン トス 本学ノ規定又ノ、本竿/ 規定二基キテ後 λ ん命令

ん者 Ｉｺ ノ、受理他行者ノ、型産主屯施行池 Ｗｾｲｴｩ ｴｲＭ λ ノレ校 二依 リ銭ニ ノ タ ル』色分 、 手 ｩ 現兵ノイ也Ｏ行ｾノ、笠 ｉＧ Ｑｬ

記J計二就キ無手数料 二テ土地盤 理 =l i f. J シ必要ナ 施行地又ノ、;!t ノ ヒ= # スル物イ' 十二十j 械，f 1] 7 イf λ

ノレ簿三年図面ノ閲覧久ノ、 j俗潟ヲ求ムルコ トヲ作但 ノレ者 ノ: 承縫人= 封シテモ Jt. / ;放カ7 ' '1fス

シ筆記所ノ、必要ア リト 認ムノレ トキノ、大使ノ; 之ム 第 五 卜 五 僚 本主主二定ムノレモ ノ アl徐 ク ノ 外 土 地 盤

ノ レ所ニ依リ 詩求者ノ資絡 ］￟ｎ スル流 ｈＩｈ 年ヲ挺 ｈ ｾ 均二院J シl必要ブ; t - 'Jf. JJ ( ノ、大使之ヲ定ム

セシムルコ 卜7' ｱｾｾ＠ 附 則

第 五 十三保 整 理施 行 広 域 内 ノ土 地 及J t ノ l二= 存 本令施行ノ: J t I J 日ハ大使之 7'i'E ム

第 1 2 回 建 築 展 覧
位r

a  規 程

第 11傑本展覧合ノ、建築 ニ 附 ス ん2it 形 的 技 術 / 考 第 l 部 及 第 2 1mノt ! j ぷ ］ｾＧｊ ，ＢＢテノ 、千ＱＢ Jjj: ノ都 合エ

究費主主 7 悶 リイ井 テHt 築工刷ン貢士千了ノ 向上 二 資 み 依リ I収拾ヲナスコ トアんペシ

ルヲ以テ目的 トス 出品ニ釣ス) ! - 注意

第 Ｒｻ 傑 本展覧ｦＵＢノ令則 、 令 Ｑｚ 及Ｍ， ｊ ｾ 務所ノ、衣ノ加 ｬ 第 6{J傑 第 1llRf'r-，l，' ，ユツキ定ムル JiJ i' 次 ノ立Hシ

シ 1. 11
1

， ｾｬｬ ノ 、 陳列ェ適 Ｇｉｾｾ［ ナ ノレ波紋ヲ投 Ｗ コ ト ヲ要 λ

令 j切 昭 和 13{ ド10)] 1ご句 1;!.l lti¥l ノ改定 (Jl，:河 :' ¥-j 品H:意 書 参n司)

合 場 白木屋〔東京 ili ＱＱ Ｔ 心情 ｍＷ ｾ ｾ 厄 リ Ｑ T I I)  2 . m，;?，セン トスルモノノ、別，it..! ｴ ｾ ｴ ｾＷ ｜ｩＮ＠ /  lI'， 川，ＧＴ ｊ 込 ｾ ｉ ｾ

事 務 所 建築 ｾｈ 守Ｈ采京市京協院銀座，ｊｩ ｪＳ ーｬＩ ュ ヨリ昭和 13{f 9 ) J 2011' ; b 二本令事務所 二'4，

出 品 昔 日 別 込 マルベシ

第 3 係 :H品ノ、次 ノ4 百日二分ツ 3， H! ，rll ，ノ、鋭、テ昭和 13'1ニJ 0)] 13  11  U : ; こ本令事務所

第 1 'ds 令長作品 二到達ス ル 様差 ｮ ｾ サノレベシ

第 2 古s 懸 賞 競 技 際 # 闘 案 4. I i ' r 品ヲ受理 ν タム トキノ、底 二 部 リ続 7 交 i J 7，

第 Ｓ 部皐ｴ｝Ｂ卒業 Ｍｾ ｩ￬ＧＩＮＡｦ 5.  ｮｪ 品 ノ名 初 、 設 Ｇ ､ｬＧ ｾ 皆 、 施工 Ｍ Ｑ｛［ＧＩ［え竣 ｲＩｊ ｉ，ｲＭ ) 1ノ、本

第 4昔 日 参 考 資 料 ( 都 市 防 火 =Mi J スム研究資 合規〉巳ノ :i t . 1 名浜三本合二 j冷テ .11. 1 入添{、J' .7-

料 〉 第 2 部 懸 賞 競 技

第 4 憐 第 ｬ 背 Ｑ｜ ＯＱＱＧ ，ぷノ、ｬｬｩＺ 築ｾｾ 千 Ｑ ｫ 只Ｏ 作品 ］ｲ 沢 % 7保 J.f52; i R 懸賞全長築二ツキ定ムル Ji)J '手;ノ 立11; ノ

ノレ 、{ [: l _シ建築 展 覧令委 只令 =1冷テ; 曲7J ト認メ伊 l 諜 1m 背イl' 道ha-

ノレモ ノノ、比 / 1浪 リニアラズ μ  的 !g自民精描'i' A:lt'.'li J} s. ノ凡地 .=.1f キ地方

第 Ｒ 古 Ｑ｜ ノ ＱＱＧ ， 品 ｮｾＨ 来資料ノ、建築 ｾｽ Ｑ 守々 ｊＱ {I ムコ ト ｩＡｊＭｾ ｲ］Ｚ ノ ｉ ｬｒ位 向 ヒ及 ピ 料品 ＧＱ Ｇ 修食 ノ 道
7 要 λ

右耳タラシムんモ ノトス

第 5保 第 1 Ｇ ｾｒ＠ =.  ｈＡ ｊｦ Ｚ ｾλ イキ作品ハ建築 、 書 ＱＱ 市 ｾｩ !  

ＺｭＺ Ｎ 橋梁 、 庭園ノ図案 、 ｦＮ，ｾ 挺 ｸ ノ、ｬＧＪ［ 到 卜 λ

第 2 官Eこ陳列 λ ペキ作品ノ、懸賞 競技ー隙}X凶 案 =

シテ鍛査二合絡シタ んモ ノトス

第 Ｓ 部］別品スペキ 作品 ノ、 ｴＺ ￯ｾｾ 工業窃校 ｊ 限度 以

上Ｏ 製 校 二於 ケ ルｾ染料製 λ トーノ卒業計ｊｬＺＺ二二ノテ

'tj f;・該建築祭教室 / 推薦こヨノレモ ノ 卜λ

内 容 道場' 7 Ｇ ＱＧ 心ト シ之］講演室 、 ＳＥ ｊｾ

ｦ 也所要言者 室ヲ［盛 Ｇｉｾｦ ［ ; : . 肌シ仏I屋外二

ノ、作 業 場、運 動 場 等 臼 曲 二 枚 ク ル

コ 卜

位 託 部rlj ' ノ郊外

敷 地 10. 000平方メ ート ル以内 ノ平土日 地

建 物 線西村i 延 約 1. 500卒カメ ート ル
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権 活 耐震耐火 第 l 部 曾 員 作 品 出 品 に 就 て

2.Hi 要 図 面 1. 11¥品は最近に於げる竣功往物及計註されれも

間 世間縮 尺 1/200卒 面倒各階紘尺 1/l 00 のなどでめって、従来の展覧舎に永波大のし

立面悶 ( 2 面 〕縮 尺 1/ 100 断面図 ( l il iD のを希認しま す。

縮 尺 1/l 00 詳 細図 ( 主要部分〉縮尺 1/20 2. ｦｉｾ 品は建築知識の普及を倒的と すると 共 に ー

透蹴困( 外側〉設計湖要ノ、簡単= 悶面へ記入 般の翻貨を L衆ねるものですから 、額或は王

λ イシ 。用紙ノ、 j京悶紙牟折大、図|首ノ fj: 七ノ、 紙等合用ひて適蛍に鐙裁会鐙へて御 tHぷ下さ

随 意 トシ寸法ノ、線、テメ ート ル法二ヨル る絞希望致じます 。

3. ｦｦ Ｚ仮 Ｍ ｾ 図 案］ノ、民名及 ｬ 倍野島 ＵＧ Je入セズ . })I J  =/!{ff; 図面も背潟筑その伐のは巡りて頂き 7こL 、と忠、

謀者/ 住所、氏名 7 明記七ル イ，1t 片ヲ封入シタ ひま す。

J レ封筒ヲ添附セラ ノレイシ 3.11' ，品は建物の場合は可及的主要階の2 f - 百o添

一案者正ニ包装セラルベシ 付してドさ L 、。然し卒商は箪猫に額入れとせ

4. 和Ii匂1M日、昭 和 13乍 10川 6 1I C* ) 王午迄二 子縮闘 して潟民の額の - [!偶に1絞め込む程度カ :

法築身込合事務所へｴｊ ｾｮ ｬ， 七ラノレベシ 要償金作1: 7] 法かと忠ひます。

5. 1' 持 :it 員 潟良一一ー入 ツ匂J 以上の L の。 内部は 一般 のl l ' J

小 林 政一 T J G ;C色 1( j 南 1¥金

中村i事治 目指悶重義 藤島亥治r i [1

安井武雄 =口"'1+円，1:寸yι -ーー
吉 岡 鍛li[1

Ｈ五 ｪ Ｍ ｅ￭ Ｇｾ 凶 〉

6. 1¥: 賂募図案= シテ鑑査二合総i / IJ ; U モ /

ノ内幹二促秀ナルモノ= 針 5子テノ、述築身長舎ftl J

ＮＺＩ｛ ＵＰ 周年記念事業ノ ー タル起ｾ ｾ 徒 主 幹令 Ｑ ＱＺ規 ｦｍ ］

披 リ技重華社ヲ賂典 ス

技袋1 :t ，、n状 、'Wilj! 及 賞金 7 以テ Iルレモ ノニ

シテ本年度ノ、入:11:者 3 名= 賞金 各 300問宛 賂

奥 ス ル モ / 卜兄、伶 x他佳作若干名= 賞金若

千 ヲ 熔 央 λ

7.ff佐幕悶案ノ、線、テ之・ 7 返還 λ ルモノトス 、但シ

之 7/ 1
1

1
版スル躯合 z ノ、著作械ノ、本合ュ対局ス

其 f也

m 8{! 傑 11'J 品/ 保管ノ、最善 / y"l; 芯ヲ t91; 7 卜雌 モ 火

災 ， ｕｾ イ 也ノ 筋合］於ケノレ ｮ ｊ • 品ノ紛失 ［ 父Ｂ ＱＺｬｬ ，Ｑ￮］ = 封

シテノ、ー匂OX / i 'c"" 任ぜズ

女 ￯ｈ 葉山 ｲｦｬｾＱ Ｏ干 ｩｦ ［ ｩｴ 及運搬ノ ｬＧ ｩＺ月 ｬＧ 、 ｉｉ ｾ rl ，' ，者ノ叉挽

トユ

但 シ従 h!.. 合員以外ノ :p，品者ノ Ji，ll 而及幻挺= 限

リ 本合ノ Ｑ ｾ 用ヲ以 テ返 送 λ

減 10(際 Ｑ ＱＧ，品Ｏ陳列法 Ｎ ｾｦ�ｽ Ｉｩｊ ｲ ノ い［［盃 ｉｊ 等ノ、本合］於

テ之 7 完ムルモ ノ卜 λ

第 II 保 陳 列 シ タ ル IB ｉｬｾ ｾＱ ノ、閉合後二非ザレパ之ヲ

搬 11-' ，;x.. J レコト ヲ作ズ

第 12係 tIl 品ハ 間 合翌 日午前1 ¥' 三件弘; ニ於テ受領

セラル p ごシ

V I 1 9 2  

l泳 o Lつ L の叉は設計 に株徴の現 はれてゐ

るもので、 同一個所 の重複しれやうな L の

は遜げて ｦｾ ｾ 、 。

図 面一 一詳 r細盟、構造回或は断面闘は官! なり

専門的な L ので すから徐程待異の L のに限

ります 。

4 額の，' f ¥' I'ーには相官・のfι 験が仲ふ 7こめ重量; のit

まな いやう御注意下さ い。

X. 1枚の大形の額叉はE壁紙に潟浜、図 面0 Y，事

山細々と JIM寸げることは溢げ 、一つの額 に貼

込む場合は 2 枚位に1 mひます。

5. 1U品の品位を保つ様御留意1 mひま す。

従って規F星第 6係 5 に示 してゐ る池り 、名f1専

設 計 者、施工者及竣 功Jj 三月等の こ司とき事項は

本合規定の ｮ 日名栗にｾｾＮ方で記入の上添 ｈ ・して

全 惚 の 統ー を矧しま すから成 るべく作品へ 位

か に 詩人 する ｊ ｊ ｾＰ 逃げて下さし 、 。

ＶＮ 依型の取扱は危険ですから ｧｦｊｾ 干 の 前日に令 場

へ 御 倣入販ひま す 。 ｊｾ 他 の ｈＡｈ ｗ Ｚｊは 陳列 の 都合

上規定 の期限迄 には是非当社般入願ひま す。

.' 1包

"、

ｾｬｾ＠
，φ、

手持



斧啓 代りにし . 土にて屋根の 天の代用にじてゐます 0

%1女御言干し下さ い ませ。 或は 上流家屋 IJ ，周囲 は石にて滋 りきれいな 宝石

陳者過日 新 Ｑ ｬＺ ｦＱにて同封切 抜 ｾ￪ 司王Ｈ 省 略〉後 見致し で迩つであります。現在まで中に位のある家は、

まして今と なれば戦跡ですが0 0地に て同封 バ y 一度も 見 ￭Ｚ ｉ ｊ ｾ な〈 床 等 い Ｒ 尺程高くし ＱＺ 土の上

Ｗ レツトＨ省略〉拾得致し現 在ー まで持ｴｊＷｾ中でごさ Ｇ にアンペヲ l 枚数い 1: きりです。( 農家〉

いまし1: 0 忠生 い O Oi也が山中1:' げに興味金持 尚武河以北は屋綬も全〈卒ですが ( こんな屋被

って。それにしで もあ んな iJ l 'I' までパ ::.--7 レツ卜 で雨が降ればどうな るか ? と思つにので す。最も

まで削 布. 如何程空襲を恐れてゐ 1: 事かを角川 材 雨が少な L 、かも知れません。僕等も今までの戦に

料になるか、何か役に立てばと心ひそかに考へて お いて七ヶ月間に七、入 皮 小 降 の 雨 に 令 つ7こい

ゐ1: のです。 げです) 0 宮町河以南になると卒均雨 L 多いらしく

然る慮貴舎の江南戦線防空施設減療の記事奔讃 屋根l ， 50皮から 60皮位の傾斜です。

意の織に 御無，[，理L顧みす 御iき附申 上る吹第です o 績い て種 々御知らせ数皮 い 係 り 長 〈 な ります

御諒解御受納 ド被ればJEi 生欣快の手:第 です。0 0 から之 にて.Jl-: しえ す。

地は0 0燃附近ですが全〈 の山中 で僅か附近{ f /ト 陣中の事とて ｾＧｩＱｊ， 筆飢れ勝になって失議致しまし

さい川が餓路にそって流れてゐます。そして Jt の i : 。先( ま取急; ぎ御遁知申上ます。 不一

聞に 集[ 到家屋が対 h と散在してゐよす。 4 月 2 日

0 0地主皇の家屋は、n¥ll の) j は例の煉気、或は土

lこて主立ってめります o }Cの上を高梁にて屋根真板

長担ユ

よ司

J j_ 

j t-

レシぜ三，、土

‘ 年
存

断 面 悶

双方共木は珍らし い程 しか使用しでありません

谷 脇 重 喜

義

主

1型二

よ可

レι

ffi 
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［三一ＺｾｾＯ 雲蜜E雲句三さt;三怠今二奈三.. ::=φ:::;'二 一 : 竺 .

本協奮員中軍務公用者氏名

前披護表後に於りる本協合員中の軍務公用者は下記の通りであ ります( 届附順〉

合 員 勝 本 庄 八 君 普主主賛助員 大 植 忠、 手IJ '宥

同 高 橋 伊 幸 君 同 J-; - 山 一 郎 君

悶 西 原 直 一 君 同 値= 山 一 夫 君

地 方 合 員 平 井 幸 仁 君 地 方 合 員 下 回 辰 巳 君

同 森 岡 正 雄 君 曾 員 '1、 田 健 治 郎 君

名 警 の 戟 死 者

普 通 賛 U) J n  

普遁賛助員権藤貢氏今次の事聖書に於て名饗の戦

苑を? 主主げら る淘に 哀悼に禁へす' 葱に照宵と 略懸念

掲げ' 恭しく9 : 1 意を表す

人 民 ｬ ま明治 ＴＳｾ ｆＭ 6  ) 128 日繭岡県益三井郡l氷坂村光

行 272 呑地に生る。

l 、昭 和 2 年 3 月浮羽工業製校建築科卒業。

] . 同年 4 ) 1東 京昭和l土木建築株式令耐ーに入 社。

] . 同 6 &1三] ) J  ] 0 日;歩兵第0 0聯隊に入倍。

l 、同 7 &1三] ] )130 日i雨期除隊。

l 、 同 8 年 3 月日本足袋株式合祉に入社脳同工場

勤務。

i 、同 ]] 51" 8 月退社。

] . 同 年同 )1株 式 合元士清水組に入社九州、l文 広 勤 務

l 、 伺年 ]OJ] 6 日日本建築協令 入 合

ｬ 、 ＰＰ ｾ ｆＭ Ｐ ＩＱ 0 0 日服、召ド動隊 111部 隊 に 入 隊o 、

ｬ 、 ｏｏ ｻｉｾ ｏｏ ｊｬ 0 0 口0 0に於て腹部貫主主銃iilJ

受傷。

放機 藤 貢 氏

1. 0 0 Jl O 日0 0に於て陣没。

命本合よりは態古ｩￍｬに香 Ｑￋｾ 供へ茨市す。
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合 員 〈 地JJ 在住〉

故 正 五 位 瀧 野 柄 太 郎 氏

合員瀧野納太郎氏昭和 13年 4 刀23 日病を以て長 :

逝 せらる澗に 哀悼に禁へすまEに照1宵と 略尽きを偽げ i

Z革みて"13:"11を表 す。

1. 氏は明治35年 2 )14." 和歌 III !I 係に生 る。

1. 大正 14午 3 月31日東京常閥大生鮮工製部建築象

科卒 業。

1. 同年 6 月任I神奈川阪投手。

1. 昭和 2&p  5  ) J 任地方技師補建築段督官。

l 、 同年 7 月叙従七位。

1. 同年 12n任北海道愉' 凶大慾技 師。

1. 同 4 1. ，.よ6 月任一文部技師。

1. 同年 同月叙正七位。

1. 同 6&1ミ6 月命文官官大臣官房建築課市中戸f¥'，張所

長。

1. 同 7年 1 Jl 叙従六位。

1. 問年 7 Jl l8日日本建築協令入手干

1. 同 9 年 2 Ｉｾ叙正 六位。

1. 同年 9 刀命女昔日大[ 主官房雄築 課I珂山: 1
1

1張所長

ＱＮ 同 ＱＱ Ｆ ＱＧ ｾ 9 刀叙従五位。

1. 同13!. ド4 Ｉｾ叙正五位。

評 鑓 員 曾

1. 昭和 13'.p 6 月 l 日大阪市北阪中之島3了 133番

地朝日 ピルヂングに於て評議員合会 俳j合す

l  出 席者ｦＳ ￴ の遁評議員 ＲＰ 名 監事 Ｒ ｾ

井上ＨＱ ｍ 蔵大 ド順 三日 ｦｾ 久保 問 研 吉

久 保 田 英 維 黒 潔 砂f 芝 田 知 重

鈴 木 忠 、 五 郎 竹 腰 健 造 竹 花 来 春

武閉 経 一 中海誠一郎 『ドチド新一郎

中西 六Nll 卒 野 忠 雄 脳 知 秀 夫

松 井 ， ; 斉 之 助 森 本 隊 吉 矢 岡 filZ議

111手 研 吾 吉 岡 信 武

ｾ事清 水後 二 古ｾ正治

1. [1 '， 席者数法; 包歎に t請にさ。る 居m系 |二〉主主116 時金

溢ぐ ること 時係午後 7 時 5 分漸〈評議n令lぷ

3i:'!: 見て一同着席 WJ 令長竹股o，! ¥i l l ' L(; 議長とな

り開舎を宜し直 lこ日員事に入る

議案策 3i1}l 昭和 12&1'. 皮収支決非に附する 1
'
1'

先つ' 件員 に西日付の原案に H松井七計常務より詳

細説明あり仁る後質問に入り Iこる L質問者なし

依って議長銭決異議者な〈可決す

議案; j ' i t . 蹴昭和 121
f 皮刺係金品分に附する件

是亦恒 ｾｪ ド 間十常務より詳細説明あり ＵＴ［Ｉ 高官なく

可決す

議 案m l 減 評 議 員 2 名節混に付補妖に除Iする1 ' 1'

今回常務評議員八木怒一氏は清水組に於 て北支

iFii訓i方面勤務となり 叉評議員村井進氏は大阪1トf

より紳奈川阪へ鱒勤となりし ｊｾ 役只僻退屈ＺＱＧ Ｎ あ

り依って之が補選に附議せられにく最近の前例

としては三浦向ｾ氏逝去及鳥井拾磁氏僻惑の際

l. i 年末改選期泡補選を行はぎりし例め りとて中

両主; 口常務 より説明あり古if 例に 従 ム説多数にし

て議長は前例の主主年 末攻還期 迄有 ￟ｾ せき Ｇ ること

に級決す呉議者なし

百草案第 2 減 常 務 ( 編偶) 1  ｾ 名僻港に付有日鉄に附

するイｾ，

5轟案第 l蹴案に於て説明しにる如〈常務〈編帆〉

入木憲一氏の辞退に付之が補選に附議しれしと

て中荷主; 日常務よ り最近の育if 例lを説明めり衆議

前例に従ふ説に賛成す依って議長 ｬ ま友の遁 ｾ￸ 去

す

常 務 ( 編帆〉 号平議員棚橋 日Ｚ ［ ｾ氏

ｭＮ し定款第 ＱＷ 線第 Ｒ ｾ 頁の 互 選は自 ￭ｦ 例により総

長一任を以て之に代へ 1: る L のなり

議案第 Ｕ 自ｾｾ 合 'l 'l. 滞納者民主置 に附する件

議長よ り本件説明の上令N滞納者氏名を殺 上 ぐ

るは之を止め比相L上に置くを 以て御授を乞ふ 旨

' ! : 述べ到底望なき ものは除名民主分 に附すること

ＧＡＺ ＱｽＮｑ の承認を ｾｴ 斗 ｦ こ り

l 吹 に議長より本評議員合議事録の代炎署名者

を? ド認の 2 氏に指名し承諾を得1: 1; 
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大 下}I煩三郎氏 芝田知霊氏

1. 是に於 て議長よ り本日の評議員合[ま之にて閉

づる旨を宜し散令す時に午後 7 時35分

材 料 委 員 曾 ( 第 U 回〉

時 6月 2 日午後 7時- 9時

所 建築材料陳列場別室

出席者 幹 事 補 滅、松久保

委 員 小川、 島岡 . 造問 、木野 111

協議事項

1.常務合よ り依積 めりにる銅の代用品に日朝する

設 備 委 員 曾 ( 第 7 回〉

時 6月 7 日午後 71腎_ . Ｙ ｾ 寺

所 建築材料陳列湯川l室

:J tl席 者 委 員 長 酒 井

幹 事 伊東 、増井

委 員 岩尾、岡本

協議事項

l 土木建築工事務安全及衛生規則j に関するイ4・

2:消火設備研究に 附する件

講演合開催のイ牛 時

災 害 強 度 委 員 曾 ( 第 6 回〉

6月 14日午後6 s寺- 8時30分

時

)，i  

都 市 計 霊 委 員 曾 〈第 7 回J

6月 2 日午後 71侍- 9il 寺30分

協合f具築部室

出席 者 委 員 長 鳥 井

幹 事 勉 弁

委 員 匂坂、脳知、小宮、 中井、科1 問

協議事項

l 全闘都市問題令議第 6 回線舎に 括討 する件

丹、

m 務 曾 ( 第 12回〉

l時 Ｖ Ｉ ｾ＠ 6 日午後6時30分 一 10時

)i) f  ｾ築材料陳列 場Ｎｅ Ｑｊ 室

出 席 者 理 事 片岡令長、竹腹話1)令長

中海討IJ 合長

院 本 j青7k¥笠事

常 務 チ|二上主記 伊 藤主記

rl' 商主5日 樋口 三七記

松 井主 計 三 浦 主 計

姻口 編 隣 棚 橋 編t附

吉 田 編 純

誠 司王

). 6) 1 例 舎に附するイ牛

2.第 6 回全国都市問題作議総令に除iする件

3 白演に於りる住宅wn空手? に糊するイ*

ＴＮ 本 Ｑ Ｑ 三 度上半矧職員 Ｑｾｬ 輿 ｊｕ 自のイ Ｔ ・

5.A包務細 lt リl 部幾変の件

6.合員詮衡

報 告

1.  5  ｊ ｾ 例 令終了報 告

2. 土木往築用餓鋼の西日給統制に附する件

3.等主E賛助長f 1 i j藤武氏戦傷死 に付表市の件

VI I  9 6  

所 協合f具幾昔日室

出 席 者 幹 事 黒 岡

委 員 矢 問、機関 、命尾

協議事項

l 地質調査箇茨に附するイ斗

材 料 委 員 曾 ( 第 12回〉

l侍 6刀17 日午後 61侍4. 0分 - 9時30分

所 主 ｬｴ 築材料陳列話ｾＩｊ ｉｊ 室

出席者 幹 事 楠級、松久保

委 員 秋 問 、小川 、鳥問 、退問

木野' ! J I

協議事演

ｬ 銅及銅合金の代用金属に附する ｦ， ｾｩ￬ｾＨ 合のイキ

法 制 委 員 曾 ( 第 8 回〉

時 6刀 17 日午後 6 時30分 - 81侍30分

所 協合i具幾百[ ¥室

11 ｾ 席者 幹事松 井 、 Ｑ ＱＱ 口

委 員 板井、 本問

協議事項

). 建築法規教案に附する件

'‘ A必.

吊 務 曾 ( 第 13同 〕

l巧 Ｖ ｊｬ Ｒ Ｐ Ｑ Ｑ Ｈ ｊｬ Ｉ 午後う ｬ 時 Ｓ Ｐ 分 一 Ｗ ｾｦ Ｓ Ｐ 分

所 建築材料陳列場. E11室

ｈｉｊ 席者理事片附令長竹腰 ｬ ｌ ｾ ｩ 時 ｔ 長

巾鴻 ｾ ｍｉ 防 長

［ ヰｾ務弁 ー ｬ 二 ］ ｅ ， ｩ ｩｊ 伊 様子EoC

樋 μ -1-:. ri L! 山 手主 ｾ ｃ

松 井 1=. ;i i. 三浦住吉l

伊 ｅ 長 編 Ｇｰｬｾ 姻口 編 1除



占In制 'liic

ｮ 詫 ＺＺ ｊｾ

1.  7 月例 合に附 する件

2.  6  Jl 例 合 講 演 it iiJl tii U'2に附 する件

3. 災害 ¥a¥皮 委111ヤより研究flJII 符μl 仮刷要求のイ牛

4. 1陳陳列主境耳

5. >;曾与t捌l明由f作ド判j成荻のイ伺件4牛
二

6. 燈 'k IT"制用 illll 縦l府保作 J(民の件

7. i 建築主貢土台 J 及 i i l l : 築皐研究 j 害rRl ' l ' カ申控

しに付諾 否 の 件

Ｘ 都市武装促進委只令 ｉｾ 日銀一世 Ｑ｜Ｚ 釘熔のイヰ

9 威務主mJ tリl 部鑓i J . ! : に附 する1 ' 1'

10 雄築皐合第 12回lli 築 展覧合開催に H令 誌 にて

紹 介 の 件

11 .材料委員長名を以 て銅及銅合金 向染者に 聖堂し

:文書をま迭に附するイ牛

12. 時事問題研究の件

13 草案員上牟 期 公奥 及 昇 給に1#1するイt j :

14. 古記係周のイ牛

1). 合 員 詮 衡

報 告

J. 5  )i 分 合 計 報 告

2.本年第 l 間 合計 検 資 報 告

3. 建築工事詩: J 1J 見FJA改正jぷ策の 14ニ

4. 往築皐合住L l Cより i J 本位築聯合火e・加入勧誘

に除lする問 符のf ド

5.設備委員合より土木ill 築 工 事場 安全 及 衛生規

則 研 究 絡7 報告

敦化委員曾 ｃＮ＿ Ｎｲｾ 5 回 〕

lゆ 6)122 日午 後 6 11午- 9将30分

JW 建 築 M利陳列 j必i!!i >]11五

:!'， J市 右 委 員長 永 滞

協議事項

幹 事 篠 原

委 員 伊 点、坂 本、鈴 木、的問 、 問中

中村、宮 崎

1. 大工徒弟問題に除lするイ牛

都市武装{ 足準委員曾 L貫n 回〉

H与 o)122 日午後 611，'f - 9，1与

所 述築材料陳列 Jj_;)]I J室

出 席 者 委 員 長 竹 脱

幹 ＺＺ ｊｾ Ｇ ｾ ｲｬＧ￬ 事

委 員 清 水、MII 僑、 内政、松 井、横 111

吉岡

む品 ｊ 主 ゴ ｲ ｾ ｮ

H寺

)i} r  

1. ［ｾ 刈 ｆ 日 Ｑ｜ 校 ｉ ｇＨ強 調査 ｾ ｊｲ ｾ 貨を 決 定する の 件

2. 防 空 に測して質強すべき事項の調査の件

3. 1坊笠; 訓練参加7i に附するイ牛

4 本 {Iミ皮刻dl' *に附する イ牛

5 会 45・叉l依の紹介 lこ附 する件

六 月 例 曾

6)J 23[ ， C木 ) 午後 6 時20分 - 8時25分

A ' B ・C 集 合室

出 席 者 間 溢 三郎 伊記長 義 雄 附問 Ｚ孝 Ｙｾ

制 j 十勇三郎 塚 本 猛 攻 Jlj;j 

j際川 ↑E 古 原岡 -r-歳 退問者集治J i ll

三証r f噂ニ 小 野; 7ft 地 山間 誠

卒 岡 正 男 黒 海 研 秋岡 喜代 i台

Z及山煽太郎 安 藤 隆 正 利 関 治 郎 市

小 川 陽 吉 木 村 ;え 金 尾 辰 雄

佐 藤 正 次 郎 久 保 問 磁 吉 ｲ ｬＧ 原ｾ ー

i也閃 秋 文 山中 1ft 一 図 古 日 泰 文

話iJ 弁 策 井 上 一 雄 図T，.f;念 物!E念日l

小 林 消ー 武 同 経ー '富 山 隆 明

高対!)I 士太郎 井 上 正 男 島問 主主将

柴日1 凶Hrl 松 久 保 敬三 古 深 正 治

凶 Ｎ￧Ｎｾ 弘張。 ［ｬｩ ｾ 西孫金物活i滋川
八尾 1定

吉 岡 忠 勝 阿 部 日出夫 問 中 久 雄

武 jl 二 徳 松 中川 了文 高 橋 世(11台

柿W. I貨大 iill 鈴 木 孫 市 白 石 尖 男

i単語長 言] 問 中 信 夫 岸 Ａｬ ｈｾ 主

制 口 好t佐 補正賞 苦虫 木野'. ，1，照雄

J乙fι 智 小 川 久 市 木 村 徳 次HII

松 村 武 雄 川 村 ?各議 石 山 彦 夫

本E主 主恰利 大 野 順 加 藤 勝 彦

( 次第不同〉

[ .  '，"1; 1I 公夫午後 6 1時20分 開 合先 づ 三浦常務より

ｭ ｊ 舎の 挨 ｴＪｾ 主ｅ べ 講演者高橋清氏を紹介す同

民登f f l . ｉ Ｚｾｇ 演題の下 ｬ こ銅 の 起因より説きや ｊ め

之が使用制限とな る所以使用制限の 磁 類. 之

が代用 品等秩序盤然 と熱 鮮 を 仮 るは る

銅 及 銅 合金 の使用制限とその代用 金 嵐 に 就

いて
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曾

大阪府工業ｾ足助倣ー艮 ｲｾｩｩｪ ［Ｇｦ ￟＠ 友 三 君 港阪音羽田J 3ノ l 戸同利作カ ( 戸

大 阪 帝 園 大:接 数 授 高 橋 治民

東 北司子園大準教授 悶工務! 占〉

l 午 後 71時35分講演終了質問j 俗、符に入る

1. 同 B時20分三浦常務より講演者に望者し謝齢を

議 べ 一 同拍手を 以て之に利し1政令し 1: 1; 図に

講演の内容はff 誌にてを音楽の改定なり

奮 員 動 静

入 曾 者

員

石 崎 久 雄 沼 旭区新喜多町 203 C阪紳電気線道

株式合祉〉

逗 曾 者

曾 員

野 村 敬 一 宗 久 保 田 盛 凶 君 黒 熊 春己君

地 方 曾 員

問主ｾ i満一君

特 別 賛 助 員

穴 村 忠 、 太 君 加 藤 彰 君 4夕、浦定言]君

普 通 賛 助 員

坂官 ｬｩ 凶ｉｩＡｻ君丙 ｊ ｄｩＮ ｉＧｾ［ 術活 ｬ ノ ＱＴ ｴ 日ｾ及 Ｗ￭ C大 阪 府

. 佐 キ 木 一 男 君 三 開 花自伝沼 湯浅常ヲ ｾ ￯Ｚｩ ｬ ｻ 君

建築課〉 輔 居 蒋 任

谷 口 治 郎 君 東 淀 川 区 十 三 点 之 町 l ノ132 C大 阪 . 曾 員

1M建築課〉 。宍 道 洋一君主東京市大ｾ極秘 ノ木町 ＲＵＰ

松永孝太郎君 布施市大豊島中沼 l ノ343 ( 大阪市教 事長本 首長吉潟・( 事務所〉住吉区松崎町 l ノ32 C電

育白日雄投課) 天王寺 1730)

村J ド 義手; 君 兵庫版川河町総之荘( 大阪橋本組) : 服 部 正 己 震 市中戸市灘民五毛通 l ノ16

音 問 嗣m{君 尼 崎 市 西 本 町7ノ273 ( 大阪府都市 別 IH ｾ 荷逸君 ( 町名攻総〉北版都島中 遜 3 ノ45

言十m: 謀〉 ー ; 念持 省三君香川県系三本松町東 洋紡績滋社宅

目立谷 直 治 郎 君 西 成 区 粉 涜* 之町 4 ノ29 C合資 合 ! ｾ立 山 勇吉君 昂f下社11岡町尊鉢 12 ノ17

社寺j ト洋家具昔日) 古iIf 原 大 二郎君 西宮市 今津町制烏 13

伊勝 弘 君 比花嵐凶f工島 白鳥町J 5 工 路方 ( 工 : 三 島 岡IJ ; l 守新京金輝猪第2代用官舎金輝 祭230

院長工務!占) C波洲闘務続管繕需 品局後総慮〉

鈴 悶 直一草寺 天王寺区堂ケ芝回r45 C大阪府述築 コ白馬 ' 正: ' F l ・住吉区北 関塗 町 329

謀〉 附 野 金 作 君 新 宮市 取出回丁1388

8長井 稔 君 紳 戸市兵庫区西山田J J 7j  C阪市l'電 : 地 方 曾 員

ｾ餓道株式令枇Ｉ小 川 定治郎君 ( 勤務先〉厚生省傷兵保護院百十道局

姻 宮 次 郎 君 東淀川区三津屋南泡2ノ93C自宅き) :  工 後i諜

I)J 村 弘 君 紳 戸 市灘民弓木町 4丁目 4ノ1C兵 I 高 村 勝 君 旭 区 新 緑 小 路南 3了目 51 ノ l

庫 燃立工梁高島校〉 大久保幸男君 京都府土木部 監 理課 後繕係

地 方 曾 員
I 普 通 賛 助 員

馬 鹿 知己君 東京市 i定橋匝百人町3ノ373 ( 鍛造 : 金 井 洋 三 君 西 淀 川 極姫 島町 677 菊池芳一方

省 建 築 課 ) :  it 川 滋 君 東 淀 川 医 闘 吹町 275

普 通 賛 助 員 問中 敏雄 君 新 京 興 安 大 路 陸 軍官会46按西 ノ3

中保 英 一 君 紳 戸 市 兵 庫 凶 除J屋町 108 C株式合 〈関東軍司令部〉

祉竹中工務J苫市中戸支J占) : 俳イ中 信手; 君 東京府立川町南幸町 2 ノ2713 C株

本 郷 利 府 君 紳 戸 市 林 悶 区 西 尻 池 町2ノ130 C株 a 式含量土議木工務j苫〉

式合社竹中工務J主紳戸支j占) :  111岡 良夫君 西区江戸姻下遜 5 ノ53

湯 浅 忠 男君 請Ｊ戸 ￯ ｬ Ｑ 湊 ＪｾＧ，ｲ， キ ｂＺＧＺＡ 二回 ｲ 5了目 245 ノ5 ; 図附長四郎沼 市l' 戸市灘民灘北遁2ノ121

( 株式合制: 竹" ' ，工r9}沼市*戸支お) : 問中 芳郎; g . 1M下北河 内宮r{1ITl 僚政村南野

Vl l  9 8  



何 内 向 京 都i! ｮｾ ｾ＠ 京都市 i二京以大将軍:111: 言j 阿JI I百堂後

築事務所〉 36 ノ 18

立 岡 秀 夫 君 東京 市総野) .l IV，楢 ケ原町 1331林 真 |

治 j j . :  

死 亡

谷 村 定 雄 君 央 市三成主ii2 ノ 26石} f 角太郎フIJ C失 曾 員

海軍司王需部〉 抜本久三郎: g. 日百初 13年 4 ｊｾ＠ 18日逝去

槌谷 義 一君 徳 島 臨 海 部 郡 日 和 佐 町 ( 謹んで哀悼の意を表す〕

前向 善増君高 知 燃長前 ｩｬｾ ，刊 行支免町Ｈ高夫 ｦｉ 市土木
物 ロQロ 寄 贈

Ｓ 果岱 ｴ ｾ ｩ 系〕

安孫子三雄君 紳戸市林間隔前原町 2 ノ 5 今回特別賛D) J 白河津喜之助より本14F?倶紫

馬上 進君旭ｾ Ｇ， ｩ｜ 南島町 Ｑ Ｖ :MI 宅川柿下カバ ーの御寄贈ありまし7二本台

f皆本 祭 六君 l向山鯨児島llli 宇野田J 築港5<:m -¥、主it は奔交する こと〉なり 。 認に御厚意を感謝

ブJ 致 しますo

御 見 舞

今 回 の 豪 雨 納 に | 祭 し 協 合 員 各 位 の

内 御 被 害 の 方 ペ ト も 多 数 有 之 こ と と

存 上 候

諮 み て qili ll 見 舞 ぱ l 上 候

昭和l十三年七月 λ 口

枇図

法 人 上I 本 建 築 協 令

( 本滋執筆者紹介r ( 五卜音順〕

清 水 柴' 二 J青木建築事務所主 ・本協 合監事

新 名 Ht 夫 大阪市経理部俊繕諜 設計係 長

鈴 木 忠 五 郎 府 立今宮職工準校教総

竹 映 他 浩 長谷部竹股建築事務所生 ・本協合以IJ 合長

"1  t翠ー 誠一郎 大阪J f ザ警終音1¥建築課長 ・本協合以IJ 合長

古 塚 正 治 古級建築事務所 ・本協合監事

1与 ・ 問 秀 徳 大阪市防設課

7  月 批
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絹

後

輯

記

.  空襲一一我々に惑いはるかなやうな感じさ

へ奥へ るこ のー誇lて、u: 感あ らしめ 、普言" { t >奥

へるものとして . 本合役員 、中海氏 、清 水民、

新名氏の南京 j J 菌防空'.ii iJi.察iiB{ t>始め とし . 古塚

民の武袋都市述言生方法に就て. 宮; 岡秀磁氏の郡

安 文字主主りの非常時で める。そのまつ1:1ご中 市防空への道、 中海氏が鵡察の際杭州防衛司令

に居ると 、 この時代の挺相 はつかみにく い もの 昔1¥にて押収 されて来1: 支那の都市防空の祭文等

である o 1: 1ごし きすが1: は、裁強度、l時の経・過 共に 我々建築家に必殺を要求する文でみ る。

をまって . 烏敵的に所謂歴史的に事物を捉へて 女 時報、寧ろ 資料欄は、勉井幸次郎氏 . 堀内

初めて卵l 明するものでもあもう。然し我々と し 三郎氏の御菰カによってまれに見る充資ぷりで

ては lH来得る 1:' げ、 この時代の認識をし・て深か める。

らしめ? こし、 ものである。 安 鈴木忠、五郎氏 のEiE築教育再検討は、多大の

女 この意味 に於て、本協 はこの要求 lこし、 ささ 暗 示 と指駄を Ｊｾへ る大阪 育 ＱＴ の新数育論で Ｎ ｅｅ 築

か答: へ得1: るの玉稿を以て. 紙上をかきり得1: 家の養成に趣味の有る人の総殺をまち? こL 、。

ことと信す，るものでめる。 安 次貌は住宅待斡盟主として興味深きものが編
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